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プロローグ　紫むらさき蟻あり①









「蜘く蛛もくん、人間がもっとも『人らしさ』を発揮する行動とは何だと思いますか？」




　ムザイア合衆国──世界最大の経済国だ。

　先の世界大戦では直接的な参加をせず、同盟国への武器と食糧の供給に徹した国である。大戦が長期化したことにより大きな飛躍を遂げ、いまだ多くの国が世界大戦の爪痕を残す中、世界経済を回し始める大国まで成長した。

　いまや、この合衆国こそが世界の中心である。

　国西部の都市のミータリオは高層ビルが立ち並び、人々はこの世の春を満喫するように歩いている。テレビ放送は始まり、スポーツバーで人々は野球中継に歓声をあげる。若者は地下鉄を乗り継ぎミュージックホールに出かけ、上流階層五十階以上の高さのビルで開かれるモノクロ映画の試写会に集う。

　その都市の地に、二人の風変わりな男がいた。

　ミータリオの中心にあるウェストポート・ビルディングの展望室だ。四十七階に作られた観光客向けの展望室である。営業時間はとっくに過ぎ、二人の姿しかない。

　高層ビルが立ち並ぶ夜景を前に、「ほえー」と間抜けな歓声をあげるマッシュルームヘアーの男が一人。高級スーツを着ているが、その飄ひょう々ひょうとした顔とキノコにしか見えない髪型のせいで、いまいちパッとしない男である。

　──ガルガド帝国のスパイ『白しろ蜘ぐ蛛も』だった。

　そして彼の隣にはもう一人、爽やかな顔つきの男性が立っていた。

　男は「人間が人らしさを発揮する行動は何か？」と尋ねた後、しばらく沈黙し、やがて答えを述べ始めた。

「それはズバリ、遺言を残すことです。死後の世界を想像すること、想おもいを言葉にして遺のこすこと、それは人という生き物だけが持つ能力ですよ」

「はぁー、すっげぇビル群」

「……蜘蛛くん、オレの話を聞いていますか？」

「いやぁ、俺も初めて来たぜ。羨ましいな、紫蟻の兄やんはいつもこんな街で──」

　白蜘蛛の頰を何かが掠かすめた。

　バチッと音が鳴り、反応が遅れた白蜘蛛自慢の髪を焦がしていく。

　白蜘蛛は床に尻もちをつき、悲鳴をあげる。

「待てやっ！　危うく感電死するとこだったぞっ？」

「相変わらず、アナタのリアクションは小物くさいですねぇ」

『紫蟻』と呼ばれた男はスタンガンを握りながら告げる。

「オレの話を聞かない蜘蛛くんが悪いんですよ。三度、死ぬべきです」

　柔にゅう和わな雰囲気を持つ男性だった。幼児学校の教員や看護師が相応ふさわしいと思われるほど、優しい顔をしている。白蜘蛛と違い、紺色のダブルスーツをバッチリ着こなし、頭には洒しゃ落れたハットを乗せていた。長い前髪の間からは線を引かれたような細目が覗のぞいている。

　紫蟻──彼もまたガルガド帝国のスパイであった。

　白蜘蛛と同じく、スパイチーム『蛇へび』の一員として世界中で暗躍している。

「だって、紫蟻の兄やんの話って長いからよぉ」

　白蜘蛛は悪びれない態度で立ち上がり、服を叩はたいた。

「まぁ、いい。兄やん、任務だ」

「任務？　あれ、そんな無粋な話なんですか」

「スパイに任務がなぜ無粋？」

「てっきり兄貴分が恋しくて、会いに来てくれたとばかり」

「んなわけあるか」

　白蜘蛛は頭を搔かき、窓から階下を見つめる。

「来月から半年間、このウェストポートビルでトルファ経済会議が開かれる。ご立派な名前がついているが、要は、連合国側の企業や官僚が行う、利権争いだ。大戦以降ぐっちゃぐちゃのトルファ大陸をどうやって連合国同士で喰い合うかの調整だ」

　紫蟻は「反吐へどが出ますね」と呟つぶやいた。

　トルファ大陸は、先進国の植民地支配が進んだ地域だ。かつてはガルガド帝国の植民地も存在したが、敗戦により手放し、連合国の手に渡っている。大戦から十年経たち、トルファ大陸の支配権を巡り、いまだ連合国同士でいがみ合っているようだ。

　そして利権を巡り長期にわたる会議が開かれる──トルファ大陸の国々を無視して。

　紫蟻は息をついた。

「その会議を帝国に利するよう操れ、と？」

「いや、それは俺がやる。兄やんには別の依頼だ」

　白蜘蛛は視線を送る。

「この会議には世界中からスパイが集まる。フェンド連邦ＣＩＭからはチーム『レティアス』全員、ビュマル王国は『アカザ姉妹』『影カゲ種ダネ』が確実ってところだな。ムザイア合衆国の防ぼう諜ちょう機関ＪＪＪの精鋭もいるはずだ。『麒き麟りん』や『霊れい亀き』は要注意。正体不明のスパイ『桜おう華か』もこんな大事な会議に顔を出さないはずがねぇ。各国のオールスターだ」

　白蜘蛛は口元を歪ゆがめた。

「──全員殺せ」

「物騒な話ですね」

　紫蟻は首の裏を手で摩さすった。

　いまや世界中でスパイが暗躍する時代だ。世界の趨すう勢せいを決める長期間の会議に、どれほどのスパイが参入するか。ムザイア合衆国の防諜機関も含めれば、千は超えるだろう。

　目め障ざわりな存在を早めに消しておけ、という冷酷な指示だった。

「しかも殺さつ戮りくとは無粋ですね。殺さずに操るのがスパイの本分でしょう？」

「兄やん、殺さないのは得意じゃないだろ？」

「…………」

「任せたぜ？　アイツも来そうだ──ディン共和国・対外情報室の注目株『燎かがり火び』」

　なるほど、と紫蟻は頷うなずいた。

　ガルガド帝国に長年、辛酸を舐なめさせてきた共和国も参戦するという。田舎国でありながら、世界の趨勢を握る局面で必ず顔を出す存在だ。そして、その国で近年希代の化物と噂うわさされる男──『燎火』。

　紫蟻は笑みを浮かべ、右手のスタンガンを振るった。

　ひえっ、と情けない悲鳴をあげ、白蜘蛛は寸前で避けた。

「だからぁ！　脈絡なくスタンガンを振るうなっての！」

「口振りが偉そうなので。三度死ぬべきです」

「……いや、口振りは普通だったと思うが？」

「オレ基準では偉そうでしたよ」

　紫蟻は、白蜘蛛の顔の先で手の中にあるスタンガンを握り潰した。

「心配は不要です──このミータリオの地では、オレは王様ですから」

　顔を引きつらせる白蜘蛛に向けて、紫蟻は微笑ほほえんだ。




　　　　◇◇◇




「などと語って早一か月ですか。あっという間でしたね」

　紫蟻はアジトで息をついた。

　会員制バーだ。ミータリオでも数人しか知らない地下にある。細やかなバーカウンターと、明かりの乏しい間接照明が焚たかれた、静かな空間だ。

　紫蟻はコーラを口にする。アルコールは嗜たしなまない。

　一か月間、彼は暗殺を繰り返した。既に四十八名のスパイと秘密警察を屠ほふっている。その手腕は誰にも気け取どられていない。誰一人自分の元には辿たどり着けないはずだ。

　そして彼はこの日また一つ成果を上げた。

「お嬢さん、お酒は何か飲まれますか？」

　紫蟻は、隣の席に座らせた『彼女』に声をかける。

『彼女』は苦しそうに呻うめく。

「あぁ、すみません」紫蟻は頭を下げた。「腹に穴が開いていますか。レディに対する配慮に欠け、失礼しました。オレはフェミニストなんです」

『彼女』は苦く悶もんの表情を浮かべる。顔には汗が噴き出し、乱れた髪の下にはこちらを射い殺ころすような憎しみに満ちた視線がある。苦しそうに押さえる横腹からは血が流れ出ていた。

「ディン共和国のスパイでしょう？　予想よりずっとお若い。お名前を伺っても？」

「………………」

「うぅむ、困りましたね。まさか名乗ってもくれないなんて」

　唸うなる。遺言を聞くのは彼のライフワークみたいなものだ。殺さずに捕らえることなど稀まれだ。何も聞かずに殺すのはあまりに勿もっ体たいない。

「もしかして助けを待っているんですか？」

「………………」

「相手は『燎火』ですか？　あぁ、仲間からはクラウスと呼ばれているんでしたっけ？　えぇ大丈夫です。オレにとっても、彼が来てくれるなら都合がいい」

「………………」

「なら彼を待つ間、お話しでもしましょう。アナタたちがオレに挑み、無む惨ざんに敗北するまでの経緯を。一つ一つ順を追って振り返りませんか？」

　紫蟻は囚とらわれた『彼女』に微笑む。




「その果てに当ててみせます──捕らえられたアナタの名を」




　それは、一いち縷るの希望もない絶望の名前当て。




　ではアナタたちがこの国に訪れる経緯から、と紫蟻は口にした。











１章　結集









　世界は痛みに満ちている──。

　世界大戦と呼ばれる歴史上最大の戦争が終結して、十年。惨状を目まの当あたりにした政治家は、軍事力ではなくスパイにより他国を制圧するよう政策の舵かじを取っていた。

　国々は諜ちょう報ほう機関に力を入れ、スパイによる影の戦争を繰り広げる。

『灯ともしび』は、ディン共和国のスパイチームだ。

　彼らの当面の目的は『蛇へび』と呼ばれる、正体不明の諜報機関を暴あばくことである。国内の任務をこなす中で、彼らは『蛇』の情報を持つスパイの捕縛に成功。ムザイア合衆国の地に『蛇』が出現するという情報を得て、捜査に乗り出すことに決めた。

　来たるべき決戦に、メンバーは準備を始める。

　これまで任務に取り組んだ国内や隣国のガルガド帝国とは事情が異なる。行く先は、言語も文化も大きく異なる合衆国。パスポートの偽造から、偽にせの経歴の作成、現地での銃の調達方法の確認などやることは山ほどある。

　本来ならば任務への不安が重なり、かなり憂鬱な作業。

　──ただ、メンバーのテンションはやたらと高かった。




　　　　◇◇◇




　ティアが廊下を歩いていると、庭から悲鳴が聞こえてきた。

「ぴぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃぃぃいいっ!!」

「──は？」

　まるで断末魔の声だ。命が潰ついえる寸前の恐ろしい絶叫。

　にしても『ぴぎいいいいいいぃ』とは？

（い、一体何が起きているの……？）

『灯』の本拠地である豪華な洋館。陽炎かげろうパレスで起きた朝の出来事だ。

　事件の発生にティアは首を傾かしげた。

　艶やかな黒髪と凹凸に富んだプロポーションが特徴的な少女である。十八歳とは思えない優ゆう艶えんな色香を持つ。コードネームは『夢ゆめ語がたり』。

　悲鳴がした中庭に向かうと、そこには二人の少女が睨にらみ合あっていた。

「はっ、今回の十キロ走はあたしの勝ちだな」

「……っ。体力バカめ。ボクはもう一本余裕だけど？」

　どうやらランニング勝負を行っていたらしい。

「ハァ……なんなら、次は十キロ走、射撃、格闘の三連戦で行くか？　……ハァ、『灯』最強の称号をあたしがもらう時がきたな」

　肩で息をしつつ、勝ち誇ったような笑みを見せるのは『百ひゃっ鬼き』ことジビア。獣のような引き締まった体たい軀くと、凜りん然ぜんとした鋭い瞳が特徴的な少女である。

「たかが一度十キロ走に勝っただけで、ボクに勝った気？　上等だよ」

　対して涼し気に煽あおり返すのは、『氷ひょう刃じん』ことモニカ。個性的なアシンメトリーの蒼あお銀ぎん髪ぱつ以外の特徴を削そぎ落としたような中肉中背の少女。

　ジビアとモニカは中庭で言葉をぶつけ合っていた。

「つぅか、十キロ走に限れば、あたしが勝ち越してるよな？」

「あぁ？　たまたまボクが調子悪いだけなんだけど？」

「はっ。お前にしては月並みな言い訳だな」

「言ってろよ。次はボクが勝つから」

　ケンカしているようだが、二人の瞳には闘志が満ちている。

　緊迫しているが、爽やかなバトルだ。

　では、さっきの悲鳴は誰のものなのか──。

「よっしゃっ、リリィ。もう十キロ」「リリィ、起きろ。休むな」

「ぴぎいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」

　いた。悲鳴の発生源は、地面にぶっ倒れていた。

　その少女はがばっと身体からだを起こすと、汗だくの顔でティアに近寄ってきた。

「ティアちゃん！　助けてくださいっ！　このままじゃ殺されますよぉっ！」

『花はな園ぞの』のリリィ。愛らしい外見と豊満なバストが特徴的な銀髪の少女だ。一応、少女たちのリーダーでもある。

　彼女は涙を流して、ティアの腰元に縋すがりついてきた。

「死ぬ！　わたしが死んじゃいます！　早朝から何本十キロ走を続けてきたかっ！」

「ちょっ、汗だくのまま抱き着かないで」

「この汁は、わたしの溶けた魂ですよぉ。悪魔に絞られたリリィちゃんの魂汁です」

　リリィが意味不明な発言を始めた時、その両肩を仲間が捕まえた。

「お騒がせしましたー」「さっしたー」

　業者のような口ぶりで、ジビアとモニカがリリィを引き摺ずっていった。

「リリィ、訓練を続けんぞ。あたしらの仕事は体力勝負なんだ」

「嫌ですっ！　わたしはもっと頭脳的なスパイを目指し──」

「そういうのは、別の班のお仕事。ボクらは身体を張ってなんぼだよ」

　荷物のように連行されるリリィを見て、この三人の共通点を思い出す。

　実行班──チームの最前線で任務を成功させる『灯』の実働部隊。

　士気はかなり高いようだ。







　ティアが屋内に戻ると、今度は食堂から声が聞こえてきた。さっきの断末魔の声と違い、和わ気き藹あい々あいとした楽し気な声である。

　様子をうかがう。

　中央では、茶髪の少女が本を片手に「では、百問目っす」と声をあげている。

　サラだ。コードネームは『草そう原げん』。癖ッ毛と小動物のようなクリクリとした瞳が可愛かわいらしい少女だ。普段は気弱な表情を浮かべているが、今は朗らかな顔である。

　こほんと咳せき払ばらいし、サラは声を張り上げた。

「最後の難問っすよ？　ミータリオ駅の南西には、四十七階建てのウェストポートビルがあり、その八階には屋上庭園があります。庭園北端のベンチに座るターゲットを狙撃できるポイントを一分以内に全て挙げてください」

　すると、サラの前に座る二人の少女が同時に動き出した。

　テーブルに広げられた資料を速読していく。分厚い本を何冊も同時に捲めくり、メモに鉛筆で記入していく。

　回答が早かったのは、金髪の少女だった。

「五つなの！　ライメント音楽ホール、ナイウェンゲートタワー。その隣の建設途中のビルからも可能なの。最新のスナイパーライフルなら、ミータリオホテルからも。潜入さえできれば、芸術ホールの管理室からも狙えるの！」

『愚ぐ人じん』ことエルナだ。透き通るような白い肌を持つ、まるで人形のような子だ。

　彼女は難問を回答し、ふふん、と誇らしげに胸を張った。

　出題者のサラが満足げに頷うなずいた。

「さすがっす。正解で──」

「俺様、もう一個見つけましたっ」

　サラの言葉に割って入ったのは、灰はい桃もも髪がみの少女。『忘ぼう我が』ことアネット。乱雑に縛りあげた髪、大きな眼帯と、かなり奇抜な見た目をしている。

「来週は、コペック西広場でサーカスが滞在しています。テントの上から狙えますっ」

「のっ？」

　エルナが面めん喰くらったように目を丸くする。それから慌てて資料を読み始めた。

「ふ、不可能なのっ。庭園まで高さが足りてないの」

「でも、ターゲットが北端のベンチにいるなら狙えますっ」

「サーカスのテントの上から狙うスナイパーなんていないの！」

「俺様、常識に捉われるのはダメだと思いますっ」

「の、のぉっ!?」

　エルナとアネットが睨み合いを始める。このままでは、取っ組み合いのケンカを始めるような勢いだったが──。

　パンパンとサラが手を打った。

「大丈夫。どっちも正解っすよ。二人とも百点満点っす。ご褒ほう美びのおやつにしましょう」

　するとエルナとアネットは途端に表情を和らげる。

「のっ」「分かりましたっ」と嬉うれしそうに頷き、二人は仲良くキッチンに向かった。

　そこでサラは初めてティアの存在に気づいたように、あ、と声をあげた。

「ティア先輩、見てらしたんすか？」

「え、えぇ……凄すごかったわね」

「はい。お二人、超優秀っすよ。かなりの難問だったのに全問正解したっす」

　さすがというところだろう。

　エルナとアネットの二人は能力的な問題ではなく、壊滅的な対人能力の欠落ゆえに養成学校で落ちこぼれた存在だ。元々これだけのポテンシャルは秘めているか。

　サラが恥ずかしそうに肩を落とす。

「しょ、正直、自分よりもずっと頼れるっすよねぇ……哀かなしいっす……」

「いや……あの二人をコントロールするアナタが一番凄いから」

「？」

　二人を手て懐なずけることに苦労したティアから見れば、尊敬の念しかない。

　やはり彼女たちは三人揃そろうと、一気にまとまるようだ。

　特殊班──変幻自在の特技でチームを補助する支援部隊。

　彼女たちも任務に向けて、勇んでいるようだ。







　仲間の様子を確認し、ティアが次に向かったのは広間だ。

　黒板の一面には、今回の任務地であるミータリオの地図が張り付けられている。その地図の上に、細かいメモが磁石で留められていた。

　黒板の前には、赤髪の少女が立っている。四肢が細く、まるでガラス細工のような儚はかなげな雰囲気を纏まとっている。コードネーム『愛娘まなむすめ』ことグレーテだ。

「仲間の様子を見てきたわ」とティアは声をかける。「みんな、絶好調よ。問題が無さすぎて困るくらい」

「……重ちょう畳じょうです。ありがとうございました。皆さんの心の状態を確かめるには、ティアさんが一番でしたから」

　とても落ち着いた声でグレーテは微笑ほほえみかけてくれる。

　彼女が、ティアの相棒だ。

　情報班──作戦の立案や指揮を行う後方部隊。ティアとグレーテの担になう役割だ。

「とても良い感じね。不思議なくらい張り切ってるわ」

「それはそうでしょう……久しぶりの全員集合ですからね」

　ティアは頷いた。

　八人が集まった──それが高い士気の理由だろう。生物兵器奪還の任務以降、チームは二つに分かれて行動していた。過酷な任務とトラブルが続き、幾度も別行動中の仲間を恋しく感じた。それはメンバー全員が共通しているようだ。

　そして次の任務に絡からむのは『蛇』という不気味な相手。

『灯』の前身である『焰ほむら』を壊滅させた謎の機関──。

　未知の強敵に対し、闘争心と緊張感が良い具合にブレンドしている。

　チームは間違いなく良い状態だ。

（そう……みんな、やる気に満ちている。ただ一人を除いて──）

　ティアは胸に針が刺さったような痛みを感じる。

「──ティアさん？」

　するとグレーテに名前を呼ばれた。

　ハッとする。話を聞いていなかった。

「え？　なに？　ごめん、グレーテ。少しボーッとしていたわ」

「……大丈夫ですか？　ここ数日、体調が優れないようです……少し休まれては……」

「う、ううん。大丈夫。なんでもないわ」

「無理をなさらないでください……今回、指揮を執るのは、ティアさんですので……」

　その言葉に、また胸がチクリと痛くなる。

　──指揮官。それがティアに任された役割だ。

　集められた情報をグレーテと共に精査し、仲間に仕事を割り振らなくてはならない。任務の成否を決める大きな責任を負う。

（けど、私は──）

　身体がすっと冷える感覚がした。

「ティア」

　その時、背後から声がかけられた。

　振り返ると、長身長髪の美しい男性が立っていた。『灯』のボス、クラウスだ。

「出かける準備をしてくれないか？　お前に見せたいものがある」




　　　　◇◇◇




　クラウスに連れられるがままに、ティアが向かったのは首都にある行政区だ。

　駅に近い場所に、内閣府や外務省が立ち並ぶ一角がある。一部の飲食店や銀行、郵便局を除けば、国が管轄する施設が並んでいる。堅苦しい雰囲気を纏うスーツ姿の官僚が忙せわしなく行き来していた。

　行政区のビル群には、接点がない部局がいくつもあった。どこかの下部組織なのだろう。「建設局道路建設部」「法務部司法行政部」と言われても、いまいちピンとこない。

　クラウスが立ち止まったのは「内閣府世界経済研究所」。三階建ての小さなビルだ。

　一見、自分たちとは無関係の施設に見えるが──。

「対外情報室が所有する建物の一つだ」

　とクラウスが告げ、中に入る。受付に「４４４号室で待ち合わせだ」と伝えると、差し出された鍵を受け取り、照明が乏しい廊下を進んだ。

　大理石の床がカツカツと音を立てている。

「ねぇ、先生」ティアは尋ねた。「ここは何なの？　そろそろ教えてくれないかしら」

「一言で言えば、監獄だ」

　クラウスは短く答えた。

「対外情報室が捕縛したスパイは、ここに収容される」

　鳴り響いていた足音が変化する。空洞があるようだ。クラウスが数度、一定のリズムで足を鳴らすと、床がズレて隠し階段が現れた。

「お前は会っておく必要があると思ってな」

　階段を降りるクラウスに続き、ティアもまた息を吞のみ、足を踏み出した。ティアが地下に降りると、どういう原理なのか、出入口は塞がれた。

　内部は思いの外、近代的な造りだった。窓がないことを除けば、そこらの施設と変わりない。ワインレッドの絨じゅう毯たんが敷かれ、照明が爛らん々らんと照らす廊下が伸びている。

　いくつかの独房のそばを通り抜けたが、中は見られなかった。時折、内部からすすり泣く声や叫ぶ声だけが聞こえてくる。

　ティアはつい呼吸を止めていた。

　──世界は痛みに満ちている。

　正しいか、間違っているかの問題ではない。ただ、ここは残酷な世界なのだ。

　クラウスは一つの部屋の前で立ち止まり、躊ちゅう躇ちょなく鍵を開けた。ガコン、と大きな音が鳴り、扉が開かれる。

　中はまさに独房だ。ベッドとトイレしかない空間。

　ティアは一瞬、誘拐された過去を思い出し、息を吞む。あまり長居はしたくない。

　ベッドの上には、一人の男が座っていた。

「やぁ、燎かがり火び。まさかキミの方から来てくれるなんて」

「えっ──」ティアは目を見開いた。

　男の存在は知っていた。つい先日相対したのだ。命を奪い合う敵として。

　ガルガド帝国のスパイ。冷酷無比の暗殺者。

　共和国が付けた名は──『屍しかばね』。

「会いたかったよ。弱い奴に来られたら殺しちゃうとこだった」

　男は突き出た眼めで、クラウスを睨にらんでいる。

　元々、不気味なほどに瘦せていた男だったが、囚人生活のせいか、より一層肉が削そげ落ちている。骨と皮だけで生きているのかと思えるほどだ。

「『屍』……いや、帝国では『潭たん水すい』という名だったな」

「ローランドでいい」彼は笑う。「今後はそう呼んでくれ。それが慣れている」

「……まぁ、『お前』でいいか」

「つれないね。殺し合った仲なのに」

　男──ローランドはにやりと笑みを浮かべた。

　機嫌が良さそうな相手とは対照的に、クラウスの表情は硬かった。

「お前は、ここの拷問官を二人も半殺しにしたな。意味もなく」

「緩い拘束だったからね。隙だらけだった」悪びれる様子もなくローランドは言う。「それに、無意味でもないさ」

「なぜ？」

「キミが直接、来てくれた」

　ローランドが立ち上がる。自身の爪を嚙かみ始め、その切っ先をナイフのように尖とがらせた。

「ねぇ、燎火。今度こそ一対一で殺し合おう。もう油断はしない」

「そんな暇はない」クラウスの返事はにべもない。

「あぁ、そう？　なら──」

　ローランドは口角を上げた。

「──今から、その女を殺すよ」

　彼の身体からだが突如、浮き上がった。そう感じられるほどに、無駄のない跳躍だ。瘦せた肉体のどこにそんな筋肉があるのか。彼は壁を蹴り勢いをつけ、クラウスを飛び越えて、ティアの喉に腕を伸ばす。そのスピードはもはや人間離れしている。

　尖った爪先が、ティアの頸けい動どう脈みゃくに触れようとした時──ローランドの身体が停止した。

　クラウスの拳が彼の鳩尾みぞおちに突き刺さっていた。

　一瞬の硬直の後、彼の肉体は轟ごう音おんと共に壁へ叩たたきつけられる。

「お遊びにもならないな」

　クラウスが拳を払う。

　ティアが反応できない格闘が行われ、決着がついたらしい。クラウスの圧勝で。

「ローランド、お前は既に敗北しているんだ。ただ情報を吐けばいい」
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「ぐ……っ」

「『蛇』の一人は合衆国のミータリオに潜伏し、トルファ経済会議に関与している。それで間違いないんだな？」

　ローランドは床で呻うめいている。

　やがて情けない声が聞こえてきた。

「……あぁ、俺はその手伝いをしていた」

「詳しい潜伏場所と、相手の特徴は？」

「何度も伝えているはずだろう？」ローランドが歯を食いしばり、睨む。「俺を外に出せ。そうすれば教えてやる」

「そんな都合のいい話が、お前にあるとでも？」

　クラウスは冷徹な瞳をしていた。

　いまだ苦しそうなローランドは唾を吐き、ため息と共にベッドに腰をかけた。ベッド脇に置かれたグラスで水を飲む。その中身が空になる頃には、彼は余裕を取り戻していた。

「だが、どうする？　情報もなく挑む気か？」

「お前に心配される謂いわれはないな」

「残念だが、俺には拷問も自白剤も通じない。そして仮に情報なく挑めば──」

　ローランドは嘲るように口元を歪ゆがめた。




「キミたちは『紫むらさき蟻あり』に虐ぎゃく殺さつされる」




『紫蟻』──それがミータリオに潜む『蛇』のメンバーのようだ。

　だが、コードネームだけ知らされても、対策の立てようもない。

　クラウスにとっては既知の内容らしく、表情は変わらない。冷たい目つきのまま「くだらない脅しだな」と声を発する。

「脅しじゃないさ」ローランドは得意げだった。「実際、キミの仲間は『蛇』に殺されたんだろう？　キミの国には心臓が抉えぐられた遺体が差出人不明で届けられたはずだ」

「…………」

「予言する。キミはまた仲間を失うんだ」

　力強い声だった。まるで裏打ちされた根拠があるように。

　心が惑い、不安に駆られる。話を聞いてみよう、という言葉を吐きたい衝動に駆られる。　甘い誘惑だった、なおそれこそが相手の狙いと理解しても。

　だがクラウスに動じる様子はなかった。

「これ以上話しても無駄だな」と声をかけ、踵きびすを返した。

　苛いら立だちを込めた舌打ちが、ローランドから聞こえてくる。

　二人のやり取りを不思議な心地で見つめ、ティアもまた独房の外へ足を向けた。できれば一秒でも早く離れたい空間だ。

「そうか、燎火。なら代わり一つだけ教えてあげるよ」

　すると背後から低い声をかけられた。

「そこの黒髪のガキはチームから外した方がいい」

「っ！」

　思わずティアは足を止める。

　ローランドは嘲るような笑みを覗のぞかせていた。

「以前、俺と闘った時、コイツは何もできなかったよ。ガタガタ怯おびえて、ただ逃げるだけ。足あし手で纏まといになる前に、追い出した方がいい」

　身体がカッと熱くなる。

　紛れもない事実だった。以前、彼と対たい峙じした時、ティアは震えるしかできなかった。仲間のモニカは立ち向かえていたにも拘かかわらず完全に心が屈してしまったのだ。

　今すぐにでも逃げ出したくなるが──。

「そうだ。僕からも尋ねたいことが一つあった」

　クラウスは冷たい瞳のまま振り返った。

「なぜ、お前は僕をライバル視していたんだ？　お前ほどの弱者が」

「……っ」

　次はローランドの顔に動揺が浮かんだ。

「『運命の相手』だの『生涯のライバル』だの、恥ずかしい勘違いだったな。どんなデマを信じたんだ？　身の程を知れ──今のお前は既にスパイとして終わっている」

　情け容赦ない言葉をかけ、クラウスは独房から退出する。

　ティアは去り際、ローランドを一いち瞥べつする。

　彼は顔を真っ赤にさせ、悔しそうに壁を叩いていた。







　地下から出ると、クラウスが声をかけてきた。

「すまなかったな」

　珍しい謝罪だった。

「任務の指揮を執るお前には、情報源と引き合わせた方がいいと判断した。危険な目に遭わせる気はなかったし、アイツがくだらない挑発を浴びせてくるとも思わなかった」

「いえ、先生は悪くないわ……」

　ティアが首を横に振る。

　彼の意図は分かる。任務の発端は『屍』ことローランドの証言だ。その確認にティアを立ち会わせてくれた配慮は嬉うれしい。

　だが──もう限界だった。

　心が悲鳴を上げている。

「先生」背中を呼び止める。「ローランドの言葉は事実よ。私は怯えるだけだった」

「そうか」

「本当に私が指揮官でいいの？」

　あまりに情けない弱音だ。自覚はある。それでも尋ねたかった。

　仲間の命を懸け、指示を送る──そんな大役の責任に、心が潰れかけていた。

　薄暗い照明のせいで、クラウスの表情は見えない。失望の目をしているだろうか。

　ぐっと胸を押さえ、伝える。

「私は……以前、敵のスパイの逃亡を手伝った」

「…………」

「わざとよ。私が仲間に指示を出して、敵を助けてしまったの」

　クラウスは知っていたように「そうか」と頷うなずいた。

　それは、数日前に起きた事件だ。

　マティルダ──アネットの母を名乗る人物と出会い、彼女が敵のスパイと判明した時、ティアは彼女を逃がす決断をした。反対する仲間を説得し、自身の正義を押し通した。

　しかし、それは敵の策略だった可能性が高い。

　──『ティアさん、雑ざ魚こすぎますよ』

　そう嘲笑するマティルダの瞳が忘れられない。

「自覚したわ……私は、敵に甘すぎる」

　原因は憧れる人物の言葉だ。

『紅こう炉ろ』と呼ばれるスパイが、ティアに残した言葉である。

　──『アナタは、ヒーローを目指しなさい』

　ティアがスパイを志した理由そのものが、今や呪縛のように感じられる。

　自国民を救うスパイを超えた、敵さえも助けられるヒーロー。その理想が夢物語だと突きつけられた。自分の甘い思想では、仲間を窮地に追いやるだけだ。

「私は指揮に向いていない。以前のように、指揮は先生が担になうべきよ」

　どう考えても荷が重すぎる。

　そもそも最初の不可能任務では、クラウスが指揮を執っていたではないか。立案や情報伝達は少女が担ったが、最終的な意思決定は彼が担ってくれた。今回も彼が行えばいい。

　しかし、クラウスは息をついた。

「その提案は受け入れられないな」

「なんでよ……っ？」

「敵の情報が少なすぎる。ほとんど情報がない中、手探りで敵を捕捉しなくてはならない。危険が伴う最前線は、僕が立つ必要がある」

「……っ」

　冷静な判断に、ティアは何も言い返せなかった。

　彼の言う通り、前回までの敵は、事前に情報を得ることができた。敵がクラウスの師匠だったり、あるいは、同胞の犠牲により情報が得られたりした。対策をたてられた。

　だが、今回は違う。

　命の危険を晒さらして、情報を得る役目をクラウス以外に誰が担える？

「あまり思い詰めすぎるな」

　彼が優しい声をかけてくれた。

「前も言ったように、メンバーのズレが組織を強くする。冷酷さがチームを救う時もあれば、お前の甘さがチームを救う時も来る」

　──それはいつ訪れる？

　──それまで何度傷つけばいい？

　──お気楽の姿勢のせいで、仲間を失うかもしれないのに？

　幼子のように質問をぶつけたくなる。だが、クラウスは既にビルを出て、タクシーを呼び止めていた。もう任務の話はできない。

　後部座席に二人が乗り込むと、すぐにタクシーは動き始めた。

「駅に着いたら、ランチでもどうだ？　気分転換でもしよう」

　いつになくクラウスが優しかった。

　普段は自分に対し、冷たい態度を見せることが多い。時にはもはや嫌けん悪おさえ滲にじませるのだが、その声には労いたわりが感じられた。

「先生……私を慰めてくれるの？」

　思わず声が漏れていた。

「こんなダメダメな私も見放さないの……？」

　クラウスが「あぁ」と即答した。

「構わないさ。部下の心のケアも僕の仕事だか──」

　ティアはクラウスの腕を摑つかんだ。

「ありがとう。早くホテルで私を抱いて」

「タクシーで突然何を言い出しているんだ？」

　途端に声が冷え切った。

　裏切られた心地になって、ティアは睨にらみつける。

「酷ひどいわねっ。慰めてくれるって言ったじゃないっ！」

「美味おいしいレストランを紹介するだけだ」

「安心して。ホテルにはグレーテも呼ぶから」

「地獄を生み出すな」

　クラウスが額を押さえて「……お前はたまにリリィ以上に面倒くさいな」と呟つぶやいた。酷い発言だったし、『リリィ＝面倒くさい』という前提含めて暴言である。

　しかしティアも引けない。

（鬱屈した感情を晴らす手段を、他に知らないのよ……）

　慰めてくれると同意した以上、責任を取ってもらわなければ。

　たかが優しい言葉で納得できるものか。

「ドライバーさん、右に曲がってくださる？　ずっと行きたかったホテルがあるのよ。部屋にウォータースライダーがあるらしいわ」

　後部座席から運転手に声をかける。

　嫌そうな顔をするクラウスは気にしない。

　しかし、ティアが曲がりたかった交差点を、タクシーは通過してしまう。

「あ、もう少し早く指示を出すべきでしたね」

　気を取り直して、ティアは改めて声をかけた。

「なら次の角を右に曲がってください。この辺りで一番高級なホテルがあるわ。お風ふ呂ろがとっても大きくて七色に光るの」

　クラウスが「詳しすぎる」とツッコミを入れてくるが、やはり無視する。このままタクシーごとチェックインしてしまえばいい。逃がすものか。

　──しかしタクシーは再び、交差点を通過した。

　ん、とさすがにティアも不審に思った。

　なぜ、この運転手はひたすら直進を続けるのか？　さっきからスピードが速い？

「あ、あの、お客様」

　運転席に目を向けると、顔を真っ青にした女性ドライバーが見えた。大人しそうな顔の三十代半ばの女性だ。

「すみません。さ、さっきから、この車の調子がおかしいんです」

　彼女の声は震えあがっていた。

　恐怖に染めあがった表情で告げてくる。

「時速六十キロのまま、スピードが落ちません」




　　　　◇◇◇




　ティアが啞あ然ぜんとする一方、クラウスの判断は早かった。

「失礼する」と小さく呟くと、女性ドライバーの襟えり首くびを摑み、後部座席に引っ張り上げる。そのまま入れ替わるように運転席に飛び乗った。

　ハンドルを握りしめ、素早くタクシーの調子を確かめる。

「ブレーキは効かず、アクセルを踏まなくても直進、サイドブレーキも無意味……ただの故障とは違うな」

　クラウスは一度助手席に視線を送ると、バックミラー越しに女性を見つめた。

「ここ最近、何か日常でおかしな点は？」

「おかしな点、ですか？」女性は目を逸そらす。「それは、なんというか……」

「察したよ。何者かに弱味を握られた。それを元に脅迫されている。違うか？」

「な、なぜ分かったんですかっ？」

「なんとなくだ。いいから早く教えてくれ」

　女性は戸惑うように目を泳がせていたが、やがて小さな声で語り出した。

「お、横領です。事務所の金庫から時々お金を持ち出していたんですが、最近、顎あご鬚ひげを生やした男に『お前の罪を知っている』と告げられ、逆らえなくなり……」

「逆らえなくなり？」

「アナタたちをタクシーに乗せろ、と指示されました」

　まんまと敵の計画に乗せられたようだ。

　クラウスは「なるほどな」と短く頷いた。

「実態は察したよ。僕たちの事態に巻き込んだことは申し訳ないが、もとを正せば、アナタの身から出た錆さびだ。反省すべきだろうな」

「はい……」

　クラウスは片手でハンドルを握ったまま、タクシーに備え付けられたメモ用紙を走り書きし、女性に差し出した。

「後でここに電話するといい。迷惑料くらいは支払おう。これに懲りたら足を洗え」

「ア、アナタたちは何者ですか……？」

「詮索しないことだ。目を閉じ、耳を塞げ。悪いようにはしない」

　女性はメモを受け取ると、クラウスに言われるがままに両手で耳を塞ぎ、顔を伏せた。

　その間も、タクシーは六十キロの速度で街を走り続けている。曲がるのは困難だろう。今は直進できるが、いずれ赤信号とぶつかるはずだ。普通ならば事故は必至。全てはクラウスのドライビングテクニックに懸かっている。

　身に迫る危機にティアは悲鳴をあげた。

「せ、先生、これはなにっ？　一体なにが──」

「気配を消すのが上手うまくなったな」

　クラウスはポンと助手席を叩たたいた。

「──アネット、お前の仕業だろう？」

　すると助手席のシートが膨らみ始め、シートの底を食い破るように少女の頭が飛び出してきた。

「俺様っ、見つかっちゃいましたっ」

　アネットである。

　まるでシートから首が生えたみたいに、アネットの頭だけが突き出ている。どんな大改造をタクシーに施したのか。

「ど、どうしてっ？」

「俺様、リリィの姉貴から伝言を預かっていますっ」

　首だけのアネットが告げる。

「『先生、このタクシーを停止して欲しければ、負けを認めてください』」

　それを聞いて、ティアもようやく事態を把握する。

　訓練だ。少女たちが常に取り組んでいる──クラウスに「降参」を言わせる勝負。

　リリィの提案に、クラウスは「あり得ないな」と口にする。

「『おそらく断られると思いますので、ゆっくり説明しますと、まぁ、いつもの奴です。でも、今回は普段よりも念入りですよ？　大きな任務直前に、本気の本気の襲撃です！　国内の任務で成長したわたしたちの実力を味わってください！』」

　そこで伝言が終わったのか、アネットは口を閉ざした。

　説明を終えると、クラウスは機嫌良さそうに、

「──極上だ」

　と呟いた。

　赤信号の交差点に突っ込んでいき、クラクションを鳴らされながら大通りを突き進む。一つ間違えれば大事故だが、彼に恐れる素振りはない。

「そうだな、僕も成長を確かめたかったところだ。いいだろう」

　どことなく楽しそうに見える。

　俄が然ぜん乗り気のようだ。ティアとしては、今すぐ降参宣言をしてほしいのだが。

　すると、アネットがもぞもぞと動いて、助手席のシートから全身を脱出させた。その背には巨大なバッグを背負っている。形状を見るに、エアバッグのようだ。

　彼女は後部座席に向かい、女性ドライバーの襟首を摑んだ。

「では、俺様はこれでっ！」

　ドライバーと共に、タクシーから脱出するらしい。

「え、アネット、私はっ？」

　慌てて尋ねると、元気よく「エアバッグの定員オーバーですっ」と答えが返ってきた。

「ティアの姉貴は人質ですっ。兄貴の足を引っ張ってくださいっ」

「え…………」

「俺様、ぴょーんと行きますっ」

　アネットが手に握ったリモコンを操作すると、タクシーの扉が開け放たれる。そして、激走するタクシーから、女性ドライバーと共に飛び出していった。途中エアバッグが開き、二人は大きく弾み、歩道に転がっていく。

　暴走タクシーには、ティアとクラウスだけが取り残された。

　ティアは状況を把握する。

　──仲間の襲撃で、なぜか命の危機に晒さらされている！

「なんだか、とんでもなく損な役回りなんだけどっ？」

　慌ててシートベルトをつけ、大きく叫ぶ。

「せ、先生、今すぐ停車してっ！　どうせ、できるでしょっ？」

「可能だが、停車直後に隙ができてしまうな」

　クラウスは落ち着いていた。

「アネットのことだ。停車したら即爆破させる準備くらい整えているだろう」

「今すぐ降りたいっ！」

「一旦、街から離れる。発信機の電波が通じない場所で停車するさ」

　そこでクラウスが突然にハンドルを切った。

　猛スピードで進んでいた車は道路を横に滑っていく。一旦減速するが、すぐにアクセルがかかり、また急発進した。

　ギリギリ左折には成功したらしい。

　トラックに踏み潰される寸前で、タクシーは速度をあげ、山の方角に向かっていく。

　クラウスは曲がり方を習得したらしく、軽く頷うなずいている。さすがのテクニックだ。

「……妙だな」

　クラウスが呟つぶやいた。

「なぜ六十キロなんだ？　もう少し速くても別に問題はないのだがな」

「問題だらけに思えるけど……」

「簡単に左折ができる」

「先生ならね」

　だが、挙げられた疑問はもっともだ。

　クラウスを本気で嵌はめたいのなら、二百キロは必要だろう。多分。

「さすがに本気で事故を起こされても困るから、速度は抑えたのかしら？」

「なるほどな。他の可能性は？」

「そうね、先生を怪け我がさせないという温情とか？」

「温情なんてものがアイツらにあるか？」

「…………」

　なかった。

　クラウスに好意を抱くグレーテでさえ、訓練にかけては一切の容赦をしない。勝利してボスを休ませるのだ、と真剣に語っていた。

　別の意図があるのだろうか。

　その狙いは、タクシーが街を抜け、山道に入り始めた時に判明した。

「鳥か」

　ぼそりとクラウスが呟いた。

　その言葉にティアが窓から顔を出すと、一羽の太った鳩はとが上空を飛んでいることに気が付いた。ちょうど真上を飛んでいる。中々気づけなかった。車の構造上、車内の人間は真上を見られないのだ。

「発信機など関係なかったな。サラのペットがタクシーを追っている訳か」

「そうか。六十キロは鳩が追える速度……」

　鳩を目印にして、他の仲間はクラウスの位置を捕捉しているのだ。巧みなやり方だ。

　その時、民家の屋根に立つサラの姿が見えた。運転席に座るクラウスに向かって、ニッコリと笑いかけてくる。

　──自分が追跡しているっすよ。逃がさないっす。

　そう口元が動いた。誇らしげに。

　鷹たかのバーナードの姿が見えないのは、怪我の療養中のためか。

　次第に車は山道に入る。しかし、鳩は懸命に追いかけているようだ。中々の体力と速度だ。本来は伝でん書しょ鳩ばとだと聞いていたが、先輩であるバーナードの代役として、仕事をこなしているらしい。エイデンという名前だったか。

「ここからは読み合いになるな」

　周囲に人影がなくなると、クラウスが発言した。

「どこで停車するか。向こうは僕たちの居場所を知っている。先回りして、停車の隙を一斉に襲撃してくるだろう」

「あ、安全な場所でお願いしたいわね」

「少し進んだところで、大きなカーブと林がある。そこまで辿り着ければ、カーブを利用してスピンしつつ、木とぶつかり停車できるが──」

「全然、安全じゃないっ！」

「問題はアイツだろうな」

　気づけば、周囲は木々に囲まれた山道となっている。常緑樹が道の左右に生い茂り、一車線しかない道だ。視界が悪い。

　車のスピードは依然として落ちず、六十キロ。

　さすがに、このスピードのまま道脇の木々に突っ込み、停車するのは不可能か。クラウスの言う通り、道幅が広がるカーブまで辿たどり着く必要がありそうだ。

　すると、クラウスが眉をひそめた。

「やはり来たか──ティア。五秒後、後部座席の右側から飛び出すぞ」

「はっ？」

「隙が多いが仕方がない。このタクシーは横転する」

　唐突な宣言だった。

　事態を飲み込めないまま、その光景が訪れる。

「事故寸前の死線に身を飛び出せるのは、アイツくらいのものだ」

　道の真ん中に、すっと、まるで幽霊が現れるように──エルナが現れた。

「不幸……」彼女の唇が怪しく動く。

　まるで死神だ。

　クラウスが即座にハンドルを切る。急激な方向転換に耐えきれず車が大きく左に傾いた。エルナの頭部のすぐ横を車のタイヤが通過していく。

　事故が発生するギリギリを見計らって、道路に立ったらしい。こんな手段、常に事故と隣り合わせで生きてきた彼女にしかできない。

　タクシーが横転する寸前で、ティアの身体からだはクラウスに抱きかかえられた。左に傾く車内を上に駆け上がるように、右の後部座席の扉から脱出する。

　二人が脱出した直後、車は横転する。

　クラウスに抱かれたまま、ティアは地面に墜落する。落下の衝撃はうまくクラウスが抑えてくれた。地面を何度か転がり、受け身を取る。無傷で車から脱出するクラウスはさすがとしか言いようがない。

　だが、相手はその隙を逃がさなかった。

「ここでお出ましか」

　そうクラウスが口にしたタイミングで、

「お覚悟ですっ」

　林の陰からまず、リリィが飛び出してきた。手に拳銃を構えながら、クラウスに近づいていく。彼女は躊ちゅう躇ちょなく発砲した。

　銃弾はクラウスが即座に構えたナイフで弾はじかれる。

　ここまでは前提だろう。銃を牽けん制せいにクラウスとの距離を詰めるため。リリィの狙いは、クラウスと接近した時に明かされた。

　──胸元から煙幕が噴出される。

　クラウスは即座に後退して、煙から逃れた。一足遅れてティアもまた煙幕を避けようとするが、軽く煙を吸い込んでしまった。身体が痺しびれだす。ただの煙幕ではない。リリィ特製の毒煙幕だ。

　ティアは地面に倒れ、見ているだけしかできない。

　煙幕の中を食い破るようにし、ジビアが飛び出してくる。

　不敵な笑みを見せ、クラウスの頭に向け、豪快なハイキックを繰り出した。

「怪我は全治したようだな」

　蹴りを受け止め、クラウスが頷いた。

「なら、少し手荒くやろうか」

「はっ、かかってき──」

　ジビアの言葉が途中で切れる。

　クラウスの素早い肘鉄が、ジビアの脇腹に入っていた。だが、ジビアも反応していた。腕でガードしている。格闘の達人の攻撃を凌しのいでみせた。

　だが、抵抗できたのは数瞬だけだ。

　次にクラウスの掌底がジビアの顎に入り、彼女は大きく後ろにふっ飛ばされる。

　やはり格闘では、ジビアには分が悪いように見えたが──。

「けどっ」ジビアの唇には笑みがあった。「──もう盗んだ」

　彼女の右手にあったのは、クラウスのナイフ。

　ジビアは地面に倒れながら、口にする。

「行けっ、ウチのエース！」

「どうも」と軽薄な言葉と共に、再び煙の中から飛び出してきたのは、モニカ。

　至近距離でクラウスを狙撃する。

　もうクラウスには銃弾を弾く武器は残されていない。身を捩よじって回避する。そして、その回転する勢いを殺さないまま、モニカに回し蹴りを放った。

「っ！」モニカが呻うめく。

「少々遅いな」クラウスが呟く。

　ティアは、目の前で行われる高度な攻防に愕がく然ぜんとしていた。

　リリィ、ジビア、モニカはかつてないほど完璧なコンビネーションを見せていた。少しタイミングを間違えれば、ジビアとモニカは毒煙幕を吸い込んでいただろう。だが、毒煙幕を恐れて躊躇すれば、クラウスに身構える猶予を与えてしまう。

　実行班の連携は、ずっと成長している。

　しかし、いまだクラウスには届かない。

「三人の波状攻撃でも勝てないなんて……っ」

　ティアが呻く。

「違うね、四人がかりだ」

　すると──不遜な声が聞こえた。

　煙幕から新たな人影が飛び出してくる。

「隙を見せたね。クラウスさん」

　突如、クラウスの背後から現れたのは──二人目のモニカ。

　完全に背後を取った。

　最初に現れたモニカとは比べ物にならない速さで、クラウスの背中に出現する。そして、彼の左肩に拳銃を突きつけた。彼女が愛用する回転式拳銃だ。

　時が止まったように感じられた。

　チェックメイトだ。

　クラウスが両手を上げ、身体の動きを止める。その背後では、モニカが引き金に指をかけている。

「終わりだよ」とモニカが告げた。

「………………」

　クラウスは沈黙している。

　ティアは目の前の光景が信じられなかった。モニカの銃はピッタリと、クラウスの身体についている。一歩でも動けば撃つ、と警告するように。

　現実と認めるしかない。

（とうとう勝っちゃったの……？　あの先生に……っ？）

　目を見開いた。

　百を超えるような回数、クラウスに挑み続けてきた。だが、これほどまでにクラウスを追い詰めているのは、初めてだ。

　風が流れ、道路に張られた煙幕が晴れる。

　いつの間にか『灯』のメンバー全員が集合していた。

　アネット、サラ、エルナ、リリィ、ジビア、モニカ、そして、二人目のモニカが、クラウスに拳銃を向け、固唾を吞のんでいた。

「なるほど」クラウスが頷うなずいた。「最初に姿を見せたモニカは、グレーテの変装か」

「はい……」

　そして、一人目のモニカが自身の顔に触れ、そのマスクを剝いだ。

『灯』の参謀にして変装の達人、グレーテの顔が現れる。

「……想定通りです。ボスといえど、モニカさんには警戒を怠らないはず。隙を作ってくれると思いました」

　全ては計画通りらしい。

　ここまでの展開を読み切れるのは、グレーテ以外ありえない。

　完璧なチームワークだった。タクシードライバーを脅迫したのはグレーテだろう。情報班の彼女が中心になり、チームは動いた。工作を積み重ね、特殊班はクラウスを罠わなに追い込んだ。そして、その罠にタイミングを合わせて実行班の三人が動いた。

　──国内の任務を経て、鍛錬を重ねた彼女たちの姿だ。

「さぁ、クラウスさん。そろそろ時間だよ」

　モニカがサディスティックな笑みを浮かべる。

「『降参』って宣言しなよ？　早くしないと、うっかり発砲しちゃうかも」

「…………」

　クラウスはさっきから口を閉ざしている。

　抵抗するような素振りを見せない。仮に動いても、モニカの銃の方が早いはずだ。彼は完全に詰んでいる。

　彼は大きく息を吐いた。

「──極上だ」

　そして上げた手を下ろし、手を叩たたいた。穏やかに目を細めている。皮肉でも嫌味でもない、紛れもない賞賛の拍手だった。

「見事だ。一応忠告しておくと、一流のスパイならば、この状況でも怪け我が覚悟で抵抗を始めるだろう。もちろん、今の僕は怪我を負う訳にはいかない。抵抗は諦めるさ」

「──っ！」

　彼の言葉に、少女たちも驚いたようだ。

　普段は、追い詰めたと思った瞬間にクラウスのスパイ技術で逆転される。しかし、今回のクラウスは全く動かない。

　彼の顔はいつになく嬉うれしそうに見えた。

「よくここまで強くなった。やはりお前たちは無限の才能を秘めている」

　クラウスは穏やかな視線を投げる。

「まずアネット。車の工作も素晴らしいが、なにより気配なく車内に潜り込む技術が素晴らしい。その常人とは異なる感覚でチームを助けてくれ」

「俺様、兄貴の命令なら従ってやりますっ」

　アネットが嬉しそうに返事をして、飛び跳ねた。

「次にサラ。動物と連携する技術はさすがだな。お前はもう少し自信をもっていい。その技術だけでなく、アクが強いメンバーの中で、お前の優しさは紛れもない長所だ」

「や、やってみるっす」

　サラが緊張した顔で答える。

「そしてエルナ。お前の特技はかなり特殊なものだ。お前ほど敵を翻弄できる者はいない。今後も多くの困難が付きまとうだろうが、乗り越えてほしい」

「せんせいが一緒なら、まったく構わないの」

　エルナが澄ました顔で答える。

　小さな少女たちに声をかけ、クラウスは次に実行班のメンバーに目を向けた。

「リリィ、ジビア、モニカ。お前たちはチームの要だ。危険に飛び込むお前たちの勇敢な姿がメンバーの心を支える。調子に乗りすぎるのが玉に瑕きずだが、お前たちはそれくらいの精神状態が一番力を発揮するだろう」

「はい、天才リリィちゃんに任せてください」とリリィが胸を張り、

「おぅ、もっと期待してくれよ」とジビアが答える。

　そしてモニカが「このバカ二人と一緒に括くくらないで」と不機嫌そうに呟つぶやいた。

　クラウスは、次の少女に視線を移す。

「そして、グレーテ。お前に関しては──」

「いえ、みなまで言わずとも、ボスの想おもいは伝わっております……」

　グレーテが首を横に振る。

「婚姻届はもらってきました」

「違う」

「……むぅ」

「『屍』の任務を通し、お前は飛躍的に成長した。モニカと組めば一流のスパイとも渡り合える水準に達している。次の任務でも、その智ち謀ぼうを奮ってくれ」

　グレーテが恭うやうやしく頭を下げる。

「ボスにそう言っていただき光栄です……」

　クラウスが短く「僕をボスと呼ぶな」と訂正する。

　そして、最後に視線を向けたのは──。

「ティア」

「え、えぇ。なにかしら？」

「不調のお前には、励ましの言葉をかけても追い詰めるだけだろう。だが、これだけは忘れないでくれ──お前には頼れる仲間がいる」

「…………」

　うまく返事はできなかった。

　だが、彼の思いやりは伝わったような気がする。

　しんみりとした空気が流れた時、モニカが茶化すように笑った。

「なにこれ、卒業証書授与？」

　それにつられて、他の少女たちも笑みを見せる。

　実際、卒業式のようなムードだった。少女たちの顔には、感動と面おもはゆさが入り混じっている。教官からの有あり難がたい賛辞を誇らしそうに受け止めて。

「いや、それもいいだろう」

　クラウスも否定しなかった。

「お前たちはまだ養成機関の仮卒業の身だったな。個々人に課題は多く残っているが、チームとして嚙かみ合った時の爆発力は既に卒業レベルだ。次の任務を卒業試験としよう。達成した場合、晴れて一人前のスパイだ」

　少女たちから「おぉっ！」と歓声が沸き上がった。

　それは少女たちに残り続けた課題である。

　彼女たちは養成学校の落ちこぼれ、という負の烙らく印いんがある。卒業できるレベルどころか、落第ギリギリの低空飛行を続けていた。『灯』にスカウトされ、やや飛び越えてスパイ任務をこなしているが、心にはいまだ半人前という意識がある。

　卒業──憧れのワードである。

　各おの々おの思わず、ぐっと拳を握る。

「あの、悪いけどボクは一ミリも興味ないんだよね？」

　唯一、喜んでいないのはモニカくらいだ。

「それより早く『降参』してよ。誤魔化されないからね？」

「お前らしいセリフだな」

「だって、ボクが卒業レベルなんて自明だし？　それよりクラウスさんを負かしたい気持ちの方が百倍、大事なんだよね？」

　プライドの高い彼女のことだ。常々鬱憤が溜たまっていたのだろう。さっきからクラウスの背中に、銃口をぐりぐりと押し当てている。

「そうだな。そろそろ今回の勝敗を言い渡しておこう」

「うん、ぜひとも大きな声でお願いしたいね」

「了解した」

　そのタイミングで、クラウスは改めて両手を宙に上げた。

　誰だって知っている、無抵抗を示す『降参』のポーズだ。

「身体からだだけじゃなく、言葉でも宣言してもらおうか？」

　モニカが白い歯を覗のぞかせる。

　そして、クラウスが「あぁ。ところで」と口を開いた。




「──このお遊びには、いつまで付き合えばいい？」




　サイレンが鳴り響いた。

　ティアはハッと目を見開き、状況を確認する。紛れもないパトカーのサイレンだ。それが道路を挟むように、聞こえてくる。

「警察っ？」

　モニカが舌打ちをする。

「どういうこと？　あのドライバーには『通報するな』って脅していたのに」

　ティアも信じられなかった。

　クラウスはずっとタクシーの運転にかかりきりだった。通報できる猶予はなかった。タクシーの運転手は、横領をネタに強ゆ請すられ脅迫されている。

　なぜ警察が駆けつけてくるのか──？

「人選びを間違えたな。狙いは良かったが、あんな口の軽い女を引き入れるべきじゃない。自身の横領をペラペラと僕にも喋しゃべってくれたぞ」

「──っ！」

「僕も同様に脅せる。『横領を揉もみ消してやる代わりに、警察に通報しろ』とな」

　その伝えたタイミングは想像がついた。

（メモに書いていたのね……！）

　クラウスが女性ドライバーに手渡したメモ用紙。アレにこっそりと指示を書き残していたのだろう。この場所で襲撃されることも予測し、それも記載して。

　彼女にとってみれば、クラウスは命の危険を顧みず、暴走タクシーを肩代わりしてくれた恩人だ。もしかしたら彼に靡なびく感情があったかもしれない。

「すぐに逃げた方がいい。警察はどう判断すると思う？　善良な市民に銃を突きつけるお前たちをどう見る？」

「……っ。実戦なら、ボクはすぐ発砲するさ」

「その場合、僕は抵抗するさ。お前たちが警察に捕まるまで」

　クラウスの反論に、モニカが悔しそうに唇を嚙んだ。

　なんにせよ、『降参』の言葉を吐かせられない──実戦で置き換えるなら、情報を吐かせられない時点でスパイとしては敗北だ。

　サイレンの音は迫りくる。

「に、逃げましょう！　退散っ！」

　リリィが声をあげ、林の中に飛び込んで行く。他の少女たちもそれに続いた。

　ティアがその背を見送っていると、ジビアに引っ張り起こされて「モタモタしてねぇで行くぞっ！」と強引に引っ張られる。

　別にティアは逃げる必要もないのだが、従うことにした。もうリリィの毒は抜けている。

「あぁ、そうだ。ティア」

　するとクラウスに声をかけられた。

「僕はこれから三日間身体を休め、任務の準備に入る。陽炎パレスには戻らない。他の奴らの面倒を見ておいてくれ」

「わ、分かったわ」

　クラウスとの訓練は一時中断だろう。彼もまた全身全霊で任務に挑むようだ。







　ティアと少女たちは林を駆け抜ける。

　少し走り抜けた先に、仲間が用意した乗用車があった。いわくギャングから盗み、それに塗装と改造を施し、別物に仕立て上げたらしい。大胆なことをする。

　Ｖ型十六気筒エンジンを積んだ外国産の中古車だ。アイボリーブラックの巨大な車体が光っている。定員は六名。それなりに大型だ。

　安全が確保されると、少女たちは笑みを溢こぼした。

「いやぁ、今回は惜しかったですよねぇ。あとちょっとでした」

　リリィの感想に、ジビアが呆あきれながら答える。

「そうか？　なんか全然差が縮まった気がしねぇけど」

「いやいや、卒業レベルって言い渡されたじゃないですか」

「ま、それは確かに……でも遠回しに『八人揃そろってようやく一人前』って言われたような」

「一人前は一人前です！」

「ポジティブかよ。ま、素直に喜んでおけばいっか」

「はい、全員で任務を達成して卒業を勝ち取りますよ！」

　浮かれた彼女たちの会話に、ティアは入っていけなかった。

「………………」

　実際、素晴らしい成果だった。そばで見ていたティアが、一瞬勝利を確信したほどだ。

　しかし──そこにティアはいない。

　前進を続ける少女たちに、自分は全く入っていけなかった。

「うーん、もしかしたらティアちゃんがいれば、本当に勝てたかもですね」

　ぽつりとリリィが呟いた。

「え？」と聞き返すと、彼女は笑って解説してくれる。

「だって、今回のミスは巻き込む相手が寝返ったことですよね？　ティアちゃんに任せていたら、もっと完璧に交渉できたはずですよ」

「……っ」

　リリィの励ましに、一瞬だけが心が弾む。

　だが、すぐ理性で昂こう揚ようを打ち消した。

（ダメよ。また調子にのって痛い目を見るだけだわ。あの作戦に私は要らなかった）

　きっと勝敗は変わらなかった。

　クラウスが別の手段を取り、少女たちを打ち負かすだけだ。

「今回の計画は私が無知でいるのが最善だったわ。何か知っていたら、先生にバレてしまったはずよ」

　リリィの言葉から逃げるように答え、ティアは後部座席の奥に座り込んだ。他の少女たちも続々と乗り込み、さっそく反省会が開かれるが、参加する気になれない。

　車が動き出したあとも、ティアは窓を見つめるだけだ。

（本当に、心が挫くじけちゃっているのね、私……）

　流れる風景と重なるように、自分の顔が窓に映っている。憂鬱に満ちた表情。なんて場違いな顔だろう。ティアの隣にいる他の三人の少女も、助手席に座る二人の少女も、みな、清すが々すがしい笑みを見せているのに、自分だけが──。

「って！　この車、六人乗りよねっ？　狭すぎないっ？」

　ふと気づいた。

　やけに人が多い。

　よく考えれば、定員六名の車では座席が足りてない。

　他の少女たちも窮屈らしく、苦しそうな声をあげている。

「うん、窮屈すぎ。少し進んだらボクは降りるよ。マジ鬱陶しい……」

「あ、あれ？　アネット先輩はどこにいるっすか？」

「俺様、屋根の上にしがみついてますっ」

「……危険ですので降りてください。リリィさん、キリのいいところで停車を」

「え、わたしはドライバーじゃないです。助手席にいますよ？」

「エルナ、アクセルに足が届くギリギリなの……で、でも、運転頑張るのっ！」

「お前だけは絶対に運転すんじゃねええぇっ！」

　ティアのシリアスな心情を無視して、少女たちは喧やかましかった。




　　　　◇◇◇




　クラウスは去っていく少女たちの背中を眩まぶしく感じていた。

　横転したタクシーに背を付け、息をつく。今回のリリィたちの襲撃はいつにもまして過激だった。拳銃や暴走する車など容赦がない。ここまでならクラウスは負傷しないというラインが分かってきたのだろう。実戦とほぼ遜色ない力の入れようだった。

（もはや命のやり取りに近いな……さすがに今回は特別だろう）

　それだけ合衆国の任務に気合いを入れているのだと、好意的に受け取る。

　実際、彼女たちのモチベーションには感心する。

　正直、クラウスにとっても想定外なのだ。

（命懸けの任務とあれば、普通もっと怯おびえるのだがな……）

　もちろん、全く恐怖がない訳ではないだろう。強がりや内に秘めた弱音はあるはずだ。

　しかし、彼女たちはそれを乗り越えている。

（リリィの影響力か）

　スパイ技術では劣る少女がメンバーの精神を支え続けている。

　あの屈強なメンタルと明るさは、リリィだけの力だ。演技や毒よりも、彼女の価値はそこにある。

　──養成学校では発揮されなかったリリィの真価。

（まさか適当に付けた『リーダー』という肩書きが、ここまで効力を見せるとは）

　本人には決して伝えないが、彼女をリーダーに指名したのは気まぐれだった。本来であればティアやモニカ、グレーテあたりが適任だろう。

　だが、今となっては正しいと断言できる。

「ティアのメンタルが心配だが、アイツらを信頼するか」

　ティアを支える役目はリリィたちに任せる。

　どうにも自分とティアは相性が悪いようだ。

　貞操観念が違いすぎる。自分がティアを慰めようとすると、彼女は食事する感覚で、性的関係を求めてくる。残念ながら手の施しようがない。

　ティアは今回の任務の鍵を握る──そのティアを支えるのは、少女たちの役割だ。

　結論をまとめた時、パトカーが到着した。警官が慌てて降りてきて声をかけてくる。

「あっ、アナタが暴走タクシーの被害者の方ですね」

「いかにも」クラウスは頷うなずいた。「見ての通り、善良な市民だ」

「はぁ……しかし、大変でしたね。テロ組織に狙われたと聞きましたよ。今、街では噂うわさで持ち切りです。アナタの運転技術も相まって、かなり目立ちましたからね。一体、どんな陰謀があったのか、と」

「………………」

　どうやら大騒動になったらしい。

（さすがに、ここまで迷惑を広げる手段は控えてもらおうか……）

　いくらなんでもやりすぎた。

　さて、どうやってこの騒動を揉み消すか──。




　　　　◇◇◇




　一方、少女たちの騒がしさは続いている。

　運転席からエルナを追い出し、ジビアがドライバーを務め、ついでに屋根にいるアネットを引き摺ずり下ろし、窮屈な車内で会話に興じていた。

　アネットを膝の上に乗せ、助手席でリリィが笑った。

「でも楽しみですよねぇ、合衆国。世界の命運をかけたスパイって感じがしますっ！」

「お前は気楽でいいな」

　ハンドルを握るジビアが笑う。

「けど、恐こわい半面、やっぱ楽しみかも。ウチの国より発展してんだろうなぁ」

「任務が終わったら、観光してもいいですかね？」

「どうなんだろ……でも、できたら最高だよな。ベースボールってやつを見てみてぇ」

　そこで後部座席のモニカが「そもそもジビアは、向こうの言葉、覚えたの？」と質問を投げかける。

「ナ、ナイストゥ、ミ、ミートゥ……」

「レベルひくっ」

「あぁ、うっせぇ！　行きの船で覚える！　それで十分だろ？」

「それくらい養成学校の一年次で習得してきてよ……」

　モニカとジビアがいがみ合い、車内は笑いに包まれる。

　他の少女たちも口々に自らの希望を口にする。

「俺様、テレビ放送を見てみたいですっ。電化製品を買い占めますっ」

「ボクは美術館と博物館巡りかな。地下鉄もかなり整備されているんでしょ？」

「エルナは女神像を見てみたいのっ！　凄すごいって聞くの！」

「自分はお土産にレコードを買い漁あさってみたいっすね。ジャズっすよ」

「……わたくしは、ボスとミュージックホールに行きたいですね」

　楽しい空想は止まらない。

　ハンバーガーが美味おいしいらしいだの、なんたらスクウェアが有名だの、観光ガイド仕込みの情報で盛り上がる。未踏の大国で待ち構えているのは、命懸けの任務だけではない。

　最終的には、任務達成後はメンバー全員で休暇という結論に至った。

　リリィが楽し気に声をあげる。

「行ったりましょうっ！　合衆国っ！」

「「「「「「おーうっ！」」」」」」

　掛け声を合わせて、少女たちが歓声をあげる。

　お気楽な会話だが指摘する者はいない。今はそれでいい、と暗黙の了解があるように。




　その輪に入れないのはティアだけだ。窮屈な車内で、重たい息をつく。

（……私だけが停滞している）

　劣等感が消えてくれない。

　他のメンバーは最高の状態だ。実力を上げ、任務に対してモチベーションも高く、かといって不安で心を痛めていることもない。

　身も心も何もかも、ティアだけが取り残されている。

「……………………」

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も──まるで呪いのようにマティルダの嘲りが耳に残る。

　──『ティアさん、雑ざ魚こすぎますよ。甘くて、すっごく手玉に取りやすかったです』

　彼女の嘲笑が消えてくれない。

　自身に何度も問いかける。

　──私が目指すべきスパイはなに？




　　　　◇◇◇




　二週間後、『灯』のメンバーは長い航海の後、ムザイア合衆国に到着する。

　期待と絶望が入り混じる世界都市──ミータリオの決戦が始まろうとしていた。











間章　紫むらさき蟻あり②









　結局『彼女』はこの国に訪れるまでの経緯を何も語らなかった。何かを思い出すように目を細める素振りを見せるだけだ。想起したのは、二度と戻らない日常だろうか。

　紫蟻は相手を観察する。思ったよりも若い、という述べた印象は本心だ。ミータリオではすぐれた技量でスパイ活動をしていた。老獪きわまる少女だと思っていた。

　──『彼女』はいまだ名を明かさない。

　だが構わない。ゆっくり考えていけばいい。まだ時間は残されている。

　二杯目のコーラを注文する。

　専属のバーテンダーがアイスピックで氷を砕き、カットレモンを添えて、紫蟻に差し出した。それを口に含み舌の上で混ぜていると、ノックの音が響いた。

「入りなさい」と声をかけると、ペット用の首輪をつけた裸の男性がやってくる。

「………………」

　新たな闖ちん入にゅう者しゃに『彼女』は不思議そうにしている。

　紫蟻は穏やかに微笑ほほえみかけた。

「アナタがつれない態度ですので、紳士らしくオレからお話ししようと思いまして。気になるでしょう？　アナタたちが敗北した理由を」

　紫蟻は、首輪の男に「──【お座り】」と命じる。

　すると、彼は一瞬悔しそうな表情をしたが、従順に床へ座り込んだ。

「紹介しましょう。オレの愛犬です」

「……っ」

「彼は五年前まで、ミータリオ大学の医学部の学生でした。神童と呼ばれ、とても優秀な成績を誇っていた。首席だったそうです。クリケット部のキャプテンでもあったようで。女性にもモテたと聞きます。毎日充実した日々を送り、将来も期待されていた」

「…………」

「不思議ですよね？　そんな青年がどうして犬畜生にまで落ちぶれたのか」

　紫蟻がバーテンダーに手を差し向けると、相手はスタンガンをワイングラスに添え、差し出してくれた。紫蟻が愛用する特製の代物だ。電源を入れると、バチッと青い火花を散らす。

　お見せしましょう、と紫蟻は告げ、愛犬と呼んだ男の肩に突き立てる。

　絶叫が轟とどろいた。

　地獄の底から響くような声だった。

　紫蟻はスタンガンを離さない。たっぷり二十三秒。男にとっては永遠にも感じられるであろう時間痛めつけると、ようやくスタンガンの電源を切る。

　紫蟻は次に「──【お礼】」と命じた。

　愛犬は涙を流し、苦しそうに「……ありがとうございます」と呻うめいた。

「────っ！」

『彼女』は絶句するように息を吞のんだ。惨むごたらしい光景に理解が追いつかないようだ。

　紫蟻は笑いかける。

「驚きでしょう？　気絶しないようにイジメるにはコツがいるんです」

　スタンガンは一秒で相手を失神できる威力に改造されたものだ。二十秒以上激痛を与え続けるのは、技術が要る。

「才能ですよ。昔から分かるんです。どう人を痛めつければ恐怖を脳に刻めるのか。一週間も加虐を続ければ、誰でも言いなりにできた。死ね、と命令すれば死ぬ」

「…………」

「健全な医学生だった彼は、オレの犬に成り果てました。家族を捨て恋人を捨て夢を捨て戸籍を捨て、今ではオレの命令を聞き、世界中を駆けずり回っている」

　紫蟻は、この力を『支配』と呼んでいる。

　神が与えたとしか思えないギフトだった。

「オレの激痛を受けた者は脳が作り変えられるんです。理屈ではありません。本能が屈服する。学生も殺し屋も格闘家も警察も銀行員も女優もひれ伏し、王に傅かしずく」

　紫蟻は告げた。

「命令を死ぬまで忠実に守る──《働はたらき蟻あり》です」

「……っ」

「彼らは昼間、一般社会に溶け込んでいます。しかし、夜は死に物狂いでオレに尽くす奴隷となる。暗殺の研けん鑽さんを積み、人殺しに何の躊ちゅう躇ちょも持たない」

　紫蟻の本拠地であるミータリオには、多くの彼らが潜伏している。感情を殺し紫蟻の命令だけに従う人間が、善良な市民の顔をして溶け込んでいる。

「結論から言えば、アナタのお仲間は《働き蟻》に蹂じゅう躙りんされたんですよ」

　そして紫蟻は語り始める。

　王が君臨するミータリオで起こった虐殺を。











２章　開戦









　車人車ビル車広告人人人車ビル車人人車車車人人電車人ビル人人人人人人広告車人ビル人車車車人車人広告広告広告人人ビル車電車車人人車ビル車人車人人──。

　ティアは息をつく。

　貸マンションから見える圧巻の光景にも、次第に慣れてきた。

　ムザイア合衆国の大都市ミータリオの地に到着して、二週間が経過していた。

　ティアの肩書きは、輸入家具販売会社の社員の一人になっている。ディン共和国にある会社であり、その契約社員という肩書だ。クラウス、グレーテと共に、国内に輸入する最先端家具を探しに、ミータリオで情報を探っている──そんな偽の経歴カバーだ。

　滞在先としてマンションを二部屋、借り入れた。

　八階にある２ＬＤＫのオシャレな部屋だ。ミータリオの中心地からも離れていない。

　真下にはメインストリートが走っており、今朝も渋滞を起こしている。何百台という車が道に押し寄せ列をなし、そのドライバーに向けた巨大な看板公告が通り沿いに並ぶ。テレビ放送のキャスターが、ミータリオの交通渋滞を取り上げていた。政府は、通勤者に地下鉄の利用を推奨する、と。

　顔をあげれば、天を衝つくようなビルが並んでいる。尖せん塔とうはガルガド帝国の首都も凄すごかったが、比較にもならない。三十階、四十階、五十階と競い合うように高層ビルが建設されているのだ。建築物の世界最高層の記録が隔年で更新されている。

（なんというか、本当にウチって田舎なのね……）

　ティアは息をついた。

　ディン共和国では、交通渋滞なんて稀まれにしか発生しない。テレビ放送もなく、あるのはラジオ放送のみ。地下鉄なんて存在せず、ようやく都市部で電車が導入されたレベルだ。田舎ではいまだ馬車が走っている。十階を超える高層ビルなど、ほとんど見られない。

　以前、ディン共和国南端の歓楽地に行き、その巨大なホテル群を見たはずだが、ミータリオと比較すると、オモチャレベルだ。

「ティアさん、朝食の準備が終わりました……」

　部屋の外から、グレーテの声が聞こえた。

　ティアは服装と髪型を確認し、ダイニングに向かう。

　香ばしいトーストと甘いジャムの匂いが漂っている。そして、それらを配膳車に朝食を載せるグレーテの姿があった。

「ありがと、今日も美味おいしそうね。でも、わざわざ運ぶの？」

「はい……今日はボスと一緒に朝食を頂く約束をしたので……少々張り切りました」

　グレーテは全て載せ終えると、配膳車を押し始める。隣室のクラウスの部屋まで届けるのだろう。

　そのかいがいしい光景は素敵なのだが、一点だけ気になる要素があった。

「四人分、ね」

　食器は四人分、並べられている。どのトーストも綺き麗れいに焼けているが、焼き加減にムラがあるのは、不安定な心の具合を表したものか。

　ティアはグレーテと共に隣室に向かい、扉をノックする。クラウスはほどなく顔を出した。

「おはよう。わざわざ済まないな」

　グレーテに感謝の言葉を述べると、彼は配膳車に視線を落とした。

「四人分か」

　すぐ気づいたようだ。

　不服そうにグレーテが首を横に振る。

「……あまり心が躍る仕事ではないのですが」

「無理する必要はない。明日からは僕が作ろう」

　まるで新婚夫婦のような睦むつまじい会話だ。微笑ましく、ずっと眺めていたくなる。

　すると、割って入るように不愉快な声が寝室から聞こえてきた。




「いやぁ、良い匂いじゃないか。朝食かい？　燎かがり火び、素晴らしいね、俺も腹が空いたよ」




　クラウスは眉をひそめ、寝室の扉を開け放った。

「別にお前に食わせると決まった訳じゃない」

　そこにいたのは、全身を拘束された瘦そう身しんの男──『屍しかばね』ことローランドだった。

　両腕を後ろに回され、身体からだ中をベルトで固定されている。何重にも鍵がかけられ、もはやこの状態だけで拷問に近いが、一流の暗殺者に動じる様子はない。

　彼はベッドの上で、へらへらと軽薄な笑みを浮かべていた。

「おいおい、酷ひどいな。これでも立派な情報提供者様なんだぜ？」

「ロクな情報も吐かない男のくせにな」

　クラウスの嫌味を、ローランドは軽く受け止める。

「いいから、拘束を外してくれよ。さすがに両手を使わずに、トーストは食べられない」

「…………」

　クラウスはトーストが載った皿を、ローランドの前に置いた。

「口で直接食え」

「……捕虜虐待って知ってるか？」

「捕まったスパイに人権があると思うな」

　クラウスが吐き捨てるように言葉を残し、彼から離れていく。まるで同じ部屋の空気さえ吸いたくないように。

「……ねぇ、先生。コイツ、本当に連れてきてよかったの？」

「紫むらさき蟻ありの姿を知っているのはコイツだけだ。残念ながら利用価値がある」

　心底嫌そうだ。

　気持ちは分かる。ティア自身、ローランドに良い印象は持っていない。世界中で政治家やスパイを殺し続けた男だ。彼の手により、どれだけの命が失われたか。

　その時、グレーテがナイフとフォークを持って、ローランドに近づいた。硬い表情のまま、彼のトーストを切り分けていく。

　意外だった。まさか彼女が率先して給きゅう仕じを行うなんて。

　どうも、と感謝を述べるローランドを無視し、グレーテは口にした。

「……いくつか質問をさせてください」

　声は硬い。男性と話すことに抵抗があるのだろう。

「ん？」

「……アナタは、オリヴィアさんを覚えていますか」

　グレーテが口にした女性の名には、覚えがあった。グレーテと敵対したスパイだ。ローランドの弟子であり、有力政治家の元にメイドとして仕え、帝国のスパイを支援していた。

「ん？　もちろん覚えてるさ」ローランドは首肯した。「それが？」

「……アナタは、あの方を愛していたのですか？」

「あぁ、もちろん。『愛してる』って囁ささやくだけで、命を懸けてくれる便利な駒で──」

　トーストが、ローランドの顔に叩たたきつけられた。

　皿ごと、豪快に。

　赤いストロベリージャムがまるで血のように、彼の身体を伝っていく。

「グレーテ」クラウスが声をかける。「落ち着け」

「はい……すみませんでした……」

　皿を投げつけたグレーテは寝室から離れた。そのまま厳重に鍵をかける。

「ティアさん、あの男の心を読むことはできませんか……？」

　グレーテが小声で口にした。

「さっさと情報を引き出し、海に捨てましょう」

「アナタ、ここまでキレるタイプだっけ!?」

　彼女の逆げき鱗りんに触れたらしい。

　珍しく彼女を宥なだめる側に回り、ティアは息をついた。

「気持ちは分かるけど、無理よ。何度も挑戦しているけど、警戒されている」

　ティアには特技がある──見つめ合った相手の心を読むというものだ。

　しかし、一流のスパイ相手にはそうそう通じない。何度か挑戦したが、失敗に終わっている。読み取るより前に視線を逸そらされるのだ。おそらくスパイの直感によって警戒されてしまっているのだろう。

「一旦、あの男は放置でいいだろう」クラウスが口にした。「別ルートから紫蟻を探る。この男がトルファ経済会議に関わっているのは事実だろう。僕は今日より関係者に当たっていく。紫蟻の正体を炙あぶり出し、拘束するぞ」

　クラウスが口にした。

「二人とも、仲間の指揮は任せた」

「了解」「分かりました……」

　ティアはグレーテと共に力強く頷うなずいた。

　ここからのチームの動きは、自分の手腕に任せられる。




　　　　◇◇◇




　朝食を済ませ、ティアは自分たちの部屋に戻る。

　朝八時を回り、これから人の動きが激しくなる。クラクションの音が絶えず、大通りから聞こえてくる。スパイとして動き始める時間だ。

　これまでの二週間は街に溶け込むことに専念した。実際に輸入家具会社の社員として勤め、いくつもインテリアショップを回った。傍はたから見れば、若いキャリアウーマンにしか見えないはずだ。警察から職務質問をされようと堂々と受け答えができる。

　手て筈はず通り、本日から諜ちょう報ほう活動を開始する。

　紅茶を淹いれ、ダイニングテーブルに腰をかけた。

「え、えぇと、とりあえず、グレーテ、今の状況をまとめてくれるかしら？」

「はい、分かりました……」

　そうグレーテが述べると、これまでの情報をノートに書き出してくれた。




【作戦名：ミータリオ捜索ミッション

　目的　：『紫蟻』の拘束。及び『蛇へび』の情報収集。

　前提　：『蛇』はトルファ経済会議の要人に接触し、帝国の利になるよう導いている。

　手段①：『灯ともしび』のメンバーを各要人の元に派遣し、敵スパイを捜索する。

　手段②：見つけ出した敵スパイを尋問しつつ、『紫蟻』の居場所を得る。

　補足　：クラウスは別行動。怪しい人物を片っ端から当たる予定。】




「うん、ありがと。まとめると、こういうことよね」

　概要を頭に入れ直すと、ページを裂き、マッチで火をつけて処分する。

　やるべきことが整理できた。現状の懸け念ねんも。

「まぁ、言うまでもないけど、相手の情報がなさすぎるわね。正体も謎すぎる」

「はい。ですが、我々が集う場所は一つです。トルファ経済会議。その中心へ向かっていけば、自然とスパイが集うことになる……」

「他国のスパイはどうしているのかしら？」

「今は脇に置いておいた方がいいかと。同盟国にはボスが話を通しております。ムザイア合衆国も、他の国も、帝国への警戒では一致しておりますので……」

　ティアは頷いた。

　とりあえず考えるのは、帝国のみにしておこう。ライラット王国、フェンド連邦、ムザイア合衆国、ビュマル王国──それらの思惑まで考えていったらキリがない。

「じゃあ、まず確認すべきは、そうね……」

　言葉を詰まらせる。

　頭の中で何度もシミュレーションをしたはずだが、すぐにアイデアが出てこない。各地に散った仲間に対し、どんな指示を出せばよいのか。

（本当にコレ、私が指揮できるの？）

　会議に参加する要人は数百人といる。関係者を含めれば一万以上。その中で目星をつけ、仲間に探るよう命令しなければならない。更に言えば、仲間にはそれぞれ長所と短所がある。彼女たちの潜伏先から、向き不向きもある。それらも考慮しなければ。

　──考えること多すぎ！

　思わず頭を抱えてしまう。

　自分に到底、できるとも思えなかった。

「……とりあえず、皆さんの様子を確認するのはどうでしょう？」

　助け舟はグレーテが出してくれた。

「え、えぇ。そうね」

「指示を送る前に、そもそも無事に潜伏できているのか確かめませんか……？」

　正論だった。

　どころか基本中の基本である。分からなかったことが恥ずかしい程だ。

「さ、さすがグレーテ。でもね、実は私も言おうし──」

「はい……ではこれが本日のスケジュールです」

　事前に用意していたらしく、グレーテがメモ用紙を渡してくれた。バスや地下鉄の時刻表や道路の混み具合まで考慮された、メンバーの場所を回りきる完璧な計画だ。

　さすがの気配りだ。よく周りが見えている。

　そういえば、と思い至る。

「ねぇ、グレーテ。アナタは前回の任務で指揮を執ったのよね……？」

「はい、一度だけ……」

　リリィ、ジビア、サラたちを従えて、女スパイの生け捕りに成功したのだ。彼女の正確な指揮により、クラウスに頼らずに成し遂げたのだ。

（正直、代わってほしい……っ！）

　明らかに自分より優れている。自分は、ローランドの拘束はクラウスに頼りっぱなし、陸軍情報部との闘いはモニカに助けられ、最後は敵スパイに嘲笑あざわらわれる始末。

「大丈夫です……ティアさんなら上手くこなせますよ」

　励ましてくれるが、自信は持てない。

（とりあえず、グレーテの指示に従っておきましょう……）

　情けない指揮官ではあるが、他にアイデアはなかった。







　ティアとグレーテは二十三歳と詐称していた。実年齢は共に十八歳であるが、未成年では何かと不都合がある。普段よりも大人びた化粧を施し、テーラードスーツに着替え、ミータリオの街に繰り出す。

　この都市で行われているのは、経済会議だけではない。それと並行して、企業間で行われる談合、政治家の献金パーティー、軍事問題と絡からめた密談。大小含めて千以上の会合が開かれているはずだ。経済会議が長引く理由の一つだ。

　また政治経済だけでない。文化の発信地でもあるミータリオは、世界最先端のファッションショーや映画祭までもが行われている。

　つまりとにかく人が多いのだ。もはや常に人とぶつかり合いながら歩く感覚だ。

　高層ビルに見下ろされ、長い渋滞を作る車の列の横を進んでいく。

　すると、一つのビルの前に人だかりができているのが見えた。

　更なる喧けん騒そうにウンザリする。

　どうやら他国の外務大臣がいるようだ。ビルの地下駐車場に入る公用車を無数のパパラッチが囲っていた。カメラのフラッシュの光が輝いている。

「大臣、ライラット王国との会談に向けたお気持ちは？」「ガルガド帝国への宥ゆう和わ政策についてお伺いしたいのですが」

　記者が公用車の進路を妨害し、マイクやボイスレコーダーを差し向けている。

　後部座席に座る老人はウンザリした顔で、記者の質問を黙殺していた。

（どこの国も記者の取り囲みは、厳しいわね……）

　実家が新聞社であるティアにとっては馴な染じみ深い光景であるが──。

「おい、爺じいさん。こっちが質問してんだから、なんか言えや！」

　一人、無茶苦茶タメ口の若い記者がいた。

　啞あ然ぜんとして、視線を向ける。

　ジビアだ。着崩したスーツ姿で窓ガラスを叩いている。

　さすがの大臣もあまりの態度に面喰くらったようだ。窓ガラスを僅かに開け「キ、キミっ！　どこの国の記者だねっ？」と声を荒らげている。

「ディン共和国から来たランデュム・タイムズのもんだが？　それより昨日公開した部門会議の議事録、今朝のアンタの発言と矛盾してねぇか？」

「なっ！　デ、デタラメを言うなっ！」

「いや、だからその辺を教えて──って、おい！　窓を閉じんなっ！　いてぇだろ！」

　ケンカのような勢いで、車の窓に腕を突っ込み、マイクを差し向けている。

　グレーテが小声で解説をしてくれた。

「……ジビアさんは新聞記者ですね。見習い記者という肩書で、各国の政治家や官僚とぶつかってもらいます」

「うん。逮捕されないといいわね」

　不安はあるが、うまくやりそうだ。

　公用車は記者たちを振り切って、地下駐車場に入っていった。彼らを囲んでいた記者はため息をつき、散会していった。

　ジビアもまた「やれやれ、逃げられちまった」とため息をつき、ティアたちの方向に歩いてきた。

　擦れ違い様、彼女はティアのポケットに何かを忍ばせてきた。

　軽く耳元で囁ささやいてくる。

「大臣の名刺入れ、盗んできた。なんかに利用してくれ」

　窓に腕を突っ込んだ一瞬で成し遂げたようだ。誰にも怪しまれることなく。

　彼女は何事もなかったように「次の取材先はどこだっけなぁ？」と呟つぶやきながら、雑踏へ消えていく。

　新聞記者ジビア──中々に成果を上げてくれそうだ。







　次にグレーテが案内してくれたのは、駅に隣接したレストランだった。

　店内には軽妙な音楽が流れている。レコードを流しているのかと思えば、生演奏らしい。レストランの奥にはステージがあり、ジャズバンドが楽器を奏かなでていた。生演奏を聞きながらランチを食べられるようだ。

　ミータリオは、ジャズ音楽の本場だ。こういった食事処どころや酒場は溢あふれている。

　ジャズの生演奏は初体験だった。趣がある。

　しっとりとしたピアノの演奏に、トランペットやサックスの音が重なり、一つの調和を成していく。新鮮な体験であるにもかかわらず、耳に馴染む音色だった。

　ティアとグレーテはステージのすぐ隣の席に案内された。

　目の前では、六人組がジャズを奏でている。白い燕えん尾び服ふくと、洒しゃ落れたハットをつけ、トランペットやピアノを奏でる演者は格好がいい。おそらく周囲の客も同様の心地のようだ。特に若い女性は、バンドメンバーに熱い視線を送っている。

　バンドの右端には──モニカがいた。

「……………………」

　違和感なく紛れ込んでいた。

　バッチリと男性用の燕尾服を纏まとい、テナーサックスを吹いていた。

「……話によると、ストリートライブ中、即日バンドに勧誘されたそうです」

　再びグレーテが解説してくれる。

　もはや驚くことでもないのだろう。さすがとしか言いようがない。

「あのジャズバンド、政治家のパーティーや懇親会にも呼ばれておりますね。政治家の奥様方から凄すごく評判がいいそうで……」

　彼女は音楽家として、スパイ活動を行う予定らしい。

　曲が終わったタイミングで、モニカがステージを降り席に近づいてきた。

「なに、キミたち。ボクに注目しすぎだよ。ファンの子？」

「違うから、早く戻りなさい」

「残念だけど、今晩は空いてないよ。お偉いさんが集まるパーティーでライブだからね」

　モニカはウインクを決めて、再びステージに上がっていく。キザったらしい仕草だが、女性客には好意的に受け入れられているようだ。

　彼女が去った後、テーブルにはマッチ箱が残されていた。中身は報告書か。

　サックス奏者モニカ──頼りになるのは間違いなさそうだ。







　レストランでは簡単な前菜を摘まんだだけで、すぐに退席をした。

　昼食を摂とるのは別の場所らしい。店はすぐに予想がついた。これから訪れる少女の潜伏先だけは、前々から本人が強い希望を公言していた。

　店舗があるのは、ウェストポートビル。トルファ経済会議の会場だ。その一階には店前にテラス席が設けられている巨大なハンバーガー・チェーンがある。

　注文をして十分後、胸が大きなウェイトレスが元気よく運んでくれた。

「お待たせしました！　チーズハンバーガーセット、お二つですっ」

　リリィである。

　ハンバーガーショップの制服を纏い、元気よく商品を運んでくれる。ボリュームのある牛肉が挟まったハンバーガーと、山を成すような大量のポテトと溢れんばかりのコーラ。ジャンクな食べ物と、とにかく元気がいいリリィはなんとなく相性が良さそうだ。

　赤と白のボーダーの見み栄ばえのいい制服もよく似合っている。

　そこでグレーテが彼女を呼び止める。

「すみません、ウェイトレスさん」

「ん？　わたしに用ですか？　ミータリオ大学薬学部の留学生にして、現在一人暮らし。賄い目当てでアルバイトを始めたリリリン゠ヘップバーン十八歳にご質問ですか？」

「……全部、自分で解説してくれて助かります」

　グレーテが素すで呆あきれている。

　だが、説明されるまでもなく、リリィの潜伏先はティアも知っていた。彼女はずっと『ハンバーガーを食べまくれる場所がいいです！』と宣言していた。

　その時、店の方から声がかけられる。

「おーい、リリリン。これ、ビル四階の第十三会議室に運んであげて」

「お、さすがミータリオ名物。よくオーダーが入りますね！」

　リリィはにこやかに返事して、ティアたちから離れていく。

　どうやら、この店はデリバリーも行っているようだ。真上で行われるウェストポートビルの会議室から注文が来るらしい。

「まぁ、とにかくうまく潜伏できているようで安心したわ」

「そうですね……ただ一つだけ懸け念ねん事項が」

「あら。そういえば、さっきリリィを呼び止めていたわね。なに？」

　グレーテは、リリィが届けてくれた商品を見つめた。

「これはチーズバーガーじゃなくて、フィッシュバーガーです……」

「…………」

「クビにならないか、少し心配で……」

　視線を向けると、ちょうどリリィが大きなリュックを背負って、デリバリーに向かうところだった。「リリリン、行ってきます」と声をかけて、走っていく。

　届け先は、四階の第十三会議室のはず。

　リリィが意気揚々と乗っていったのは、地下駐車場へ向かうエレベーターだった。







　その夜マンションに戻ると、ティアは大きく息をついた。

「とりあえず盤面は整ったかしら？」

　ツッコみたい点は見られたが、計画通りだろう。ここからは自分たちが指示を出し、紫蟻の居場所を突き止めねばならない。

　夕食は簡単に済ませようと、缶詰のミネストローネスープを温める。缶詰ごと湯ゆ煎せんして、ティアは隣の部屋に耳を澄ませた。物音はしない。クラウスはまだ外出中のようだ。

「今晩中にどんな指示を出すのか、考えないとね。先生に相談したいところだけど、きっと戻ってこないでしょうね」

「……えぇ、また働き過ぎていなければよいのですが」

　グレーテがバゲットをナイフで切り、オーブンに載せている。不安に満ちた声だ。

　ティアは笑いかけた。

「その時は、アナタが癒いやしてあげればいいわ。男を喜ばせるマッサージを後で伝授してあげる。先生も今度こそアナタに堕おちるわ」

「ティアさん……っ。いえ、師匠……ありがとうございます」

　恋愛のアドバイスをすると、途端にグレーテの顔が晴れた。

「キーワードは鼠そ径けい部ぶよ」

「そういえば、以前モニカさんから『ティアのアドバイスを聞くな』と忠告されました」

「無視しなさい」

「師匠、カッコいいです……！」

　普段のやり取りを重ねていると、自然と気が和らいだ。任務ばかりでは気力が持たない。

　そこでマンションの窓に、カツン、と何かが当たった。

　何かを察したように、グレーテが嬉うれしそうに窓枠に近づく。

「グレーテ？」

「ボスが早速、情報を持ち帰ってくれたようです……」

　窓枠には新聞紙で包まれた石が載せられていた。市販の新聞とまったく同じだが、特殊なインクで暗号が記されている。八階の窓枠にどうやって載せたのか。投げた？

　それを読みながら、グレーテは息を止めた。

「……もしかしたら敵との接触は想定よりも、かなり早いかもしれませんね」

「何が書かれていたの？」

「他国のスパイが次々と消されているようです。優れたスパイ殺しが何人も潜んでいる、と」

　ティアもすぐに暗号文に目を通した。

　このミータリオの地で、殺人や不審死、行方不明が相次いでいるという。被害者の大半はどこかの情報機関に身を置き、トルファ経済会議に近づいた人間ばかりだ。

　──殺害方法は様々だ。刺殺、転落死、自殺、失踪、交通事故。ばらけている。

　これが『紫蟻』の仕業なのかは現状不明だ。だが、殺人を繰り返す凶悪な存在が潜んでいることには違いない。

　仲間の安否が気に掛かる。

「ど、どうしたらいいのかしら？」

「……連携を密にしていきましょう」

　グレーテの声は落ち着いていた。

「わたくしの変装、そして、ティアさんの交渉の力を用いて、仲間に何かあればすぐに応援を飛ばせるように。今回ばかりはボスに頼ることも止やむをえませんね」

「わ、分かったわ。すぐに態勢を整えましょう」

「ただ、なせることは限られます……いくらかは現場の対応力に依存しなくては」

「そうね……」

　グレーテの言葉に釣られるように、ティアは窓の外へ目を向けた。

　ミータリオの地に夜が訪れて、ネオンが光り輝いている。大通りを囲むように広告は光り輝き、この街は眠りにつくことはない。

　今この瞬間もメンバーは活動を続けているはずだ。




　そして任務が本格的に始動した二週間後──ティアの不安は的中する。




　　　　◇◇◇




　──まず始まったのは、ウェストポートビル正面のホテルにて。




　そこは多くの会議の参加者が使用する高級ホテルであり、二階には酒と軽食を摂れるバーが併設されていた。全席個室で、防音が整えられている空間だ。周囲に知られたくない接待や密談が行える。利用者は政治家や官僚、一流企業のトップ層の人間ばかりだ。

　個室の一つ一つに革張りソファやガラステーブルが置かれ、頭上には煌きらびやかな照明が輝いている。

　そこでジビアはスペアリブに齧かじりついていた。

　濃いめに甘辛く味付けされた肉を豪快に口にくわえ、器用に骨だけを残していく。

「いやぁ、本当に良いんですか？　こんなご馳ち走そうになっちゃって」

　ジビアは手を拭いて、笑顔を見せる。

　彼女の正面に座るのは、恰かっ幅ぷくの良い中年の男性だった。

「構わん、構わん。キミは、オレの恩人だ。ぜひ食べてくれたまえ。ほら、このメニューから好きな物を選ぶといい」

「マジ？　助かる。じゃ、このメニューの左側にある料理を上から三つ」

「そうそう、若い人間はそれでいい。素晴らしい！」

　男性は豪快に笑いながら、ワインをがぶ飲みしていく。

　相手は、ビュマル王国の紅茶メーカーの副社長だった。ビュマル王国の外交官と共に、トルファ大陸から各国へ輸出される嗜し好こう品ひんの関税率の交渉のために、この経済会議に参加している。他にも各国に加工食品の工場を建設する交渉も進めているという。

　有能な人物ではあるが、それらの機密文書を全て鞄かばんにしまう杜ず撰さんな部分があった。

「本当に困っていたんだよ。まさか喫茶店で鞄を盗まれてしまうなんてね。勇敢なキミが取り返してくれなかったら、一体どうなっていたか！」

「いやいや、結局、犯人は逮捕できなかったんで」

「構わん、構わん。今晩は恩返しさせてくれ」

「じゃあ、ぜひ独占取材をしても？」

「おぅ。構わん、構わん」

「さすが、次期社長っ。気前がいいですね」

「やめてくれ。まだ副社長だよ」

　ジビアはあくまで新聞のコラムという建前で、相手にインタビューを重ねる。副社長は元々話し好きの性格のようだ。質問と関係ないことまで、ベラベラと明かしてくれる。ジビアの相あい槌づちに機嫌を良くして、ハイペースで酒を飲んでいた。

　酒を勧めてきたので、ジビアも一杯だけいただくことにした。

「いやぁ、取材してくれるのは嬉しいねぇ。本当に記事してくれよぉ？」

　三十分が過ぎる頃には、すっかり相手はできあがっていた。

　呂ろ律れつが回らない声に、ジビアは苦笑する。

「当然でしょ？　しっかり記事にするに決まってるじゃないですか」

「本当？　これまでに独占取材をする記者は何人もいたが、一向に新聞に載らなくてね」

「……へぇ、詳しく？」

「いや、オレも分からないよ。運が悪いのかな。オレに近づく記者は、なぜか連絡が取れなくなるんだ。ひどいよねぇ」

「……………………」

　ジビアは眉間に軽く爪を立てた。

　痛覚を刺激し、意識を覚醒させる。

「ところで質問は変わりますが──」

　ペン先を向ける。

「──副社長の真後ろにいるのは？」

　個室にいるのは、ジビアと副社長だけではない。

　他にも一名の秘書と、背後に立っている無口な男がいた。

　身体からだの芯がピンと張った男だった。服の上からでも、その引き締まった筋肉が想像できる。上腕二頭筋のあたりは大きく膨らみ、ワイシャツがはち切れそうだ。

「ん？　あぁ。彼はバロンだ。専属のドライバーだ」

「……うい。自分のことはあまりに気にせず」

　バロンと呼ばれた男は、首を小さく曲げる。

　ジビアは小さく手を振った。

「声は暗いが、喋しゃべりは流りゅう暢ちょうですね。現地の人？」

「そうそう。ホントは祖国から専属ドライバーが来てくれる予定だったんだが、食中毒で倒れちゃって、急きゅう遽きょの代理さ。恐こわい顔をしているが運転以外にも気が利きく」

「……うい」

　副社長が見せつけるようにタバコをくわえると、バロンがさっとライターを差し出す。運転以外の世話も任せているようだ。

「…………」

「あ、体格が良くて恐がらせちゃった？　数年前まではミドル級のボクサーだったんだ。けっこう良い成績だったんだっけ？」

「……うい。靭じん帯たいが断裂し、引退しました」

「残念だよなぁ。あ、この部分も記事になるかなぁ？　少しマニアックすぎちゃう？」

　浮かれる副社長の頭越しに、ジビアとバロンは視線を交わす。

　その時、個室に新たなワインボトルが届いた。

　出入口に近いバロンが「……うい、俺が注ぎますよ」とワインを受け取った。







　独占取材は、ジビアが体調を崩したことで終了となった。

「うぅ、気持ち悪い……」

「ごめんなぁ、飲ませすぎちゃったか」

　片手で口元を押さえるジビアに、副社長が申し訳なさそうに言葉をかける。

「バロン、この記者さんを家に送ってあげなさい」

　慌ててジビアは手を振った。

「いやいや、大丈夫ですよ」

「構わん、構わん。なに、オレは今からもう一遊びするだけさ。じゃ、紙面に載る日が決まったら、連絡よろしくぅ」

　秘書と共にご機嫌な足取りで去っていく。きっと女がいる店に行くのだろう。

　ホテルのバーの前には、バロンとジビアだけが残された。

「……うい。こちらへ」

「悪いね」

　車は地下駐車場に停とめてあるらしい。

　バロンの誘導に従い、覚束ない足取りでジビアは暗い階段を下る。足をふらつかせ、途中何度かバロンにぶつかった。彼は嫌そうにしながらもジビアを支えてくれた。

　地下まで降りると、ジビアは排水溝に駆け寄った。

「うえぇ、もう無理っ」

　胃の中のものを吐き出す。個室で口にしたもの全てが逆流した。

　ジビアの横では、バロンが顔をしかめた。

「……うい。水をお持ちしますよ」

　彼は再び階段に戻る。そして階段の途中で胸ポケットを探り始めた。しかし目的の物が見つからなったようで、うい、と小さく呻うめいた。

「探してんのは、コレか？」

　そんなバロンの背中に、ジビアが声をかける。

　彼女の指先には、複数の錠剤があった。

「睡眠薬。とんでもないもん、盛りやがったな」

「……っ」

「慌てて吐かなきゃヤバかったわ。誰かの指示か？　あの副社長じゃねぇよな？」

　ジビアの心証では完全なクロだ。

　記者が消えるという話を副社長がした時、バロンの表情に微細な変化があった。何か知っているのだ。加えて即座にワインに薬品を盛ってきた。注ぐフリをして、ボトルで手元を隠しながら薬剤を仕込んだ。

　この男、ただのドライバーではない。

「さぁ、警察に通報されたくなきゃ依頼主を吐い──」

　ジビアの言葉は中断された。

　バロンが背を向け、駆け出したのだ。階段を上っていく。

　当然みすみす逃がすジビアではない。彼女は小さく舌打ちをして、バロンの背を追いかける。酩めい酊ていも体調不良も演技だ。訓練で鍛え上げられた脚力を発揮する。

　だが、バロンもまた健脚だった。

　一階に辿たどり着くと、ホテルの従業員を突き飛ばしながら裏口へ逃げていく。

（靭帯を怪け我がしたっていうのも噓うそだな、何者だ、このドライバー）

　ますます疑惑を深め、ジビアもまた裏口から飛び出した。

　ホテルの裏手には、雑居ビルが建てられていた。古びた八階建ての建物がそびえている。バロンはその外階段を駆け上がっていた。

　ジビアは拳銃を手に、後を追いかける。このまま追い詰めて情報を吐かせるのが理想だ。

　相手は六階に逃げ込んだようだ。鍵は開いていたらしい。

「逃がすかよっ」とジビアは怒鳴り、ビル内に飛び込んで行く。

　どうやら取り壊し予定のオフィスビルのようだ。入居者はおらず、事業者用の空き室が並んでいる。電気は通っており、廊下には蛍光灯がついている。

　長い廊下には人影がない。

（……足音が消えた？　物音もしない……六階のどこかに潜んでいるのか？）

　隠れて奇襲をかける気だろうと予測し、拳銃を握りしめたまま廊下を進む。

　次の瞬間、外階段で何かが崩れる音がした。

　続いて照明が落ちる。

「あ？」

　間抜けな声をあげた直後、背後で大きな物体が動いた。反射で横に跳び、回避する。顔のスレスレを何かが通過する。

「……うい」

　バロンの静かな声が聞こえる。

　咄とっ嗟さに身を翻ひるがえし、離れようとする。が、数歩走ったところで何かに躓つまずき転んでしまった。視界が悪いせいだ。床を転がり空き室へ逃げる。

（噓だろ……もしかして、これ…………）

　誘い込まれたと気づくが、手遅れだった。ここは彼の狩場なのだ。

　──完全な暗闇。

　ビルの窓が塞がれている。外からの光が一切届かない。

　何も見えない。何も感知できない。

　ただ最小限の音だけで巨体が迫りくる殺気だけがある！

「……俺は目が見えずとも、闘える訓練を積んでいる」

　呟つぶやきの後、一旦無音の時間が流れ、背後から力強い拳が飛んできた。

　ジビアにできるのは直前で察知して、直撃を避けるだけだ。身体がひしゃげるような衝撃にふっ飛ばされる。

「暗闇の牢ろう獄ごくで逝ゆけ」

　バロンの声が届き、次の拳が迫りくる気配がした。避けようもない不可視の一撃。

（やべ……マジで何も見え──）

　光が届かない暗闇でジビアは死の予感を抱いていた。




　　　　◇◇◇




　──同時刻。ライラット王国大使館にて。




　ミータリオの一等地にある大使館ではパーティーが開かれていた。ライラット王国の建国記念日であり、このムザイア合衆国の地でも会議の出席者が他国の要人を迎え入れ、親睦を深める交流会が開かれていた。

　パーティー会場には、モニカたちのジャズバンドも招待されていた。懇意の官僚から、ぜひ彩いろどりを添えてほしいという依頼があった。王国に馴な染じみのある曲をジャズで奏かなでてほしいという奇妙なリクエストに、完璧な演奏で応えた。

　バンドのメンバーは演奏を終えた後も、会場に残り、参列者に愛あい嬌きょうを振りまいている。家族連れも何人かいるようだ。子供と一緒に楽器を奏で、身体を揺らす。バンド仲間いわく、こういった積み重ねが次回も招待されるコツという。

　モニカもまた会場に混ざり、テナーサックスの演奏技術を披露した。そうして普段は絶対見せない爽やかな笑顔を安売りする。

「もし良かったら、またパーティーに呼んでください」

　等と他国の官僚に言ってのける。

　確実に人脈を増やしていると、背後から声をかけられた。

「ねぇ、すごいね、キミの演奏。感動しちゃった」

　若い女性が立っていた。

　年齢はモニカの一回り上くらいだろう。肩を大きく露出させたドレスを身に纏まとい、長い金髪を靡なびかせている。

「どうも」とモニカは愛あい想そよく答える。「えぇと、キミは──」

「ミランダ。オジサンに連れてこられた、ただの大学生よ」

　いかにも遊び人といった軽薄さで、握手を求められる。

　モニカが握手に応えると、ミランダはおかしそうに囁ささやいてきた。

「アナタ、もしかしてお金持ちと繫つながろうとしてる？　玉たまの輿こし狙い？」

「まさか」肩をすくめる。「ボクのバンドはまだ無名なんだ。活動を広げないと」

「え、けっこう有名なバンドって聞いたけど」

「そう？　実は、加入したばかりなんだ、ボク」

　軽く舌をだし、モニカははにかむ。

　ミランダは、あはは、と白い歯を見せた。

「ウチら、気が合いそう。そう思わない？」

「今後もなにとぞ」

「良いところ案内してあげようか？」耳元で囁いてきた。「アナタが好きそうな、お金持ちが集まる場所」

　面白そうだね、とモニカは唇を舐なめた。







　二人はパーティー会場を抜け出した。ミランダが案内したのは、ミータリオの繁華街から離れた路地だった。狭い酒場と風俗店が連なる小道を進むと、一軒の喫茶店があった。

　ミランダがコインを見せると、喫茶店のマスターは店の奥に通してくれた。地下に続く階段を降りていくと、目の前に大きな扉が現れる。

　扉が開かれると、そこには大きなホールがあった。

　明るい照明の中、五十名近くの人間が顔を赤くさせ、声をあげている。

　彼らが取り囲んでいるのは、トランプ、ルーレット、サイコロ、スロットといったテーブルだ。歓声が上がる度に、色っぽい女性が大量のチップを動かしていく。

「裏カジノか」

　モニカが頰を緩める。

「いいね。人の弱みとか溢あふれてそうな感じが」

　ポーカーのテーブルには、フェムド連邦の外務事務次官とムザイア合衆国の製薬会社の社長が座っていた。他にも経済会議の出席者の姿がちらほらと見える。

　ミランダが誇らしげに笑う。

「良かったら、紹介してあげようか？　ここで演奏できるよう、手配してあげる。支配人と知り合いなのよ」

「そう？　キミ、凄すごいね？　助かるよ」

「じゃ、はい」

　すると、ミランダが何かを手渡してきた。

　掌てのひらサイズの小さな矢だった。それが三本。

「ん？　ダーツ？」

「うん。一回くらい遊んでくれないと、ウチも紹介しづらいもん。経験は？」

「さぁ、どうだろう？」

　答えをぼかして、ミランダの後に従う。

　ホールの片隅には、二つのダーツ的が掲げられていた。周囲には、ここの胴元らしき男が立っている。顔の右半分を隠した仮面をつけていた。

「とてもシンプルな遊びよ。的に投げるだけ」

　ミランダが的の前に立ち、半身の姿勢となった。

「こんな風にね」

　肘の先だけを動かすように矢を投とう擲てきする。三本連続で。

　モニカも粗方のルールは知っていた。ミランダが投げた矢は全て二十のトリプルに突き刺さっている。最も点数が高い箇所だ。二センチ四方もない隙間に三本とも突き立っている。

　ダーツの横には、大きな黒板が掲げられていた。そこに「１８０」と数字が記される。

　ミランダに倣ならい、彼女の隣の的の前に立った。胴元がにやりと口元を歪ゆがめたように見えたが、無視して矢を構えた。半身の姿勢で、肘から先の力だけで投擲する。

「こんな感じ？」

　モニカもまた二十のトリプルを、三本連続で射い貫ぬく。

　ミランダの顔が引きつった。

「……へ、へーぇ。とても上手うまいのね」

　突き刺さった矢は、仮面の男が回収してくれた。黒板にはミランダ同様「１８０」。

　その後も、ミランダとモニカは交代で三本の矢を投げ続けた。どちらも二十のトリプルを外さず、「１８０」という数字ばかりが黒板に連なっていく。

　気づけば、ギャラリーも増えていた。

「なんだ、この女共……」「わけわかんねぇ」「あんな細い隙間、普通、外すだろ」「化物かよ、こいつら」

　モニカとミランダの絶技に感嘆の声を漏らしている。

「ねぇ、これどうやって決着が着くの？」

　七ラウンドを終えると、モニカは尋ねた。二十一本連続の二十のトリプル。

　ミランダもまた同様の成績をあげ、再び矢を構える。

「本当は八ラウンドで終わるの。合計スコアが高い方が勝ち」

「同じなら？」

「延長戦ね」

「なにこのクソゲー。一生終わんないじゃん」

　飽きたような素振りで、モニカは矢を投擲する。

　勝負はあっさりと延長戦に突入。一度黒板が消されて、新たに「１８０」と記される。

　九ラウンド、十ラウンドと同じ結果が続くと、ミランダが強く舌打ちをした。

「……っ。忠告だけど、あんまり点数を稼ぎすぎない方がいいよ？」

　モニカは目を細める。

「へぇ、なんで？」

「賭けダーツだもの。負ければ、勝者の最終スコア×百ドニー、支払う羽目になる」

　モニカは改めて黒板の数字を確認する。

　十ラウンドを終え、合計値は「１８００」。それにムザイア合衆国の通貨百ドニーを掛け合わせると、男性の平均年収の四倍近くとなる。

　──そんなことだろうと思った。

　モニカの唇が動いた。

　が、彼女が表に出すのは、裏切られたような情けない顔だった。

「ひどいよ、ミランダ。賭けなんて聞いてない」

「この場所に立った時点で、そんな言い訳認められない」

　ミランダは意気揚々と矢を投げる。十一ラウンドも彼女のスコアは「１８０」。

「支払えなかったら、身体からだで払えば？　ここにはストリップショーもあるの」

「それも聞いてないな」

「大分えぐいよぉ？　人体解体も平気でしちゃうの。おっきなギロチンでね」

　そこでモニカを囲むようにして、仮面の男が増えていることに気が付いた。胴元は地元のギャング連中だろう。明らかに荒事に慣れている。敗北した相手を拘束する気か。

　ギャラリーは下品な笑みを浮かべ始める。まるでモニカの敗北を願うように。

　解体ショー。命の保証はないだろう。

「金持ちの嗜し好こうは理解できないね」

　モニカは肩をすくめて、矢を構える。

　その様子を、ミランダは嗜し虐ぎゃく的てきな笑みと共に見届けている。

「残念だけど稀まれにいるよ。アナタ程度の天才は」

「…………」

「でもね、人間は不思議ね。平然とノーミスを達成する天才でも、命が懸かった場合、すぐに調子を崩すの。もちろん、ウチは訓練されているからその心配はないけど」

「…………」

「さぁ、真実を知っても、アナタはその冷静さを保て──」

「逆に言えば」

　戯ざれ言ごとを無視して、モニカは矢を投擲する。

　矢が突き立ったのは、寸分の狂いなく二十のトリプル。

「──ボクが勝てば、キミは勝手に破滅してくれる訳だ。問題ない、何一つ問題ない」

「……っ！」

「ちょうどいいよ。キミがわざわざボクを狙った理由を聞きたくなった」

　第二、第三の矢もモニカは的中させる。

「相手が悪かったね。キミを負かし、情報を吐かせる」

「っ、調子に乗らないでくれるかなぁ？」

　始まったのは、二人の怪物のぶつかり合いだった。

　どれだけラウンドを積んでも、二人のプレイヤーはノーミスで「１８０」のスコアを叩たたき出し続ける。途中、同じ箇所を射貫かれ続けた的が割れてしまい、取り換えられる程だ。

　十五ラウンドまではギャラリーも歓声をあげ、熱狂した野次を送っていた。しかし、二十ラウンドを超えたあたりで、次第に声を失い始める。気づき始めたのだ。目の前で行われているのは、人間を超越した者同士の殺し合いということに。

　ホールにいる全ての者が集まり、勝負の行方を、固唾を吞のんで見守っている。

　だが、二十七ラウンド目、勝負に変化が起きる。

　モニカの三投目の矢が下に逸それたのだ。

「は──？」

　声が漏れる。矢が突き立ったのは、二十のシングル。

（ズレた……？）

　モニカの指先には、何のミスもなかった。なのに狙いを外した。

　空中で何かしらの要因で阻害された──そうとしか考えられない。

「んん？　残念、もう終わりなんて」

　ミランダがおかしそうに笑い、三投目の矢を構える。

　もちろん、彼女の一投目も二投目も外していない。三投目が二十一以上のスコアならば、彼女の勝利が確定する。

「そこで見てるといいよ。アナタの人生が終わる瞬間を」

　ギャラリーの期待に応えるように、彼女は勝負の矢を投擲する──。




　　　　◇◇◇




　──ジビアとモニカが敵と接触する一時間前。




　ウェストポートビルの三階で、リリィもまた会敵の予感を抱いていた。

　ハンバーガーのデリバリーを続けつつ、スパイの仕事を進めていた時である。

「あ、ごめんなさい。また入る部屋、間違えちゃいました」

「キミはよく間違えるなぁ……」

　等とお偉い方々に呆あきれられながら、彼女はビル内を自由に動き続けていた。間違えた部屋に入ると見せかけ、工作を施していく。

（よし、盗聴器のセット完了です）

　扉を開けた一瞬で、テーブルの下に機器を設置する。間抜けで学のないウェイトレスという役どころは彼女に適任だった。稀に本気で部屋を間違えるので、演技しなくて済む。

　謝りながら部屋を出て行こうとした時、「あぁ、キミ」と声をかけられた。

「っひゃい？　なんです？」

　少し緊張して答えると、相手の男性は苦笑した。合衆国の経産省の官僚だ。

「そう、身構えなくていいよ。ちょっと噂うわさを知りたくて」

「噂、ですか？」

「うん。キミは知らない？　ミータリオに現れる英雄の話。本気で困窮した時に、救いの手を差し伸べてくれるんだって。ね？　若い子の間では噂じゃないの？」

　まったく知らない話なので「さぁ、わたしは最近この国に来たので……」と惚とぼける。

　念のため、細かく噂を聞いてみたが、都市伝説じみた話だった。

　──英雄。

　──絶望の底にいる人間のみに見え、希望と自由を与える存在。

　そんな情報が都市で囁ささやかれているらしい。

　リリィは「自由を与える……あの港の女神像みたいな？」と首を傾かしげる。

　男は「そうそう。そんな存在かもね」と笑う。

　素敵な噂ではあるが、任務とは無関係だろう。一応詳細を伺い、部屋を発たった。

　英雄の姿をぼーっと妄想しながら、エレベーターに乗り込むと──、

「んっ？」

　背筋に悪お寒かんが走った。

　具体的に何かを目撃したということでもない。だが、流れる空気の変化から感じ取れるものがあった。

　リリィは乾いた唇を舐なめる。

（……経験を重ねて、わたしもスパイの『勘』とやらを会え得とくしたんでしょうね）

　思えば、クラウスは『なんとなく』の直感だよりで任務をこなす。

　自分もまた近い感覚を身に着けたようだ。

（来る……敵がっ！）

　深呼吸をして、敵の襲撃に身構える。

　エレベーターを降りた時には、まだ敵の姿はなかった。

　直感が間違いでないと確信したのは、店に戻った時だ。

「あ、リリリン。お客さんよ。アナタに聞きたいことがあるんだって」

　アルバイトの先輩に、そう告げられた。

　わざわざ自分を訪ねてくる相手に心当たりはない。

「先に抜けていいよ。すぐにビルの裏手に回ってくれる？」

「はいっ、分かりました」

　リリィは頷うなずき、店の奥にあるロッカーに向かった。

（まさか、こんな堂々と挑んでくるなんて……）

　カバンの二重底に隠している拳銃を取り出した。それをレッグホルスターに収納し、ウェイトレス制服のスカートで隠した。

　顔をはたき、リリィは覚悟を決める。

（大丈夫。先生が授けてくれた技術で、返り討ちにしてみせます……っ！）

　負ける訳にはいかない。

　他の少女もまた困難に立ち向かっているはずだ。リーダーである自身が、真っ先に乗り越えなくてどうする。

　気合いは十分。

　ビルの裏手に向かうと、スーツの上からコートを羽織った二人の男女が立っていた。リリィの知人ではない。鋭い目つきから、一般市民ではないのは明らか。顔には、暴力の世界特有の厳しさが刻まれている。

　肌で分かる──かなりの実力者だ。

　リリィはふぅっと息を吐き、スカートの上から拳銃に触れる。

「アナタたちですか？　正面から挑んでくる潔いさぎよさは認め──」

「どうも、ミータリオ警察署の者です」

「ん？」

　思わぬ単語が飛び、リリィは首を傾げる。

　警察？

　確かに、男女二人の風貌は刑事のそれだ。警察手帳をかざしている。

「…………」

　一旦黙り込んで、状況の把握に努める。

　すぐに結論は導けた。

「なるほど、まさか刑事に成りすましてやってくるなんて」

　リリィは鼻で笑った。

「ですが、そんな変装を見破れないとでも？」

「は？」

「え？」

　話が嚙かみ合わない。相手は心底、不思議そうにしている。演技ではなさそうだ。

　さすがに察した。

「も、もしかして本物の警察ですかあぁっ？」

「なに言ってんの、キミ……？」

　男性刑事は顔をしかめている。

「うーん、端的に言うと、キミに殺人容疑がかかってるから。同行してもらえる？」

「殺人容疑っ!?」

「目撃情報があんの。一昨日おととい、二人ほど拳銃で殺したって。もう令状もでてるから」

　女性刑事が懐ふところから書類を取り出し、見せつけてきた。

　紛れもない本物だった。令状には、ムザイア合衆国の裁判所が発行した押おう印いんがある。それは『リリリン』の身柄拘束を認めていた。

　だが、もちろんリリィには殺人の心当たりはない。

　ようやく理解した。十中八九、敵の仕業だ。

「こ、これは冤えん罪ざいですよ！　ガルガド帝国のスパイの陰謀です！」

　慌てて声を張り上げるが、刑事たちは顔をしかめるだけだ。

「……この子、大丈夫？」「薬物鑑定が必要ですね」

「本当なんですってばぁ！」

「あのねぇ、キミ。噓うそならもっと相応ふさわしい噓をつきなさい。ただの留学生のアルバイトを帝国のスパイとやらが狙う理由はなに？」

「そ、それはですねぇ……」

　当然、自身がスパイと言える訳もない。

「えぇと……」リリィは可愛かわいく笑った。「ほら、逆になぜだと思います？」

「逮捕だな」「逮捕ですね」

「無慈悲すぎませんかっ！　ち、近寄らないでくださ──」

　にじり寄られ、リリィが腕を振ると、腕が自身の太ふと腿ももにぶつかった。

　ゴトリ、と。

　レッグホルスターにしまった拳銃が地面に落ちた。

「「「……………………」」」

　転がる拳銃を見つめ、この場の三人は沈黙する。

　男性刑事は咳せき払ばらいをして、自分の腕時計を見つめた。

「えぇと、リリリン゠ヘップバーン」

「……はい」

「二十時四十七分、殺人容疑で逮捕」

　手錠がガチャリと両腕にかけられる。

　リリィ、逮捕。




　ジビア、モニカ、リリィ──三者三様の窮地に陥っていた。




　　　　◇◇◇




「…………」

　ティアは、マンションの窓まど際ぎわに立ち、ミータリオの夜景を見つめていた。

　嫌な胸騒ぎがやまなかった。

　メンバーからの定期報告が届かない。彼女たちは一日に一度、それぞれの方法で情報を届けてくれるはずだ。ティアとグレーテはその情報をもとに、次の指示を出す手て筈はずなのだ。

　だが、約束時間を過ぎても仲間からの情報がやってこない。

　問題が発生したのだ。ジビア、モニカ、リリィの元に不測の事態が。

「大丈夫かしら……？　ねぇ、どう判断したらいいと思う？」

　ダイニングテーブルに広げた地図を見つめるグレーテに問いかける。

　彼女もまた深刻な表情を浮かべていた。

「そうですね……わたくしたちには共通の弱点がありますから、それが懸け念ねんです」

「共通の弱点？」

　そんなものがあったのか？

　疑いの視線を向けると、グレーテは頷いた。

「わたくしたちは──守る訓練を行っていないんです」

「あぁ……」

　納得の弱点だった。

　日頃重点を置いているのは、クラウスを攻略する訓練だ。既に判明した敵の情報を集め、突撃するばかり。正体不明の敵から守る技術は鍛えていない。

「ですので、敵から攻められた時、わたくしたちは脆もろいかもしれませんね」

「……っ」

　思い出されるのは、アネット事変。

　アネットの母親の真意を見抜けず、翻弄され続けた。陸軍情報部の包囲網を突破できた一方、敵の策略に搦からめ捕とられた苦い経験がある。グレーテの指摘の通り、敵の攻撃から身を守る経験が無さすぎたのか。

　同じように仲間も負けるかもしれない。

　不吉な想像が頭を過よぎり、つい唇を嚙んでしまう。

「……ご安心を。きっと敵を捕らえ、情報を持ち帰ってくれますよ」

　するとグレーテが微笑ほほえみかけてきた。

「そのための対策は用意しております……小さなスパイたちの大きな力を」

　ティアは思い出した。街を巡ったグレーテが判断した策を。

　彼女は優しく頷いた。

「そして、なにより、わたくしたちが本領を発揮するのは──」




　　　　◇◇◇




　グレーテの策略通り、三つの戦場に変化が生まれる。




　ウェストポートビルの裏手──警察に連行され、パトカーに乗せられるリリィの元で。

「ううぅぅぅ、帝国のスパイの策略ですよぉ。嵌はめられたんですよぉ」

「まだ陰謀論を唱えているの……？」

　ガチ泣きを始めるリリィに、女性刑事が声をかける。

「ねぇ、キミ。背中にぶら下がっているヌイグルミはなに？」

　え、とリリィが首を傾かしげる。

　首を背後に回すと、猫のヌイグルミが背中に引っかかっているのが見えた。

　一体誰が置いたのか。

　不思議に思っていると、ヌイグルミが突如、煙幕を噴き出した。

「リリィの姉貴っ、俺様と逃げますよっ！」

　煙の中から楽し気な声が聞こえてきた。

　バチバチとスタンガンが鳴る音が響き、周囲の刑事が倒れ伏す。

　手を引かれるがままにリリィは駆けだし、アネットとの逃走劇が始まる。







　路地にある裏カジノ──モニカとミランダとのダーツ勝負で。

「っ！」

　ミランダが放った二十七ラウンド第三投は、矢が僅か上に逸それた。

　スコアはモニカ同様二十のシングル。これでスコアが並び、再延長が決定される。

　顔を真っ赤にさせて、ミランダは叫んだ。

「ネ、ネズミよ！　今、ウチの踝くるぶしに何かが飛びついたわ！」

「お、醜い言い訳だ」

　まるで計算通りのように、モニカがからかった。

　内心では、仲間に向けて賛辞の言葉を送っている。溢あふれかえるギャラリーの中で、彼女は拳を握り込んでいるはずだ。

（ナイスだよ、サラ。ここまで忍びこむなんて度胸あんじゃん）

　こっそりと親指を立てる。

　ギャラリーに紛れ、こっそりネズミを回収するサラが微笑んだ。







　オフィスビルの暗闇の空間──ジビアとバロンの決闘で。

　本来それは回避できない拳だった。

　訓練を受けたジビアは暗所でも問題なく行動できるが、一切の光がない暗闇となれば話が別だ。視覚が利かなければ対処しようもない。

　音を感知し迫りくるバロンの拳は、間違いなく必殺の一撃。

　──何者かに背中を引っ張られない限りは。

　その場に倒れ、ギリギリで攻撃を避ける。大きな拳が眼前を通過した。回避後、助すけっ人とに腕を引かれるがままに走り出した。

　が、助っ人もまた暗闇で何も見えないのか、壁に激突する。ゴン、という音が鳴った。

「不幸……」とエルナの呻うめき声がした。

「いや、全然不幸じゃねぇ。最高だ」

　ジビアは彼女の頭を撫なで、壁に背をつけた。部屋の隅まで辿たどり着ければ、相手がやってくる方向は制限される。

「……うい、助っ人か」

　暗闇からバロンの声が届いた。冷酷な殺し屋の殺気と共に。

「だが、何も変わらない。お前たちは、この暗闇の牢ろう獄ごくからは逃げだせない」

　そう、圧倒的な不利に変わりはない。

　闇の中を自在に動けるボクサーと殺し合い──危機的状況と言っても過言ではない。

　しかしジビアは動じない。恐れるものか。バロンより遥はるかに強い男と闘ってきたのだ。

「残念だったな。初撃であたしらを倒せなかった時点で、アンタの負けだ」

　ジビアは不敵な笑みを浮かべ、拳を構える。

　奇くしくも、それは別場所でグレーテが述べたセリフと全く同じ。

「いつだって、あたしたちが本領を発揮するのは──攻める時なんだぜ？」




　ミータリオの三つの戦場で、少女たちの反撃が始まろうとしていた。
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３章　英雄









　路地の地下にある裏カジノ──客も従業員もその苛烈な闘いに釘くぎ付づけになっていた。

　蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女モニカと遊び人の女子大生ミランダ。

　二十七ラウンドを終え、スコアは並んでいる。二十七ラウンド三投目のモニカが二十のトリプルを逃し、ようやく決着がつくと誰もが思った瞬間、ミランダもまた矢を外した。一本を除き、どちらも最高得点を叩たたき出している。

　合計スコアは両者「４８２０」。

　この時点で、敗者は四十八万ドニーの支払いが確定している。負ければ破産は確実。待ち受けるのは、人体解体のストリップショー。

　命を賭けた延長戦が続行し、観衆の誰もが固唾を吞のんでいた。

　その最中でモニカは前髪を弄りながら、戦略を立てていた。

（ちょっと、マズい状況だね……）

　問題は二十七ラウンドの三投目。

　モニカが投げた矢が、なぜか狙いの下に逸れたのだ。

（原因は風かな。空調に細工を仕掛けられていた……ここの胴元とミランダはグルってことか……まいったね。サラのネズミだって、もう警戒されているだろうし……）

　なんにせよ次に外した時、モニカは敗北するだろう。

　イカサマを打ち破れ。ミランダに勝利し、彼女の背後に潜む人物の情報を奪うのだ。

「ねぇ、まだ投げないの？」

　ミランダが勝ち誇ったように笑う。

　彼女は既に二十八ラウンド目を終えていた。当然ノーミス。スコアは「１８０」だ。

「怖おじ気けづいちゃった？　また投げた時、矢がズレないといいけどね」

「……やっぱりキミの仕業か」

「さぁ？　なんのこと？　教えてあげるよ。ここではね、的に刺さった結果が全てなの」

「心配には及ばないかな──もう攻略法は見つけた」

　煽あおられて、むしろ冷静になる。

　モニカが三本の矢を握りしめ、的の前に立つ。

　的を見つめると、ちょうど正面に埃ほこりが舞っていた。空中で不規則な変化を見せている。やはりモニカの的の前だけ、風が吹き荒れているようだ。

　風を読むような真ま似ねはできない。

　モニカが選択したのは、恐ろしくシンプルな解法だった。

「は？」とギャラリーが惚ほうける。

　それは本来ならば、ありえない所作だった。モニカは両手を高々と上げる。そして左膝を曲げ、腰の高さまで上げた。身体からだを後方に傾け、反動をつける。

　啞あ然ぜんとする空気の中、モニカは思いっきり腕を振り、矢を投げた。

　ダンッ、と大きな音が轟とどろいた。矢は狙い通りに的を貫く。

「お、うまくいった」とモニカは笑った。

　目の前で行われた奇跡に、ギャラリーはこの日最大の驚きょう愕がくを見せる。

　彼らの脳裏にあるのは、ムザイア合衆国の国民的スポーツだった。

　ミランダが呆ぼう然ぜんとする。「アナタ、それ……」

「昨日テレビ中継を見たよ。ワインドアップ投法って言うんでしょ？」

　野球の投球フォームだった。

　全身のバネを用いて、オーバースローで矢を放つ。投手が投げる剛速球のように、モニカの矢もまた風を切り裂いた。

　これならば、どんな妨害も意味を成さない。

　二投目、三投目もまた、矢は豪快な音を立てて、二十のトリプルを射い貫ぬいた。

「────！」

　ミランダが絶句する。

　ギャラリーも同様だ。その投とう擲てきは、ダーツの常識では考えられないフォーム。コントロールなどつくはずもない。

「こんな奇跡……っ！　続く訳がないっ！」ミランダが悲鳴をあげる。

「続くけど？」

　その後は、モニカの予告通りの光景が成される。

　二十九ラウンド目、三十ラウンド目、三十一ラウンド目、三十二ラウンド目、モニカはオーバースローの投擲フォームで、最高スコアを弾はじき出していく。対してミランダも正確なフォームでダーツを投げ続け、食らいついていった。

　こうなると、ギャラリーは自然とモニカに気持ちが傾いていく。見たことのないダーツ技術を見せるモニカのプレーに心を奪われる。完璧ではあるが単調であるミランダの投擲は、次第に注目されなくなる。

　モニカが投げるたびに歓声が轟とどろいた。

　ホールは再び熱狂を取り戻していた。

　更にギャラリーを沸かせたのは、三十三ラウンド目──。

「これじゃ一生、勝負がつかないな」

　モニカが提案した。

「ねぇ？　次からは三本同時に投げるっていうのはどう？」

「……バカじゃないの？」

「ビビってる？　ボクは余裕だけどね」

　言うが早いか、モニカは三本の矢を一度に握り込み、オーバースローで投擲する。

　全ての矢は違たがわず突き刺さり、再びスコアは「１８０」。

　更なる神業にギャラリーから拍手が沸き起こった。モニカは手を振り、観客を煽る。

　自然とミランダのプレーに期待が集まるが──。

「……ウチはやらないよ。そんな曲芸」

　彼女は型通りに一本ずつ投げることを選択する。無難に最高得点を獲得した。

　ブーイングが沸き起こる。

　ミランダに対し「腰抜けっ」と野次が飛んだ。

　三十四ラウンド目、三十五ラウンド目、三十六ラウンド目、モニカは三本同時のオーバースローでの最高スコアを獲得。ギャラリーの声援に応えていく。

　反対に、ミランダに浴びせられるのは罵声だった。つまらない彼女の投擲を邪魔するように「ビビんじゃねぇ」と揶や揄ゆの言葉が投げかけられる。

　さすがのミランダも投げにくそうだ。額に汗をかき始める。

　容赦なく、モニカは追い打ちをかける。

（今だよ、サラ）

　ミランダが集中を欠いたと読んだ時、ハンドサインを送った。

　傍観者たちの視界の隙間を縫うように、一匹のネズミが足元を駆けていく。そして、投げる寸前のミランダの左足に完璧なタイミングで飛びついた。

　これで決まったな、とモニカも勝利を予想する。

「──シッ！」

　しかしミランダは揺るがなかった。

　予想を覆くつがえし、三投目もまた二十のトリプルに命中。

「…………っ」

　モニカは息を吞む。

　ミランダの踵かかとには、血が滲にじんでいた。ネズミが歯を立てて、嚙かみついたのだ。

　だが、彼女は物ともしなかった。ブーイングも、サラの奇襲も。

「意外って顔をしているね？　勝ったと思った？」

「…………」

「無駄よ。もう、どんな揺さぶりもウチには効かない」

　会話を交わしながら、ミランダは次の矢を構えた。

　三十七ラウンド目。彼女は一本、一本、慎重に投擲を重ねる。

「ウチにはね、何万、何十万と投げてきた努力がある。アナタが何をしようと、それを信じるだけでいい」

　一ラウンド目からまったく変わらないリズム、速度、軌道だった。

　まるで精密機械のように、まったく同じ投擲を繰り返す。

「努力ねぇ。そこがボクとの差って訳だ」

　対してモニカは三本投げで一瞬のうちにラウンドを終わらせる。誰にも真似できないスーパープレーだ。

　両者は対照のフォームで延長戦は続いていく。

　三十八ラウンド目。

「そう、だからね──疲れないの」

　ミランダは笑う。

「攻略法は分かった。アナタが三本投げなんて曲芸を続ける理由は、パフォーマンスじゃない。投げる回数を減らすためよ。そのフォームは腕にかなり負担をかけるから」

「…………」

「いずれミスをする。どんな天才でも、疲労からは逃れられない」

　図星だった。

　風の妨害を避けるため、全力で投げ続けなければならないモニカ。それに対し、型通りのフォームを淡々と行えばいいミランダ。どっちが先に疲弊するのかは、明らかだ。

　三十九ラウンド目、四十ラウンド目、四十一ラウンド目。

「ねぇ、そろそろ辛つらくなってきたんじゃない？」

「疲れるのは、キミだって同じだろう？」

「さっきも言ったでしょ？　ウチは疲れないって」

　四十二ラウンド目、四十三ラウンド目、四十四ラウンド目。

「アナタには分からないよ……ウチがどれだけの時間、この技術を磨いてきたのか…………疲れる？　そんな訳ないじゃん。千本投げたって外さないよ」

「なんで、そこまで……？」

「──激痛だよ」

「激痛？」

「頭で男が囁ささやくの……【鍛錬を続けなさい】って……逆らうと、激痛がやってくる……あの男の……心を壊す痛みがくる……ウチは投げ続けないといけない……全てを犠牲にしても……そういう風に運命は決まっているの」

　四十五ラウンド目。

「……地獄だよ……でもね身体が勝手に動いている……痛いのは嫌だから、絶対に……恐くて涙が出るから……だから勝たなくちゃいけない……」

「…………」

「ウチは信じているよ。努力を積み重ねればね、どんな逆境も超えられるって！」

　四十六ラウンド目の投擲を終え、モニカは息をついた。

　会話の中で少しずつ見えてきた──黒幕の姿。

　モニカは自身の右腕を揉もむ。強がりを続けてはいられない。ミランダの予測通り、そろそろ疲労が溜たまり始めてきた。慣れない運動の連続で筋肉が硬くなっている。

　──形勢は不利だ。相手は疲れることもない。そして、どんな揺さぶりも通じない。

　長期戦になれば、モニカが消耗していくだけ。

　四十七ラウンド目は、戦術を変えることを余儀なくされた。

　三本投げをやめ、矢を一本だけ握りしめた。

「んん、また一本投げに戻すの？」ミランダに嘲笑あざわらわれる。

「まぁね」

「疲労でのミスが恐こわいんでしょ？　でも、それは投擲回数を増やす悪手かな？」

　失敗するリスクを避けるため、三本投げは行えない。だが、一ラウンドで三回も投げなればならないのは、この長期戦では過酷な選択だった。

　モニカは自嘲気味に口元を緩める。

（あーぁ、リリィみたいに毒でもあれば、楽勝なのにな）

　ないものねだりだ。だが、彼女ならば逆転できるはずだ。自身のみが効かない毒ガスという反則攻撃を使えば、ミランダを攻略できる。

　──モニカにはない。

　一応、彼女にも特技らしい特技はある。『盗撮』。それが、仲間にも秘密にしているモニカの力だ。人並み外れた演算技術と機械のような精密動作、時には鏡の反射を用いて、動くターゲットを捕捉する。

　スパイの世界では重宝されるスキル──しかし、ただの技術だ。

　特異体質でも、出自に関わる特別な能力でもない。

　強力とは言い難がたい、中ちゅう途と半はん端ぱな特技だけだ。

（こんなクソザコスキルでよく戦っているよね、ボク）

　自嘲しながら、投擲を続ける。

　四十八ラウンド目、四十九ラウンド目と勝負は続く。

　モニカの投擲に異変が表れたのは、五十ラウンド目の第二投だった。

「っ！」

　投げた瞬間、咄とっ嗟さにモニカは顔を歪ゆがめ、右腕を押さえる。

　矢は右上に逸それる。刺さった箇所は一のシングル。スコアは僅か「１」。

「とうとう限界ね」

　対してミランダは第二投までキッチリと二十のトリプルを決めている。つまり彼女が三投目を外さなければ、モニカの敗北が確定する。

　合計スコアは九千近く。当然支払える額ではない。

「いい瞬間ね。努力が才能を凌りょう駕がするなんて、実に気持ちいいわ」

　余裕の笑みと共に、ミランダは三投目の構えに入る。

　決着がつこうとしていた。

　ギャラリーにどよめきが起こる。その大衆に紛れ、サラの顔が見える。精一杯の背伸びをして、口パクでメッセージを伝えてくれた。

「モニカ先輩、逃げてくださいっ！」

　モニカの理性でも、その選択は妥当に思えた。尻尾を巻いて逃げてしまえばいい。プライドなど捨てればいい。既に仮面をつけた黒服に取り囲まれているが、脱出の可能性は僅かなりに残されている。

　しかし、モニカは右腕を押さえたまま動かなかった。

「ダメなんだよ、努力だけじゃ」

　ハッキリ告げる。

　動作を止めるミランダに対し、モニカは言葉を続ける。

「キミの鍛錬は否定しない。でも、それだけじゃ不足なんだ」

　ミランダは眉をひそめる。

「突然何を言いだすの……？」

「ムカつく、キミが。キミのクソ価値観が」

「は？」

「『努力でどんな逆境も超えられる』だっけ？　馬鹿なの？　この痛みに満ちた世界に、環境や才能に恵まれず命を落とす者がどれだけいると思ってんだよ」

　頭にあるのは、世界最強を自称する男。

　彼は知っているはずだ。個人では太刀打ちできない理不尽を。なす術すべなく死んだ人間を。鍛錬を積むチャンスさえ得られない子供を。才能がなく潰ついえた命を。

　だから、モニカたちと出会った時に説いた。

『お前たちは無限の可能性を秘めている』と。

　最初から彼が尊重したのは──才能だった。

「あるんだよ、努力だけじゃ絶対に超えられない壁が」

　考えれば一瞬で分かる。

　凡人が努力を積んだだけで、クラウスに勝てるのか？　答えはノーだ。

（あの男と会えば、努力の限界なんて一瞬で悟るんだよ……っ！）

　それが、この数か月で彼女が学んだこと。

　モニカは舌打ちをする。

「不愉快だ。キミだって天才のくせに、凡人のように振る舞うな」

「……戯ざれ言ごとは終わりかな？　最後の揺さぶりに懸けたの？」

　ミランダは一笑に付し、矢を投げる。

「無駄。これでゲームセットよっ！」

　矢がミランダの指先から離れた瞬間、モニカは矢を構えた。

「キミの敗因を教えてやる。キミは努力じゃなく──自身の才能を信じるべきだった」

　ミランダは間違えた。

　挑発にのり、三投目を急せいただけでない。最後まで努力に縋すがった。だから、彼女は三投目も同じフォームを選択する。同じ発射点。同じスピード。同じ軌道。

　もしミランダが、ほんの少し構えをずらしていれば、結果は変わったはずだ。

　変幻自在のモニカに対し、同じフォームなど迂う闊かつすぎる！

　同タイミングで、モニカも三投目を投とう擲てきする。

　狙いは的ではなく──ミランダの矢。

「はっ？」

　ミランダが悲鳴をあげる。

　疲労は演技だ。モニカの体力にはまだ余裕がある。その余裕を全て捨てるように彼女が放った矢は、猛スピードで飛来し、ミランダの矢を撃ち落とす。弾はじかれたモニカの矢は軌道がズレ、空中を回転する。

　その矢の行方を見ながら、モニカは思い返していた。

（努力には限界がある……凡人は天才を上回れない……）

　クラウスと出会い、モニカが痛感したこと。

　別次元の人間と相対し、悟ったこと。

（けれど、クラウスさんはボクを選んだ。そのくせ何度も褒めやがる）

　本心から告げるように、彼は唱え続けた。

　幾度となく『──極上だ』と。

（だったら、認めるだけだよね。自分自身が天才だってことを）

　モニカが最後に信じたのは、自身の才能。

　百五十もの回数機械のように変わらないミランダの投擲を見続け、編み出した超難度技。

　モニカは確信していた。自分ならば実現できる、と。

　ミランダの矢を弾いた、モニカの矢は宙を舞い、狙い通りの位置に向かった。一投目に投げた矢に重なるようにして、三投目は的に突き立つ。

「噓うそ……」

「キミが言ったはずだよね？　『ここでは、的に刺さった結果が全て』だって」

　五十ラウンドが終了する。

　モニカの最終スコアは「８９０１」。対して、ミランダは「８９００」。

　観衆が雄お叫たけびを上げる。二時間近くにわたって行われた激戦に、ようやく終止符が打たれたのだ。後方ではサラが涙目になり、拍手を送っている。

　ミランダが膝から崩れ落ちる。

　そんな彼女を見下ろし、モニカが告げた。

「ボクの勝ちだ」

「…………っ」

「さぁ、金を支払ってもらおうか？　無理ならストリップショーで稼いできな？」

　ミランダの表情が歪んだ。

　モニカは宣告する。

「嫌なら、ボクが金を貸してやるよ。キミに指示を出した雇い主の情報と引き換えに」

　相手には命令を下した黒幕がいる。少しでも怪しい素振りのある者を始末するよう命令したのだろう。もし黒幕が『紫むらさき蟻あり』なら一気に近づける。

　そう期待し、言葉を吐くのを待ったが──。




　──ミランダが突如、自身の首元にダーツの矢を突き立てた。




「……っ！」

　さすがのモニカも驚きょう愕がくし、すぐに彼女の腕を摑つかんだ。

「何やってるの？　死ぬ必要なんてないっ」

「ダメ……」ミランダは首を横に振る。「そう決められてるの……」

「どういうこと？」

「『負けたら死ぬように』って……あの人が言うの……じゃないと痛いのが来る……お仕置きが来る……嫌だ……死んだ方がマシ……もう身体からだが言うこと聞かないの……」

　モニカの制止に抵抗し、ミランダは自死を続行しようとする。

　泣きながらも首筋に矢を突き立てる行動を止めない。

「お仕置きだけは、嫌だよぉ……」

「──っ」

　身体のうちから怒りが湧き起こる。ようやく悟れたのだ。

　ミランダはただの一般市民だ。黒幕の拷問で、兵隊に改造されたに過ぎない。

　本当の彼女は、遊び好きで、ダーツの才能がある、親しみやすい女子大生のはずだ。

　首から血を流し、ミランダはうわ言のように呟つぶやく。

「……あぁ、英雄は来ないのかなぁ？」

「は？」

「昔、誰かに教わったの。絶望の底にいる時に、救ってくれる英雄が絶対に現れるって。やっぱり噓だったのかな……？　その言葉がずっと耳に残っているのに……」

　まるで絵物語のような言葉を口にする。

　そろそろ限界だろうと判断した。

　モニカはミランダの首筋を手刀で打ち、意識を失わせた。だが、昏こん倒とうしても彼女はダーツの矢を強く握り続けていた。それこそが使命のように。

「手当お願い。グルなんだろ？　また自殺しかけたら止めて。ボクの取り分は要らない」

　モニカは、裏カジノの従業員たちに告げた。

　だが、それで解決になるとは思えない。意識を取り戻せば、ミランダは即座に自死を続行するはずだ。彼女を救う手立ては存在しない。黒幕を殺す以外には。

　啞あ然ぜんとするギャラリーに背を向け、モニカが呟く。

「サラ、行こう。今見たことを情報班に伝えないと」

「……そうっすね」

　彼女と並んで、地上に戻っていく。

　階段を上りきるまで二人は何も口にしなかった。

　勝利こそ収めたが、気持ちのいい結末ではなかった。大した情報も得られなかった。ただの女子大生を甚いた振ぶった後味の悪い結果が残されただけだ。

　モニカは取り出した手帳に暗号文を綴つづり、切れ端をサラに渡した。サラは帽子からペットの鳩はとを取り出し、彼の足に報告書を結びつける。鳩は羽ばたき、情報班が滞在するマンションの方向へ飛んでいった。

「で、でも！」

　報告を済ませたところで、サラが気を遣ったように明るい声を出した。

「凄すごかったっすね！　モニカ先輩、改めて尊敬するっす」

「どうも、キミのサポートも中々だったよ」

「え、いやいや！　自分は正直、些さ細さいなことしか──」

「ボクは、キミにも天才の自覚を持ってほしいけどね」

「……？」

「ま、今回は助けられたし、任務が終わったら、ボクが直接指導してあげるよ。ガキとバカだらけの『灯ともしび』で、キミはよくやってる方だ」

「ほ、本当っすか？」

　サラが嬉うれしそうに顔を赤らめる。

　それから、モニカはポケットからダーツの矢を取り出した。指先でくるくると回した。

「あ、一本借りてきたんすか？」サラが笑いかける。

「うん、これを機に始めてみようと思ってね」モニカが得意げに頷うなずく。

「え……始める？」

「そうだよ。けっこう上手だったでしょ？　ダーツ初体験にしては」

　口を開けたまま固まるサラに対し、モニカは微笑ほほえんだ。




　裏カジノで行われた闘いは「モニカ・サラ」コンビの勝利。

　しかし次の瞬間、彼女たちに待ち受けていたのは──。




　　　　◇◇◇




「ジビア・エルナ」コンビの闘いは熾し烈れつを極めていた。

　一切の光が封じられたビルの中で頼れるのは、視覚以外の感覚のみ。

　二人に立ちはだかるバロンは、暗闇でも問題なく動けるようだ。ジビアたちの呼吸音を聞き分け、距離を測っている。音もなく移動し、ターゲットを仕留めるスタイルか。

　殺気を消したまま肉薄し、ボクシングで磨かれた拳を突き出してくる。まともに喰くらってしまえば一発で昏倒に追い込まれることは確実だった。

　対して立ち向かえたのは、ジビアの身体能力と──。

「左から来るのっ」

　エルナの超直感だった。

　その声に反応し、ジビアは咄とっ嗟さに身をかがめて蹴りを放つ。

　足の先が当たれば、相手のおおよその位置は察知できる。

　すかさず銃弾を放った。暗闇に一瞬だけ、火が噴き、バロンの顔が浮かび上がる。

　相手もまた追い詰めたはずの獲物の反撃に困惑しているようだ。

「……虫ケラめが」

　狙いがつけられなかったせいで、致命傷にはならなかったようだ。バロンは慌てて場所を移動したようだ。足音が響き、また闇に姿を消していく。

　ジビアはエルナを背中に回し、壁と自分で挟むような配置を取っていた。彼女自身が居場所を移動させる必要はない。どうせ相手には、位置がバレているのだ。

　暗闇での死闘は一進一退が続いていた。

「エルナ、お前の意見を聞かせてくれ」

　ジビアが尋ねた。

「今の状況を打開するにはどうしたらいい？」

　一筋縄ではいかない状況なら、自分の頭脳よりも仲間に頼った方がいいと判断する。グレーテほどではないにせよ、エルナも十分に頭の回転が速いのだ。

　相談はバロンに聞こえるだろうが、仕方がない。相手は地獄耳だ。小声で話しても聞かれてしまうだろう。

「一旦、退くしかないの」

　エルナは即答してくれた。

　パニックになってもおかしくない窮地でも、冷静な解説をしてくれる。

「入ってきた扉は塞がれたから、別の出口からなの。ここで闘うのは不利すぎるの」

「悔しいが仕方ねぇか。このままじゃ勝ち筋も見えねぇ」

「負ける訳ではないの。勝つための退却なの」

「おぅ、良い事言うな。でも一個聞きたいんだが──」

「の？」

「──出口ってどこだ？」

「………………………………」

　当然、視界が利かないので逃げ道が分かるはずもない。ここは初めて入るビルだ。既に闇雲に移動しており、現在地も分からない状態だ。

　背後でエルナが嘆いた。

「不幸……」

「うん、ま、今回ばかりは仕方ねぇ」

　とりあえずは、この闇の中で闘い続ける必要がありそうだ。手探りで動くのも現状、リスクが高すぎる。バロンが向かってくる方向を予想できない。

　またエルナが「前からなの」と口にした。

　攻撃タイミングを予想して壁伝いに移動する。物が動く僅かな空気の流れを感じ取り、銃弾を放つ。視界が利かない中、発砲音がいやに大きく響いた。

　だが、弾は見当外れの箇所に当たったようだ。

　暗闇の中、バロンの拳が迫りくる！

　受け止めるだけが精一杯だった。ジャブとフックのコンビネーションを腕で捌さばき切り、エルナに引っ張られる方向に移動する。

「……うい。勘が良い」バロンの不気味な呟きが聞こえてくる。

　防いだ腕が痺しびれている。内出血は確実だろう。

　牽けん制せいの銃弾を放つと、バロンは再び距離を取った。お手本のようなヒットアンドアウェイ。彼のボクシングのファイトスタイルなのかもしれない。

　今度は間を置かずに攻めてくる。

　エルナの指示もギリギリだった。バロンの靴が擦れる音が聞こえなかったら、終わっていた。顔面めがけての拳を間一髪で避け、這はうように逃げのびた。

（このままじゃ限界が来んぞ……！）

　ただでさえ近接戦闘では分が悪い相手だ。エルナの直感があったとしても、暗闇での戦いは一方的に近い。銃弾が尽きたら逃走も厳しくなる。

「の……」とエルナの不安そうな声が聞こえてくる。

　暗闇で彼女に向かって腕を伸ばし、手を繫つなぐと、彼女の導きに従い、部屋を駆けた。ほどなくエルナが壁に激突する。再び壁を背につけ、バロンの襲撃に備える。

「なぁ、バロンさん！」

　たまらず声を張り上げた。

「……うい？」

　暗闇のどこかから返事があった。

　一瞬、声の方向に発砲することを考えたが、さすがに勘頼りに貴重な銃弾は使えない。

「アンタ、なんでこんなことしてんだよ？」

　代わりに問いかける。

「どう考えても現役でもやれるボクサーだろ。なんで暗殺稼か業ぎょうに手染めてんだ？」

　副社長の話では、怪け我がで引退としたらしいが、それは噓うそだろう。間違いなく彼は今こそが全盛期だ。

　バロンの返事は素っ気なかった。

「……うい。伝える義理はない」

「そうかい」

　ジビアが肩をすくめると、バロンのため息が聞こえてきた。

「……そもそも貴様も同じだろう？　表舞台では生きられない人間だ」

　重たい口調だった。

「俺たちはどこにも行けない。ただ闇の中を蠢くのみ──違うか？」

　声には諦念に似た決意があった。

　強い期待はなかったが、説得は難しそうだ。闘いは避けられない。

　話は終わりだ、と言わんばかりにバロンの呼吸音が消えた。また闇に紛れて、襲う準備を整えているようだ。

　ジビアもまた覚悟を決める。

　しばし無音の時間が流れた。視界がない状況で音さえないと、まるでここが世界の終わりのように思えてくる。メインストリートの煌きらびやかな広告の光も、渋滞のクラクションも、この空間には届いてこない。

　エルナが「右な、の？」と呟つぶやいた。これまでと微妙にイントネーションが違う。

　ジビアもまた察した。

　相手が攻撃パターンを変えてきた。拳が迫る感覚はあるが、さきほどとは異なる。全神経を集中させ、その違和を感じ取る。

　バロンが狙っているのは、ジビア──ではなくエルナ。

　身体能力が高いジビアではなく、先に弱い方を襲う手段に打って出た。

　無音の身のこなしでジビアの横を通り抜け、相棒を狙うバロンに──、

「ざけんなっ!!」

　──ジビアは豪快な後ろ回し蹴りを放った。

　人並み外れた身体能力による超反応。

　その攻撃は完全な当てずっぽうだったが、バロンの顔面に命中する感覚があった。これまでの攻撃のタイミングに対し、自然と身体からだが動いていたのだろう。

「あたしの仲間に手を出してんじゃねぇっ！」

　会心の一撃。

　正確に捉えられなかったバロンに、ようやく攻撃を当てられた。

　だが──。

「……うい。挑発に乗るとは幼いな」

　全て彼の読み通りだったようだ。

　バロンはジビアの攻撃を受けることを決めていたらしい。顔に放った蹴りを摑つかまれ、バランスを崩される。

　ジビアは咄嗟にバロンへ腕を伸ばした。

「終わりだ」

　空中に浮いたジビアの腹部に、バロンの拳が突き刺さった。

　鳩尾みぞおちだった。完全に呼吸が止まり、脳が真っ白に染まる。

　気づけば床に墜落し、身体を強く打っていた。埃ほこりだらけの床を転がり、ようやく身体が止まる頃には、四肢に力が入らなくなっていた。

「ジビアお姉ちゃん……っ」

　エルナの声は悲ひ愴そう的てきだった。

「いや」

　その彼女を哀かなしませないよう、ジビアは痛みを堪えて笑ってみせる。

「──もう盗んだ」

　闇が照らされる。

　細い火が部屋の全体像を照らし出す。放置されたオフィスデスクと、目を丸くするエルナと、啞あ然ぜんとした表情のバロンの姿が現れる。

　ジビアの手にあったのはライターだった。

「貴様……」バロンが呻うめく。

　覚えていた。バロンが副社長のタバコの火を灯ともした時に使用したライターと、それを彼がどのポケットにしまったのか。

　ライターの僅かな光を頼りに目を凝らす。部屋の壁には地図が掲げられていた。

（見えた、出口…………っ！）

　モタモタしている暇はない。ライターの燃料が消えたら、もう終わりだ。

　ジビアは全身に力を入れ直すと、立ち上がる。そして、エルナの腕を引き駆け出した。




　　　　◇◇◇




　駆け出した少女たちを、バロンは冷静に見つめた。追いかけ始める。しかし決して全力は出さない。敵が握るライターの明かりの方向へ、決して距離を詰め過ぎないよう走る。

「このまま脱出すんぞ」と『ジビア』と呼ばれた少女が笑っている。

　その声は明るく、勝利の確信に満ちていた。

　一旦暗闇から抜け出し、態勢を整える算段なのだろう。

（いや……）バロンは悔しそうな演技を続けたまま考える。（脱出などできない）

　所詮、少女の浅知恵など恐れるに足りない。

　──ここまでの全てがバロンの計算通りだった。

（お前は、目立ちすぎた。お前は、自らの情報を全て明かしている）

　偶然ではあるが、バロンは目撃していた。

　疑惑の政治家へ果敢に突撃取材をする見習い記者を。すぐに警戒し、性格から行動パターンを割り出した。バロンが仕える副社長に近づいた手段から、彼女にスリの才能があることも予想がついた。

　全てを完璧に組み立てていたのだ。

（お前の蛮勇さがあれば、俺に立ち向かってくることは予想がつく。ライターを真っ先に盗もうとするだろう。暗闇の中で人間が真っ先に考えそうなことだ）

　バロンは、ライターを握りしめて走るジビアを見つめる。

（──目に飛び込んだ地図の記述にそのまま従う）

　決して能力は低くない。一瞬で見たものを記憶できる訓練を積んでいるようだ。

　ただ残念ながら、彼女には思慮深さが欠けている。

（地図には五階に降りる階段が記されている。『消火器』の角を右に曲がり、『給湯室』を通り過ぎれば、非常階段に辿たどり着けると……）

　バロンは拳を握りしめた。




（だが、その非常階段こそが俺が仕込んだ罠わななのだ……！）




　一歩足を踏み入れれば、張られたピアノ線で切り刻まれるだろう。階段を下ろうとする慣性と重力に逆らえず、身体はズタズタになる。

　後は、少女たちを追い込めばいい。

　敵は格闘の腕前や聴力に注目しがちだが、バロンの真の武器はこのクレバーな頭脳だった。狙った相手を的確に追い込み、有利を保ったまま罠に嵌はめる。

「……うい。待て……」

　凄すごんだ声で少女たちを追い立てる。決して追い付かないよう、息を切らす演技をして。

「待つわけねぇだろ」とジビアの答えが返ってくる。

　それでいい、とバロンはほくそ笑んだ。

　一秒でも早く光が見たい、と足搔あがけばいい。闇から逃げたいと求めればいい。

　強いて警戒するなら、ジビアではなく小さなガキだろう。やけに五感に長たけた彼女ならば、万が一にもピアノ線の罠を悟るかもしれない。

　だが、執しつ拗ように追い込まれた状態で、その能力が発揮できるのか見物だった。

「ジビアお姉ちゃん、急ぐの……」

　案の定、ライターの火を頼りに走る彼女は額に大きな汗を流している。ストレス状態が続き、冷静な判断を下せるとは思えない。

　暗闇での殺し合いは、相手に多大なストレスを与える。思考さえも狭める。

　バロンは勝利を確信する。

（貴様たちは、この闇から脱出できない……俺が作った牢ろう獄ごくで息絶える……）

　楽し気に目を見開いた。

（貴様はどこにも辿り着けない……っ！）

　あと数メートル進んだところに、非常階段は存在する。

　ジビアたちは廊下を駆け抜け、消火器がある曲がり角に足を踏み入れたところで──、




「いや、やっぱ違うな」




　とジビアが足を止めた。

　信じられない行動だった。ほんの少し進めば脱出できる状態でなぜ停止するのか。

「……なんだ、と？」と口から漏れ出ていた。

　まだ階段に辿り着いていない以上、罠を察知できるはずもない。相方の指示でもなさそうだ。彼女もまたジビアに対し「のっ？」と驚きょう愕がくの声を上げている。

　ジビアは上着を廊下に脱ぎ捨てると、それに向かって火が点ついたままのライターを投げた。あっという間に引火し、彼女の上着が燃え上がる。

「こんだけ炎があれば、三分は闘えるな。アンタにとっても十分な時間だろう？」

　その明かりに照らされ、彼女の不敵な笑みが浮かび上がる。

　バロンは目を見開いていた。

（なぜ自ら留まろうとする？　火が尽きれば、また闇に包まれるというのに……）

　彼女の心変わりの理由がまったく読めない。

「……貴様、暗闇が恐こわくないのか？」

　駆け引きでもなく、率直な疑問をぶつけていた。

「別に恐かねぇだろ、子供じゃねぇんだから」

　ジビアはせせら笑う。

「逃げるなんざ卑ひ怯きょうな手は好まねぇだけだ……ん、銃も要らねぇな。ここからは肉弾戦で行こうぜ？」

「っ！」

　更にバロンの計算を超えた行動を取り続ける。

　懐ふところから拳銃を取り出すと、それを仲間の元に放り投げる。ナイフまで地面に置き、乾いた音がフロアに響いた。

（分からない……なぜ、コイツはこんな非合理な手段を取る……？）

　心臓の鼓動が速まっている。身体がカッと熱くなり、全身から汗が噴き出した。

　計算が崩れていく。全てを手の内に収めたと確信した相手が解き放たれ、理解できない存在へ成り上がる。

（殺し合いに卑怯もあるか……コイツはスポーツとでも思っているのか？）

　肉弾戦にバロンが付き合う義理はない。彼は拳銃を所持している。射殺してしまえばいい。これまで控えていたのは、ただ暗闇で狙撃できる技術がなかったに過ぎない。

　ジャケットに腕を伸ばした時には、既にジビアは距離を詰めていた。

「アンタは──っ！」

　ジビアが躊躇なく拳を打ち込んでくる。

「ずっと苦しそうだな。余裕を一ミリも感じねぇ！」

　その声には、まるで格闘を楽しむような意気がある。やはりバロンの常識を超えている。彼女は俊敏な動きで、連続で拳とローキックのコンビネーションを繰り出してくる。

　その攻撃を凌しのぎながら、バロンは呻いた。

「余裕なぞ……要らん……」

　脳裏にあるのは、あの男の暴力。




　一家団だん欒らんのクリスマスの場に、あの男が手下を引き連れて現れた。理由が分からぬままに捕縛され、バロンの家族は苛烈な暴力に晒さらされた。家族が悲鳴をあげる様を、バロンは見ることしかできなかった。




「……息子の絶叫を聞いたことがあるか？　……妻の命乞いを耳にしたことは？　あの激痛が、脳を焦がし尽くす『激痛』を、家族に向けられた痛みなど分かるものか……」




　十時間の暴力の末、精神が憔しょう悴すいしきった頃、男は囁ささやいた。

　──【オレの《働はたらき蟻あり》となり、スパイを殺し続けてください】

　従うしかなかった。身体からだが勝手に動いていた。もう自身はあの男の操り人形でしかなかった。人殺しなど躊躇ためらわない。ボクサーだった経験を活いかし、暗殺術を身に着けた。




「……殺す…………俺は、お前を殺して、家族を救う……」

　近接戦闘はむしろ望むところだ。

　ジビアの攻撃を振り切ると、体格差を活かし、覆おおい被かぶさるように彼女に飛び込んだ。互いに互いの肩を摑つかみ合い、押し合う形となる。

　力ならバロンが負ける道理がない。ジビアも女にしては破格の腕力があるようだが、バロンには敵かなわない。彼女の身体を押していく。壁かべ際ぎわまで追い込み、首を絞める算段だ。

「家族か」

　しかし、この状況でもジビアの顔には笑みがあった。

「分かるよ。あたしも家族を救いたかった。弟や妹を救いたかった」

「なら……なぜ笑う……？」

「後悔だよ。焦あせってガムシャラに進んでも失敗ばかりだった。足りねぇ脳みそ回しても何も見えなかった。絶望に立たされ、未来なんて何も信じられなかった」

　彼女の瞳は、凜りん然ぜんと輝いている。

「けどな、あたしに『極上だ』って言ってくれた奴がいたんだ」

「……っ」

「その言葉で心にゆとりが生まれてんだ──今のあたしは素敵な楽天家だぜ」

　バロンには理解できない台詞せりふだった。

　彼に与えられたのは、正体不明の男が告げる指令のみ。

　──【殺し尽くしなさい】【負ければ、命を絶ちなさい】【家族を助けたければ】

　三年間、バロンは殺人を繰り返した。

　スパイ技術を磨き、敵の情報を得る手段を会え得とくし、近接格闘で相手の首をへし折る角度も知った。音を頼りに暗闇で自在に動く術も体得した。それでも一か月に一度、電話が鳴った。受話器越しに聞かされるのは、妻と息子の悲鳴だった。

「……なら、その能天気な頭のままで逝ゆけ。この暗闇で朽ち果てろ」

「違うな。あたしはどこへだって行ける」

　その戯ざれ言ごとを否定するように、バロンは壁際にジビアを追い詰める。

「……終わりだ」

　そして、その細い首筋に手を伸ばした。

　直後、視界に動く金髪が見えた。

　反射的にジビアから腕を離した。直後、空気が割れるような轟ごう音おんが鳴り、弾丸が顔を掠かすめた。巨大な弾だ。通過する際の空気の流れで、顔が熱くなるほどに。

　通過した弾丸は、壁に大きくめり込んだ。

（マグナム弾……？　ゴツイ銃を使う……）

　バロンは、金髪の少女を確認する。

　射撃の衝撃に耐えられなかったのか、ゴロゴロと後方に転がっている。体たい軀くの割に、大きな銃を使いすぎているのだ。情けなく転がり、壁に強く後頭部を打った。

「のっ！」と金髪の少女は呻うめき、その後「不幸……」と呟つぶやき、意識を失う。

　どうやら相手にするまでもないらしい。

　終始よく分からない少女だった。だが、殺してしまえば関係ない。

　バロンは改めて、ジビアに向き合う。

「……さぁ、トドメを──」

　と言い終える前に、発砲音が響いた。

「は……？」

　脚に力が入らなくなり、バロンは崩れ落ちる。

　次に訪れたのは、膝の痛み。

　──撃たれたのだ。

　呆ぼう然ぜんとした気持ちで、顔をあげる。

　そこには、バロンの自動式拳銃を構えたジビアの姿があった。

「拳銃……？」

　盗まれたのだろう。金髪の少女に一瞬、気を取られた内に。

　だが、納得ができない。ジビアは肉弾戦を望んだはずだ。なぜ今更に銃を用いたのか。

「ひ、卑怯な手は好まないはずじゃないのか……？」

「あ？　スパイの殺し合いに卑怯もあるかよ。アンタを油断させる噓うそだよ、噓」

　あっさり言ってのける。

　その言葉自体は何も間違っていない。だが、彼女の言葉は行動とかけ離れている。

「だったら……っ！　なぜ非常階段から逃げなかった？」

　ジビアは足を止めたのだ。暗闇からの脱出を中断し、正々堂々闘うことを選択した。

　最初から卑怯な手段も辞さないというなら、非常階段から逃げればいい。行動が無茶苦茶なのだ。何一つ、整合性が取れていない。

「……おかしい。地図を見たお前は、六階から逃げられたはずだ。なぜ躊躇ためらった？」

　ジビアは得心いったように、にやりと笑った。

「なるほど。それでアンタの計算が崩れたわけか。階段に罠わなでもあったか？」

「……っ」

「やっぱり余裕が足りてねぇんだよ。こんなシンプルな答えを見落とすなんてな」

「見落とし……？」

　バロンはジビアを観察してきた。暗殺の計画を練るため、彼女が新聞記者として動く様を見てきた。その中で何を見落としたのか。

　これまで見聞きした全てが頭の中で再生される。




『昨日公開した部門会議の議事録、今朝のアンタの発言と矛盾してねぇか？』

『なっ！　デ、デタラメを言うなっ！』




『ほら、このメニューから好きな物を選ぶといい』

『マジ？　助かる。じゃ、メニューの左側にある料理を上から三つ』




　真相を察して、バロンは息を吞のんだ。

　ありえない。常識外のことを少女は平然と言っている。

「まさか、お前……」

「いやぁ、行きの船の中で必死に勉強をしたんだけどな？　ムザイア合衆国の言語。やっぱり時間が足りなくて、話すのが限界。アレ、難しいわ」

　ジビアは舌を出した。

「あたし──文字が読めねぇんだよ」

　理解できた。彼女が脱出を諦めた理由──ただ単純に地図を読めていなかったのだ。『消火器』『給湯室』『非常階段』という単語が分からず闇雲に走っていただけ。非常階段の場所など分かっていなかったのだ。

　予想できるものか。

　スパイとして、この国に潜入する少女が言語さえも覚えていないなど！

　あまりに舐なめている。だが、バロンは見落とし、後は敵にペースを崩された。計算外の連続に、全ての対応が後手に回された。

（……俺は、負けたのか）

　膝からの流血はいよいよ止まらなくなった。大動脈に穴が空いているのだ。慌てて傷口を塞ぐが、脳裏には男の指令と激痛の記憶がある。

　──【負ければ命を絶ちなさい】

　身体が動いてくれない。躾しつけられた脳が止血を指示しない。このまま自死を認めている。

　だが、自分が死ねば、妻と息子は殺される。あの残虐な男が慈悲を残すとは思えない。

（生きたい……死にたくない……もう一度、家族で……）

　希望を探す。暗闇の中で光を求める。

　血を失い、意識が薄れていく。失血死の未来が迫りくる。

（声が響く……あぁ、なんだ？　これは誰が教えてくれたんだ……？）




　──英雄が現れる。絶望の底で、きっとアナタを救い出す。

　──それまでアナタは死んではいけない。




　誰の言葉なのか、もう思い出すこともできない。残虐な男とは真逆の、温かな声で告げてくれたのだ。しかし噓なのだろう。伸ばした手を誰も摑んでくれない。

　この地にヒーローなどいない。




　　　　◇◇◇




　ジビアは、うわ言を呟きながら意識を失っていったバロンを見つめる。

（なんだ、コイツ……自分の傷口を塞ごうともしないで……）

　相手を殺す気はなかった。黒幕の情報を聞き出す必要があった。しかし相手は傷口を押さえず血を垂れ流し、気絶してしまった。このままならバロンは命を落とす。

　もちろん助ける義理はないのだが──。

「あぁ、くっそ！」とジビアは喚わめき、慌てて応急処置に取り掛かる。

　銃弾は貫通している。多少流血しようと、ギリギリで命を繫つなぎ止められるかもしれない。

　出血する膝を強く縛り上げて血を止める。後はビルから出て、救急車でも呼べばいい。

　バロンの生命力に懸けるだけだ。

　言動からして、彼が何者かに操られていたのは明らかだ。死ぬべき存在とも思えない。

　後頭部にたんこぶを作って寝ているエルナを起こし、そっと六階のフロアから離れた。五階に繫がる非常階段は、案の定罠が仕掛けられていたので解除する。

「まぁ、全然スッキリはしねぇけど、勝ちは勝ちだ」

「のっ」

　ジビアは歩きながら報告書を綴つづり、エルナが持ち歩いていたネズミの身体からだに縛り付けた。サラのペットだ。これで情報班に届けてくれる。

　二人は並んで地上に飛び出した。ビルの光が見えてくる。同時に深呼吸をして、酸素を取り込む。まったく同じ所作をしたのがおかしくて、つい二人同時に噴き出した。

「いいコンビだったな、あたしら」

「ジビアお姉ちゃんとなら百人力なの」

　そう互いの健闘を称たたえ、軽く拳を合わせた。

　ジビアは気恥ずかしそうに頰を搔かいた。

「お姉ちゃん、ねぇ……」

　いまだジビアは家族のことを仲間に伝えていなかった。父親がギャングの首領だったこと、父親を警察に引き渡し、弟と妹と共に孤児院へ逃げ込んだこと。そして──。

　軽く首を横に振る。

「おぅ！　このお姉ちゃんに任せとけよっ」

　過去の幻想を想おもい重ね、ジビアは快活に笑顔を見せた。




　雑居ビルで行われた闘いは「ジビア・エルナ」コンビの勝利。

　しかし、次の瞬間に彼女たちが遭遇したのは──。




　　　　◇◇◇




　ティアたちの部屋の窓に、二匹の動物が訪れた。

　ネズミと鳩はと。どちらもサラのペットだ。彼らが『灯』での主な通信手段だった。無線や電話では盗聴される危険性がある。非常時を除けば、動物を用いて情報の受け渡しをする。

　彼らが訪れたということは、モニカとジビアは危機を脱したということだ。

　ほっと息をつき、ティアは動物たちを室内に迎え入れる。身体に結びつけられた手紙をグレーテがすぐに読み、ティアに伝えてくれた。

　裏カジノのダーツ対決と、ビルでの暗闇の決戦。

　正体不明の相手に、少女たちの勝利。

「──とのことです」とグレーテが読み終える。

　思わずため息がもれていた。

「すごい。本当に、敵を倒しちゃったのね……！」

　相手の姿が分からぬ異国の地で、とうとう少女たちだけで敵を打倒した。仲間の成長スピードには圧倒されるしかない。

「……想定通りです」

　グレーテが穏やかに頷うなずいている。

「モニカさんとジビアさんの身体能力は、凄すさまじいですからね……それをサポートするサラさん、エルナさんがいれば、大抵の障害は乗り越えられるでしょう……」

「え、えぇ。さすがよね」

「はい、期待通りの働きを見せてくれました」

「…………」

　ティアが驚いていたのは、実行班や特殊班の活躍だけではなかった。

　ここまでの展開を、全てグレーテが読んでいたことだ。

　少女たちの配置は、主に彼女が考えたものだ。

　狙ったように刺客に襲われ、特殊班により急場をしのぎ、見事に返り討ちにしている。彼女らの活動場所やコンビの相性を判断した完璧と言っていい采配だ。

（『灯』ではモニカだけが別格の実力だと思っていたけれど……）

　間違いだと悟る。もう一人、抜きんでた能力を持つ存在がいた。

　出会った当時の彼女は、これほどの技術はなかったはずだ。智ち謀ぼうはあれど体力に欠け、男性恐怖症という弱点も抱え、養成学校の落ちこぼれと言われても納得できる水準だった。

　大きな変革があったのだろう。

　──彼女の人生全てを覆くつがえすほどの強烈な出会いが。

　ティアが言葉を失っている間も、グレーテは冷静だった。

「ただ、リリィさんが心配ですね。他のメンバーをすぐ向かわせましょう……まだ情報が足りません。想定外の事態も覚悟しなければ、なりませんね」

「そ、その通りね。すぐ無線を飛ばしましょう」

「……もし連絡がつくようなら、ボスにもお願いします」

　ティアは部屋の隅に設置した無線機に向かう。

　仲間の無事に安あん堵どする一方、内心は複雑な気持ちだった。

（笑っちゃうくらい、自分が情けないわ……）

　仲間が命を張る中、自分は安全なマンションでグレーテの指示に従っているだけ。

　なんて体ていたらくだろう。唇を嚙かみ締め、無線機を操作する。

（でも今はやるべきことを行う。グレーテの邪魔をしないよう、裏方に徹するわ）

　それが自分に残された道だ。

　──成長に取り残された者の役割は他にない。

　ティアが無線機に触れた時、リビングの中央に置かれた電話が鳴り響いた。

「電話……？」

　指を止める。

「誰からかしら？　よほどの緊急の要件とか？」

　グレーテも不思議そうにしている。

　新しい情報があるかもしれない。無線機へ伸びた手を止め、ティアは受話器を取った。

《俺様ですっ》

　すぐに明るい声が聞こえてきた。

　アネットだ。彼女は、リリィと一緒にいるはずだ。

「ど、どうしたの……？」

《端的に言いますっ。俺様と『花はな園ぞの』の姉貴は、警察に追われる羽目になって逃げ回っていました。ちょっとしたトラブルはありましたが、無事逃げ切れましたっ》

「えぇ、それは良かったわ」

　どうやら彼女たちもまた困難を乗り越えたらしい。ちょっとしたトラブル程度で逃げられたなら重ちょう畳じょうだ。彼女たちもまたうまく連携を取ったのだろう。

　しかし、それならば、なぜ電話をしてきたのか──。

　不気味なまでに明るい声が、ティアの耳に届く。




《そしたら、次は──十二人の刺客がやってきましたっ》




「十二人……っ!?」

　ティアと、それを隣で聞いていたグレーテもまた驚きょう愕がくする。

　報告によれば、敵は一人に対し少女二人でギリギリ撃退した実力者だ。勝利するのに、何度も死線をかいくぐる必要があった。そんな敵が十二人など──ただ一方的な虐殺。

《俺様たち、いつまで相手をすればいいんですかね？》

「ちょ、ちょっと待って。アナタは今無事なのよね？　リリィはどこなのっ？」

　堪えきれず、つい名前を呼んでしまう。

　アネットの返事はすぐに返ってきた。

《姉貴は俺様を逃がして、時間を稼いでいます》

「あの子が……」

《でも、このままなら間違いなく死にますね》

　リリィはたった一人で闘っているのだ。

　アネットに情報を託し、リリィ一人で決死の時間稼ぎを行っている──。

「す、すぐに仲間を向かわせるわっ！　それまで絶対に生き延びてっ」

《いや、姉貴が伝えたかったのは》

　アネットは告げる。

《──他の姉貴の元にも、同様の危機が訪れている可能性です》

　無線機が鳴り響いた。

　非常用の救援信号だ。通信を傍受されるリスクを負ってでも助けを求める通信。

　そのランプが、二つ光り輝いていた。白と蒼銀。

「……ティアさん」グレーテが呟つぶやく。「ジビアさんとモニカさんからＳＯＳです……」

　さすがの彼女も顔が青ざめている。

　ようやく理解する。自分たちは、歯向かってはいけない敵に手を出してしまったのだ。

　何者なのか？　生活全てを犠牲にして鍛錬をこなし、上からの指示を実行し、負ければ自殺を試み、別の仲間が物量で押し潰す。自我を捨てなければ辿たどり着けない境地。

　まるで兵隊──いや、それ以上──蟻ありだ──王の手駒として命さえ惜しまない蟻だ。

　これが『紫蟻』の力なのだろうか。

　仮に三カ所全てに十二人もの刺客が訪れていれば、少なくとも三十六人以上の人員がいるはずだ。あまりに多すぎる。だとしたら、もはや絶望的な人数だ。『灯』では太刀打ちできない。

　──相手はどれだけいる？

　迫りくる危機に計算を巡らせる。すぐに割り出さなくてはならない。

　──三十人？　──四十人？　──それとも最悪を見積もって、五十人？











間章　紫むらさき蟻あり③









「二百八十七人──それがミータリオにいる《働はたらき蟻あり》の数です」

　紫蟻は口にする。頻繁に増減するが、大体はその数を維持している。

　世界中に散らばった《働き蟻》を含めれば四百人以上。

「ミータリオの地に散らばった彼らは、スパイを見つけたら殺す。失敗すれば、次は十二人がかりで殺しに向かう。そう命令しています」

　愛犬と呼ぶ男の背中に、ピーナッツを並べる。指で割り、中身を取り出す。綺き麗れいに二百八十七個が揃そろうと、紫蟻は深く頷うなずいた。

『彼女』があまりに何も語らないので、紫蟻自身が説明することにしたのだ。

　自身の圧倒的な力を解説する。情報漏ろう洩えいの心配など一切していなかった。『彼女』が待ち受ける運命は決まっている。

「どんなスパイでも圧倒できる。仮に捕まっても《働き蟻》の大半は、敗北したら即刻自殺するよう命令しています。アナタたちも善戦した方ですが局地的な勝利に意味はない。残念です」

　すると『彼女』が訝いぶかし気な視線を飛ばしてきた。

　おかしい、と訴えるような目で。

「アナタの疑問は分かりますよ」

　紫蟻は汲くみ取った。

「それだけの《働き蟻》が手を組んで反逆すれば、オレを殺せるはず──ですか？」

『彼女』は肯定する。

　疑問はもっともだ。例えば、もし集った十二人が一致団結をして、紫蟻を殺すために徒党を組んだら、紫蟻の命は危ういだろう。

「えぇ、その通りです。実を言えば、そこのバーテンダーもですが、この愛犬もまたオレを殺すくらい朝飯前でしょうね。オレ自身、格闘が得意ではありません。大変だ。今ここで裏切られたら瞬殺されてしまう」

　彼らは《働き蟻》の中でも、トップクラスの実力を持つ。

　もし彼らが紫蟻を殺そうと思えば、数秒で事は足りるだろう。素手であっさりと首の骨を折れるはずだ。それで彼らは自由の身になれる。

　しかし彼らは絶対に実行できない。

「バカバカしい。オレの力を舐なめないでほしい」

　紫蟻は、愛犬と呼ぶ男の腹を蹴り上げる。

「──【自分の首を絞めろ】」

　紫蟻が命令した途端、愛犬は自身の首を両手で絞め上げ始めた。指が首に食い込み、次第に苦しそうに喘あえぎ声が漏れるが、彼は止やめようとしない。

　自殺を始める男を紫蟻は楽しい心地で見つめた。

「まぁ、こういうことです。オレに歯向かえないよう、脳に刻んでいる。革命は起こらない。死ぬまでオレの命令をこなし続ける無為の人生です」

　彼が失神する直前で、紫蟻は「──【やめなさい】」と止めた。脱力する相手を容赦なく踏みつける。

「だから誰もオレに敵かなわないんです」

　絶句する『彼女』に紫蟻は告げる。

「ＣＩＭの『レティアス』も全滅した。五人で《働き蟻》を十四名ほど殺したようですが、それが限界。『アカザ姉妹』は賢い。七名殺した時点で逃げ出しました。まぁ姉の方は息絶えましたがね。『影カゲ種ダネ』は九名殺した後に自殺。ＪＪＪにも目をつけられましたが『麒き麟りん』と『霊レイ亀キ』の遺体を送りつけたら、大人しくなりました。『桜おう華か』は凄すごいですよ。一人で十七名も殺した。彼の遺体を見て驚きましたよ。まさか十代の少年だったなんて」

　誇らしげに戦果を語っていく。

　各国のオールスター、と白しろ蜘ぐ蛛もは表現したが、紫蟻の前には無力だった。命を惜しまない人間が無尽蔵に殺しに来るのだ。刺客を拘束しようとすれば、彼らは躊ちゅう躇ちょなく自殺を試みる。そして次の刺客がやってくる。

　既に紫蟻は盤石と言っていいほどの戦力を備えている。

　忍び込んだスパイも、この地を守る秘密警察も蹂じゅう躙りんできる。彼自身は動くことなく。

「あぁ補足しますと、殺された《働き蟻》は既に補充に取り掛かっています。簡単ですよ？　見込みのありそうな市民を拘束して、虐いじめるだけなので」

　力は決して揺るがない。

　ミータリオの地では、紫蟻の右に出る人間はいない。

「……アナタは」

　すると掠かすれ声が聞こえてきた。

　ようやく口を開けたようだ。強い眼まな差ざしで『彼女』が睨にらみつけてくる。

「アナタは、どれだけの人を、不幸にすれば──」

「王に口答えするな」

　蹴り上げる。

　容赦なく顔面に叩たたき込んだところで、紫蟻はハッと我に返る。

「あぁ、すみません。女性に優しくが信条なのに、つい暴力を振るってしまった……」

　申し訳ありません、と紫蟻は帽子を一度取り、微笑ほほえみかける。

　そして、紳士的になりましょう、と言い聞かせる。

　紫蟻は、自身がフェミニストであると信じて疑っていなかった。なぜなら女性を殴った時、人一倍反省する。なんて慈悲深く謙虚な王様であるか。

　一体なぜ自分が女性に暴力を振るったのか？

　理由の一つは愛犬が目め障ざわりだからだ。罰として彼の腹を蹴り上げる。

　もう一つの理由は、待ち人が一向に姿を現さないからだ。腕時計で時刻を確認すれば、もうかなりの時間が経過していると分かる。

「やれやれ、中々来ませんね。クラウス君は。そろそろ《働き蟻》の一人でも殺した、という情報があっても、よさそうなんですが」

　彼を発見したという報告もない。

　仲間を大切にするという情報は知っている。こうしてディン共和国のスパイを攫さらえば、いずれ現れると踏んでいたのだが。

　どこにいるのか？　仲間を見捨ててしまったのだろうか。

　飽きてきた。

「──もういいや。人質は殺しましょう」

　紫蟻は自動式拳銃を取り出し、『彼女』の腹を弾丸で撃ちぬいた。

　発砲音が鳴る。

　鮮血がバーに飛び散り、鉄のような匂いが部屋に満ち始める。

「さぁ、アナタが失血死するまで、残り五分ってところですか？」

　紫蟻は告げた。

「ぜひ遺言を。あぁ、その前に一つだけ宿題がありましたね」

　顔まで飛び散った返り血を拭き取り、紫蟻は尋ねる。




「そろそろ明かしてくれませんか──これから死にゆくアナタの名を」











４章　窮地









　三カ所に危機が訪れたのは、ほぼ同タイミング。

　深夜二十三時。

　メインストリートでは広告とビルの照明が煌きらめく一方、裏通りでは次第に人が消えていった。ミータリオは、世界最大の都市であると共に、治安の悪さでも世界トップクラスだ。善良な市民は夜間に、裏路地に近づかない。

　集まるのは、闇を好む住人ばかりだ。

　少女たちは路地を駆ける──。







　──駅北西の細い路地にて。

　裏カジノで勝利を収めたモニカとサラは、突如襲撃された。メインストリートに戻る途中、狙撃されたのだ。その銃弾はモニカの足を掠めるにとどまったが、逃走を強いられた。

　勝利の余韻など、すぐに吹き飛んだ。再び闘いの場に晒さらされる。

　二人は同時にメインストリートとは逆側に逃げた。

　だが、路地を駆ける中で、次第にスナイパーの数が増えていることに気が付く。モニカは鏡を投とう擲てきし、状況を確認する。最終的な人数は十二名。彼らはビルの屋根や路地の外壁を伝い、二人を追跡していた。

　気づけば、彼らの狩場に追い込まれていた。

　逃げ場がない川沿いへ誘導されていく。

　モニカと言えど、ミータリオの路地の隅々までは把握していない。この地で暮らしてきたと思われる相手に、不覚を取っていた。

　ようやく逃げ込んだ建物に飛び込み、二人は呼吸を整えていた。既に従業員が消えた仕立て屋のようだ。カウンターに身を潜める。

「なるほど、ちょいマズい状況だね」

　モニカの笑みにも焦あせりがあった。

　相手は周辺の建物を虱しらみ潰つぶしに捜している。潜伏先がバレるのも時間の問題だ。

（ミランダはただの先兵ってことか……）

　どうやら相手は想定を超えた力を持っているらしい。

「あっ、あの……！」泣きそうな瞳でサラが訴える。「モニカ先輩だけなら逃げられるっすよね……？　自分を庇かばいながら、だから……！」

「さぁ？　そんなことないけど？」

「ふ、二人とも犠牲になるなら、モニカ先輩だけでも逃げれば……」

「……………………」

　長い沈黙の後、モニカは自嘲するように口元を緩めた。

「それだと、アイツが哀かなしむから」

「え……？」

「さぁ、ボクにもよく分かんない。でも、キミを見捨てる選択はないな」

　モニカはサラの肩を叩き、建物の外を窺うかがった。徐々に狙撃手が集う気配があった。

　少なくとも独力では突破できそうになかった。







　──ウェストポートビル南西の廃ビルにて。

　バロンとの激戦を生き延びたジビアとエルナは、まず治療をするために裏通りに向かった。大おお怪け我がを負うことはなかったが、打撲や擦り傷は負っている。
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　医者はクラウスが見つけてくれていた。金さえ積めば、裏社会の人間であろうと治療してくれる闇医者である。必要とあれば、銃弾や手しゅ榴りゅう弾だんも手配してくれるそうだ。どこの都市にも大抵、こういう便利屋は存在する。

　廃はい墟きょに等しい八階建ての雑居ビルに、その医者は存在するという。

　だが五階の闇診療所で二人が見つけたのは、闇医者の遺体だった。全身をナイフで切り裂かれている。

「何か、いるの……」

　先に気づいたのはエルナだ。ジビアは彼女の襟元を摑つかんで駆け出した。すぐにビルからの脱出に試みるが、既に階下には人が詰めかけていた。ジビアたちを見つけて、安あん堵どしたように笑う十人。老ろう若にゃく男なん女にょ問わずいるが、共通点は瞳に焦燥の色が宿っていることだ。

　──バロンと同じだ。黒幕の指示に従うよう脅迫されている。

「っ」

　ジビアは舌打ちをして、ビルの上階へ駆け上がった。逃げ場などないが、他に道はない。周囲には飛び移れるビルもなかったはずだ。

　いわば、この八階建てのビルは処刑場と変わらない。

　の、と不安げな声をエルナがあげる。

「安心しろ」彼女の手を引きながら、ジビアは告げた。「あたしはな、自分を『お姉ちゃん』って呼ぶ奴は絶対に死なせないって決めてんだ」

　堂々と告げる。しかし、それは強がりに過ぎなかった。

　バロン一人にあれだけ苦戦したのだ。仮に同じ実力者が十人がかりで来たとすれば、命を懸けても勝率はゼロに等しい。

　悔しいが、望むことは一つだ。

　クラウスに来てほしい。打開できる者は彼しかいない。

　今の自分たちにできることは、時間稼ぎしかなかった。




　　　　◇◇◇




　──仲間たちが窮地に陥る少し前。ウェストポートビルそばの路地にて。

「……………………」

「……………………」

　リリィとアネットはビルの屋上で、匍ほ匐ふく体勢で地上の様子を眺めていた。警察たちが逃亡犯を求めて、駆けまわっている。応援を呼んだらしく、五台のパトカーが集まり、一帯を虱潰しに捜索しているようだ。無線機を片手に連絡を取りあい、ビルの間を駆けずり回っている。

　アネットが何かを思い出したように、自身のスカートの中をまさぐり始めた。大きな機械が出てきた。アンテナを伸ばし、イヤホンを耳に着ける。

　リリィもまた耳にイヤホンを嵌はめた。

　どうやら無線を傍受する機器らしい。警官たちの怒号が耳に届いてくる。

《くっ、逃げられた！　まさか殺人犯を取り逃がすなんて》《組織的な犯罪だろう。撹かく乱らんさせる爆弾がいくつも仕掛けられていた》《狙いは、やはり経済会議……》《国際的なテロリストかもしれない。リリリン゠ヘップバーンのパスポートを失効させろ。ミータリオ警察の総力をあげて、ひっとらえるぞ！》

　迫力がある声だった。

　アネットはイヤホンを耳から外し、にこっと微笑む。

「俺様たち、一旦は逃げられたようですねっ」

「わたしの罪状は増えてますけどね！」

　リリィが頭を覆い、悲鳴をあげる。

　ハンバーガーショップで逮捕されかけて、一時間後のことである。パトカーに乗せられる直前で、アネットに救われて逃走を開始した。街のあちらこちらで爆発が起こり、騒然とする群衆に紛れ、このビルまで辿たどり着けたのだ。

「え？　わたし、指名手配されるんです？　任務のあと出国できるんですか？」

「俺様、逮捕されるよりマシだと思いますっ」

「逮捕された方が百倍マシですけどっ？」

　だが、目下の危機から逃れたことは間違いない。

　助けてくれたアネット本人が「ちょっとしたトラブルですね」と楽天的なコメントをしているのはツッコみたいが、感謝すべきだろう。

「これが敵の陰謀ですかねぇ」

　リリィは大きなため息をついた。

「警察にきっと協力者がいるんですね。冤えん罪ざいをでっち上げられる程に。わたしの不審な行動を見抜き、嵌めることにした、と」

「ソイツ、ぶっ殺しますか？」

「いやいや、誰かまでは分かりませんしね」

「警察を全員始末します？」

「ふっ、アネットちゃん。このわたしをツッコミ役に追い込むとは、さすがですよ」

　なにはともあれ、このまま警察をやり過ごし、情報班の判断を仰ぐのがいいだろう。身に迫る危険がないならば、ゆっくり待てばいい。

　目立つウェイトレス姿をやめて、アネットが持ってきてくれた動きやすい任務用の服に着替え始める。やはり、これに着替えないと気持ちが締まらない。

　幸いビルの屋上だ。周囲に人影はなかった。

　だがスカートに手をかけた時、アネットが飛びついてきた。

「姉貴っ。見られてますっ」

　リリィの顔が一気に熱くなる。

「の、覗のぞきですか？」

「スコープで見られてますっ」

「随分しっかりした覗きですね！」

「ライフルも構えてます」

「覗きじゃないですねっ！」

　伏せた二人の頭上を弾丸が通過した。コンクリートが粉砕される。

　弾痕からスナイパーが潜む場所を推定する。どうやらウェストポートビルの一室から、リリィたちを狙ったらしい。身体からだを伏せたまま、着替えを終わらせ、状況の確認を行う。

（スナイパーはウェストポートビルの三十九階……ここらでは一番高い位置から、どこでも狙える位置という訳ですね）

　ビル屋上の縁に身を潜めているが、一歩抜け出せば狙われるだろう。サイレンサーをつけているのか、銃声が響いてこない。地上の警察たちも狙撃手には気づかないようだ。

　警察とは違う存在のようだ。だが連携は取れている。同じ黒幕の手先かもしれない。

　リリィはアネットの無線盗聴器に手を伸ばした。警官の無線に混じって、別の声もまた聞こえてくる。

《行くぞ……あのビルにいるようだ》《……そうですね》《痛いのは、嫌です》《えぇ、殺しましょう》《殺しましょう》《殺さなきゃ、お仕置きがくるから……》

　相手は一人だけではないらしい。悲ひ愴そうを感じさせる声が何重にも折り重なる。

　耳に入れるだけで十人以上。しかもスナイパーに狙われ、動くに動けない状況だ。

　かなり追い詰められている。これまでの人生史上、最大に。

「…………………………………………」

　恐れる。

　自分だけではこの危機を乗り越えられないことは明白だ。殺される。死ぬ。息絶える。このままではなす術すべもなく命を落とすだろう。

　養成学校の落ちこぼれが立ち向かえる敵ではない。絶体絶命の現実だった。

　リリィは自身の両頰を叩たたく。気弱になった心を呼び起こす。

　──諦めるな。不可能は覆くつがえせる。

　目を閉じた。蘇よみがえるのはクラウスの言葉だった。

　リーダーになれ、と伝えてくれた。

　それが自身を発奮させる方便だとは察している。そうでなければ、ドジで、スパイの技術も乏しい自分にリーダーなど託すものか。客観的にみれば、もっと適任がいたはずだ。

　しかし、その噓うそによって自分はここで胸を張れるのだ。

「アネットちゃん」

「はいっ」

「気のせいなら謝りますけど、実はアネットちゃんって無茶苦茶、強かったりします？」

「…………」

　アネットは僅かに目を見開いた。

　彼女にしては珍しいリアクションだ。

「俺様」口を開く。「どうしてそう思ったのか知りたいです」

「分かりますよ、それくらい」

　リリィは頰を緩めた。

「これでもリーダーですもん。この子、本当は超優秀なんだろうなって気づきますよ」

「…………」

「わたしが囮おとりになります。脱出して、すぐ情報班に状況を伝えてください。他の仲間もピンチだと思いますから」

　アネットならば包囲網を突破し、近くの公衆電話まで辿り着いてくれるはずだ。

　目の前の状況を情報班に伝えるのだ。

　そうすれば仲間の生存率は上がる。情報班が対策を練り、クラウスと連携を取る。打開できる方法はほかにない。

「分かっていると思いますが──」

　アネットの顔には、もう笑顔はなかった。能面のような無表情。

「姉貴、死にますよ？」

「死にませんって。毒ガス、毒泡、毒煙幕。──時間稼ぎの達人リリィちゃんです」

「弱すぎます。クラウスの兄貴に通じたことありました？」

　鋭い指摘だった。

　一流との闘いでリリィの毒が活いきたことは、ほとんどない。せいぜい毒の泡でバリケードを作り、白しろ蜘ぐ蛛もを足止めしたくらい。毒が効かないという強力な特異体質がありながら、その能力を発揮できているとは言い難がたい。

　リリィはアネットの小指に指を絡からめた。

「じゃあ帰国したら、とびっきりの武器を作ってくださいよ。先生を倒せるような」

「…………」

「アネットちゃん特製のスパイ道具、期待してますね」

「……………………」

　今度はハッキリ、アネットが目を見開いた。

　リリィには、彼女が何を考えているのか分からない。理解できたことは一度もない。それでも、じっと彼女の瞳を見続ける。

　やがて、アネットもまたぎゅっと小指を絡め返してきた。

　その表情には、いつもの無邪気な笑顔が戻っている。

「分かりましたっ。俺様の工作と姉貴の毒が組めば、やべぇの出来上がりますねっ」

「えぇ、先生を余裕で倒せちゃいます」

　二人は同時に小指を外した。

　リリィは拳銃を構えると、場所の移動を開始した。このままならばスナイパーの餌え食じきとなる。直感だけで回避して、屋内まで避難しなくてはならない。

　死地に自分は立っている。

　そして命の危機に立つリリィに、アネットは「じゃあ行きますね」と可愛かわいく微笑ほほえんだ。

「俺様、リリィの姉貴を見殺しにしますっ」

　残酷で無慈悲な決断。

　だが、それこそ最善の選択肢だ。

　リリィが狙撃手の注意を引きつけている間、アネットが移動を開始する。隣のビルへ飛び移り、包囲網を脱出するはずだ。

　それが完了するまでリリィは敵を引きつけなくてはならない。

　欺き続けろ！　アネットが公衆電話に辿り着き、情報班に報告するまで！

　一発目の狙撃をギリギリで避けると同時に、強く唇を嚙かんだ。

　──『灯ともしび』のリーダーとして命を張る時がきた。

　孤立無援の窮地で、スパイとしての真価が試されていた。




　　　　◇◇◇




　鳴り止やまない救援要請。

　三カ所同時に発生した仲間の危機。本人たちでは、どうしようもない非常事態。

　その詳細は、リリィの自己犠牲によって情報班に伝えられた。

　──この切迫した局面を覆す策を出さなければならない。




　しかし、ティアは状況を理解しながらも何もできなかった。受話器を握りしめたまま、呆ほう然ぜんとするしかない。

（何者なのよ……敵は……っ！）

　ティアは頭を抱え、荒い呼吸を繰り返す。

　この黒幕が『紫むらさき蟻あり』なのか。相手が悪すぎるとしか思えない。経済会議で少しでも不審な動きをした人物を、問答無用で殺しにかかる。駆け引きも策略も関係ない。物量で全てを蹂じゅう躙りんする。スパイ殺しとして、これほど厄介なものはない。

「……どうしたら……っ？」

　司令塔は自分だ。なんとかしなければならないが、混乱で頭が回らない。

　涙が滲にじんでくるばかりだ。今この瞬間にも、仲間は命を落としているかもしれない。その光景が頭に浮かび、何も考えられなくなる。

　部屋の端では、グレーテが寝室に駆け出していた。

「グレーテっ？」

　慌てて、彼女の後を追う。

　彼女は自身の服を脱ぎ捨て、男性用のスーツを羽織っていた。

「わたくしがボスに変装します……」

　言葉は冷静だった。

「相手が帝国側の人間ならば、ボスの容姿は把握しているはず……わたくしが動けば、動揺を誘えます。モニカさんと協力すれば、危機的状況を破れるかもしれません」

　つまり、彼女は死地に飛び込もうとしているのだ。

　なんて勇ましいのだろう。彼女自身には戦闘力がほとんどないのに。

　だが、確かにクラウスからのお墨付きがあるグレーテとモニカが組めば、危機を脱却できる余地はある。それにサラが加われば、生存の余地はある。

「リリィとジビアの場所はどうする？」

「……ボスがいます。これほどの騒ぎ、ボスが気づけないはずがありません。駆けつけてくれるはずです」

　冷静な判断を告げながら、グレーテは変装を終了させた。クラウスと瓜うり二ふたつの姿だ。彼の姿を見ると、反射的に安心してしまう自分がいるが──。

「ま、待ってっ！」

　拭いきれない不安がある。

「計算が合わないわ」ティアは胸に痛みを感じながら告げた。

「…………」

「ピンチは三カ所よ。アナタが一カ所救う。先生が一カ所救う。なら、もう一カ所は？」

「ティアさん……」

　グレーテの表情は硬かった。手は握りしめられている。

「今できる、最善を尽くしましょう……」

「──っ！」

　伝わってしまった。

　助けられないことは百も承知なのだ。人手が足りていない。三カ所の危機に対処できる力など『灯』には存在しない。合理的に判断すれば、自然と辿たどり着く真実だ。

　それでもグレーテは覚悟を決め、飛び出そうとしている。今救える命を救うために。

「グレーテっ！」情けない声をあげた。「アナタはどうしてそんなに勇敢でいられるの？」

「勇敢……？」

「教えてよ。私は、分からないの……！　どうしたらいい？　アナタみたいな智ち謀ぼうもない。命の危機に飛び込めるメンタルもない。一度の失敗に挫くじけた人間が、何をしたらいい？」

　導いてほしかった。

　今回の任務でずっとそうしてきたように、方策を示してほしかった。

「わたくしは強くありません……」

　グレーテは首を横に振った。

「……あるのはボスに報いたい心。執着に近い依存です。失恋で終わった愛情に付き合ってくれる、ボスへの恩返しですよ」

　失恋？　知らない内容だった。

　しかし踏み込めない。声には、迂う闊かつに触れられない熱量があった。

　では、クラウスに向ける感情は何なのか。恋愛を超えた、その愛情は？　落ちこぼれの少女を、智ち囊のうのスパイまで引き上げた想おもいとは。

「……ティアさん」

　彼女は言い残した。

「報告書を読み返し、自分にできる最善を考えてください。信じております……」

　それだけだった。

　グレーテが駆け出していき、部屋にはティアだけが取り残された。マンションの外から届く、パトカーのサイレンがやけにハッキリ響いている。

　膝から力が抜け、床にへたり込む。頰には大粒の涙が伝い始めた。強い熱をもった水滴が、ティアの手に落ちていった。

　気づいてしまった。あまりに無力な自分自身に。

（私は、何もできない…………）

　仲間の元に駆けつける？　だが、駆けつけてどうなるのか。

　自身の力は戦闘向きではない。

　交渉──だが、その能力には条件がある。相手と数秒間見つめ合わなければならない。本気で殺しにかかる敵に通じる力ではない。駆けつけても足あし手で纏まといになるだけだ。

　──仲間を救うことができない。

　──何もできず、ただ部屋で座り込むことしかできない。

（指揮官として最低で、スパイとしては最弱よ……）

　結局、指揮もグレーテだよりだった。彼女の判断に、ただ頷うなずいていただけ。無能にも程がある。グレーテがいなくなれば、泣きじゃくるしかできないではないか。

「紅こう炉ろさん……」

　憧れの女性の名を呟つぶやいた。

「私に何ができるの……？　どうして、こんな私にアナタは期待してくれたの……？」

　七年前に一度だけ会った偉大なスパイ。

　自身の命を救い、生きる目的を与えてくれた存在だ。

『アナタは誰よりも強いスパイになれる』

『でも、ただのスパイじゃダメ。敵をも救うヒーローを目指しなさい』

　そう言ってくれた。嬉うれしかった。華やかな未来に期待した。いつか自らも『焰ほむら』に所属し、彼女の元で活躍するのだと夢想した。

　しかし、理想は違った。

　──入りたかった『焰』は既に壊滅していた。

　──紅炉は味方に裏切られ、命を落とした。

　──敵をも救うヒーローを目指した自分は、敵に利用されて、嘲笑あざわらわれる。

　現実を突きつけられた。マティルダの嘲笑によって。

　挙句の果てに、仲間の成長からは置いてけぼりにされ、指揮官は全うできず、味方の危機には何も動けないでいる。

「消えて、しまえばいい……」

　床に爪を立てて、嘆く。

「自分なんて、消えてなくなってしまえばいい……っ！」

　何度も床を殴りつけ、喚わめき続ける。

　消えてしまえばいい！　自分にも敵にも甘くて、大した能力もなくて、少し男性経験があるだけで仲間に優越感を抱いて、他人に任せっきりで、リーダーでもないのに偉そうにしている、チームで最も幼稚で軟弱な女など終わってしまえばいい！

　そう嘆き続けた。

《姉貴っ》

　受話器から声が届いた。

　まだアネットとの通話は繫つながっていたらしい。

《俺様は、姉貴に消えてほしくなんかないですよ》

「アナタ……っ」

《嬉しかったです。先月、俺様のことで奔走してくれたことっ》

　まるで子供をあやすような声音で囁ささやかれる。

　どっちが年上なのか、分かったものではない。

《確かに俺様は驚きました。『この姉貴、お節介で空回りばかりで、ビッチ以外取り柄がないなぁ』って》

「アナタ、けっこう毒舌なのねっ……」

　意外な事実の発覚だった。

《でも、嫌いじゃありませんよ》

　アネットは告げる。

《『花はな園ぞの』の姉貴から頼まれています。ある情報を伝えてください、と》

「リリィが？」

《姉貴が調べたところ、このミータリオの地にはある噂うわさがあるようです。絶望の底にいる時、英雄が駆けつけてくれる──そんな話です》

「英雄……」

　聞き覚えがある単語──すぐに思い至った。

「モニカからの報告書にもあったわ。紫蟻の手先は『英雄』を信じていたって」

　ミランダという女子大生が自殺未遂後、言い残したのだ。

　──英雄は来ないのかな、と。

　ジビアからの報告書にも書かれていた。気を失う間ま際ぎわ、バロンという男が『英雄』といううわ言を口にしたと。特に気にも留めなかったが、二つ以上が重なると、ただの噂とも思えなくなる。誰が意図的に流したものなのか。

「……どういうこと？　この噂の発信源は、紫蟻の関係者なの……？」

《そして、その英雄は外見まで決まっているそうですよ》

　外見──そんな情報は、誰の報告書にもなかった。リリィが聞き出してくれたのか。

　受話器を耳に押し当てると、アネットが思わぬ言葉を口にした。




《英雄の姿は、黒髪の美しい少女──そう言われているそうです》




「えっ……？」

　具体的だった。英雄というくらいだから、屈強な大男のイメージだった。誰がどんな意図で、そんな噂を流したのか。さっぱり分からない。

　更に不可解なのは──。

「なんで、私の外見と一致しているのよ……！」

　まるでティア自身を指し示している内容だ。黒髪で、少女で、更に言えば、美しいという条件も満たしているはずだ。

《ここからは『花園』の姉貴の伝言です》
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　アネットが言葉を続ける。

《好都合な話ですよね。この噂に便乗して、ヒーローになってください──以上です。俺様は、姉貴の元に戻りますね》

　一方的に伝えられ、電話は切れてしまった。

　よく分からない話だった。

　好都合な噂──本当に、そうなのか？

　そんな都合が良すぎる噂が、偶然流は行やってくれただけ？

「なに……どういうこと……？」

　受話器を置き、ティアは呻いた。

　分からないことだらけだが、冷静さを取り戻すことができた。嘆いても始まらない。チームのために動く必要がある。たとえ、どれだけ微力であろうと。

　部屋の壁をじっと見つめる。

　壁一枚を隔てた向こうには、クラウスの部屋がある。部屋の合鍵は渡されてある。何度かグレーテが忍び込んで、つまみ出されていた。

　そしてその空間には、今も一人の男が監禁されているはずだ。

　自分は、仲間を助けられない。だが、仲間を助けられる男は知っている。

　ティアは息を吞のむ。

　──今の私にできること。







　グレーテの指示通り、一度報告書を読み、彼の部屋に向かう。

　部屋は暗く、照明は落とされていた。当然クラウスは不在だ。彼もまた激闘を繰り広げているだろう。最前線で紫蟻の手先と闘っているに違いない。

　整理整頓された生活臭のないリビングには、厳重に施せ錠じょうされた部屋があった。

　合鍵で、その鍵を解錠する。

　ゆっくりと扉が開いた時、椅子に腰をかける瘦せこけた男が見えた。両腕を後ろに回されて、厳重に鎖を巻きつけられている。指一本動かされることを警戒するように。

「そろそろだと思ってたよ」

　ローランド。クラウスと共に捕縛した、帝国の暗殺者。

　全身拘束されている状態でも、彼の目は爛らん々らんと輝き、なお底知れぬ威圧感を放っている。気のせいか、その迫力は増しているように見えた。監禁が続き、より衰弱し、より瘦せ、死に近づくことで彼の存在がより鮮明になる。

　彼の余裕に満ちた口元で、ティアは全てを察した。

（全て計算ずくだったのね……っ！　ここまでの展開を）

　彼は紫蟻を知っていた。彼の能力や手法も把握していたのだろう。都市を丸ごと掌握する制圧力を。そして『灯』には、それに立ち向かう戦力が不足していることも。

　ローランドはけらけらと笑った。

「どうしたんだい？　黙りこんじゃって。顔を合わせるのは、四度目だろ？　もうビビらなくていいじゃないか」

　馴なれ馴なれしく語りかけてくる。

　だが、ティアはうまく声を出せなかった。彼には二度も殺されかけている。相手が拘束されようとも、刻まれた恐怖は消えてくれない。

　膝の震えを必死でこらえなくてはならない。

　ローランドは嘲るような視線をぶつけてくると「ふぅん」と鼻で笑った。

「なるほど、全部予定通りのようだ。紫蟻の《働はたらき蟻あり》に蹂じゅう躙りんされている──仕方ないさ。アレを初見で攻略するのは無理だ。うん、だからキミの要求も分かる」

「……っ」

「──俺に助けて欲しいんだろう？」

　その通りだ。

　彼しか存在しない。クラウス程ではないが、超一流の暗殺技術を持っている。三カ所同時に訪れた危機に、仲間全員を救う力は不可欠だ。このままでは確実に死者が出る。

　ティアは拳を握りしめる。

　──だが、この相手を信じていいのか？

　ローランドは労いたわるような瞳を浮かべた。

「いいだろう」優しい笑みを見せてくれる。「そうだな、俺もキミたちに情が芽生えてきた。助けてあげるよ」

「……っ」

「そう驚かなくていい。本当さ。だから早く拘束を解いてくれ」

　心臓を直接摑つかまれたような苦しさを味わう。

　迫られていた。仲間が危機に瀕ひんした局面で究極の二択に直面する。

　──ローランドを逃がすのか。それとも無視するのか。

　相談できる仲間はいない。クラウスもグレーテもいない。ティアだけで選び取るのだ。

　ローランドは舌を鳴らした。

「どうしたの？　モタモタしていると死者が出ちゃうよ」

「……………………」

「キミの優柔不断で仲間を殺す気かい？」

　沈黙し続けながら、ティアは自身の特技を試みる。

　──見つめ合いさえすれば、相手の願望を読み取れる。

　それがティアのスキルだ。条件を満たしてしまえば、彼の本心を読める。願望次第ではコントロールすることができる。

（視線を重ねることさえできれば……っ！）

　幾度となくチャレンジしている。自身の色香に惹ひかれた男相手には、容易に達成できる。だが、ローランドと視線を重ねようとすると、すぐに目線を逸そらされてしまう。

「ねぇ、さっきから何してんの？」

　ローランドは息をついた。

「俺と見つめ合うのが、好き？　そうじゃないよね。あのさぁ、声も出せない程ビビっている相手が視線だけ合わせようとしてるの、不自然でしかないよね」

「……っ」

「キミのつまらないスキルなんて、通じる訳ないじゃん」

　──一切通じない。

　クラウスと同じだ。スパイの第六感で警戒される。一流相手に成功したことなど一度もない。マティルダにも通じなかった。

　方法はない。モニカにはキスをするという手法を試みた。だが、ローランドにそこまで接近するのはリスクが高すぎる。唇を重ねた瞬間、舌を嚙かみ千切られるリスクがある。

（やっぱり何もできない…………自分には……っ）

　時間を浪費する。

　一か八かで拘束を解く真ま似ねはできない。それでは、あの時と同じだ。ロクに確認せず、マティルダの誘導のままに、彼女を救おうとしてしまった。

　──『ティアさん、雑ざ魚こすぎますよ』

　嘲笑あざわらわれた声が響く。

　その二の舞だけは避けなくてはならない。

「……なるほどね。キミは最近、失敗をしたんだね」

　すると、ローランドの方から言葉をかけてきた。

　威圧感はない、優し気な声音だった。

「態度を見れば、分かるよ。イジメすぎたね。ごめん。少し俺も気が立っていた」

　彼は小さく首を動かした。

　──謝った？　一流の暗殺者が、自分に？

　戸惑っていると、彼は恥ずかしそうに顎を引いた。

「俺も同じだよ。無む惨ざんな失敗をした」

「……同じ？」ようやく喋しゃべることができた。単語だけだが。

「当然じゃないか。キミの目の前にいるのは、燎かがり火びに挑んで、あっさり返り討ちに遭った男なんだぜ？　『ライバル』になり得る等と恥ずかしいセリフを吐いてね」

「あぁ……」

「少し俺の話をしよう。安心しろ、長くはならない」

　ローランドは薄く微笑ほほえんだ。

　彼の素性は、対外情報室でも摑めていない。自然と耳を傾けていた。

「元々の俺はつまらない青年だった。ムザイア合衆国のかなりに裕福な家庭に生まれ、親に家業を継ぐよう命令され、それに従って日々を送っていた──『紫蟻』と仲間から呼ばれる、奇妙な男と出会うまではね」

「紫蟻……」

「彼は一目見て、俺の才能に気が付いたようだ。捕まえ、俺をスパイに作り変えた。案外、悪くない心地だった。俺は天才だからね。他の《働き蟻》の実力を一瞬で超え、特別な待遇を受けた。世界中を飛び回り、依頼される政治家やスパイを殺し続けた」

　ローランドは肩を上下させた。

「けど待っていたのは──退屈だった」

「…………」

「分かるだろう？　俺の殺しに目的はない。紫蟻の手足として殺すだけ。だが、アイツの命令には逆らえないよう洗脳されている。ただの奴隷、人形、機械と変わりない。俺はベルトコンベアで運ばれてくる人に『死亡済』のラベルを貼るだけなんだよ」

　人殺しを雑務のように語るローランドは、理解が及ばない存在だった。

　だが、ほんの一部だけは伝わる。

　彼にとって殺人は簡単すぎたのだ。常人離れした男には、暗殺が日常の一ページに成り果てた。卵を割るように、買い物を済ませるように、彼は人の心臓を握り潰せるから。

「俺の人生はなんのためにあるのか──ただ、それだけを考え続けた」

「……そう」

「けどな数年が経たつ頃、ある人が俺に教えてくれたんだ。『アナタの心を満たせる者がいる』と。予言めいた魅力があったよ。誰よりも強く、誰も殺すことができず、どんな任務でも達成できる化物。それが俺との出会いを満たしてくれる、と思えた」

　ローランドはおかしそうに笑い声をあげた。

「しかし、結果はこの様だ──俺はその男の相手にさえならなかった」

「…………」

「さて、どうだろう？　キミと共通するんじゃないのか？　大きな失敗で心が挫くじけて、人生をどう軌道修正したらいいのか摑めないでいる。違うかい？」

　見透かされている。

　拘束されたローランドの姿に、自分の姿を投影していた。同じなのだろうか。身体からだこそ縛られていなくとも、心は雁がん字じ搦がらめに囚とらわれている。

　失敗から未いまだ立ち上がれないでいるのだ。ティアも、そして、ローランドも。

「俺と組もう。失敗した者同士、ここから人生を取り返そう」

　温かい声だった。

　揺らいでしまう心をグッと堪えねばならない程の。

「……アナタの提案はおかしいわ」

　自分のものとは思えないほど、弱々しい声だった。

「その話が正しいなら、アナタも紫蟻の部下のはずよ」

「そうだね。彼は部下を《働き蟻》と呼んでいる。俺はその一人だ」

「なら、紫蟻に逆らえないはずよ。報告によれば、彼らは絶対服従のはずよ」

「他の雑魚と一緒にするな。俺は支配が緩い」

「根拠は……？」

「俺は自殺しないだろう？　他の《働き蟻》は敗北すると自殺を試みる。違うか？」

　その通りだった。

　モニカやジビアの報告によれば、敗北した敵は途端に自殺を実行する。あるいは、治療行為を諦める。ローランドとは異なる。彼の話は正しそうだ。

「さぁ、選択してくれ。俺を解放するのか、しないのか」

　ローランドは穏やかに目を細めた。

　残された時間はなかった。迷えば、手遅れになるだけだ。

　仲間の姿が頭にチラついた。

　彼女たちとはずっと楽しく過ごしてきた。一つ屋根の下、笑い合ってきた。

　ティアの性的な恋話に、恥ずかしそうに逃走するリリィ。呆あきれる素振りをしながらも、こっそり興味を示しているジビア。顔を真っ赤にさせるサラ。その隣では、グレーテが真剣にメモを取り、モニカが冷めた目をしてエルナの耳を塞いでいる。アネットは首を傾かしげているが、居心地はよさそうだ。

　食堂で盛り上がると、クラウスが時に訪れる。仲間は彼に恋愛経験を尋ねるが、彼は嫌そうな顔をして逃げ、彼を止めようとしたリリィが転び、笑いに包まれる。

　もう一度、あの日々を送りたい。

　任務を達成し、団だん欒らんを過ごしたい。たとえ、どんな犠牲を払おうとも──。




　──ローランドの拘束を解く。




　合鍵を用いて、彼を縛り付けていた鎖を取り外す。錠の数は二十以上。

　全ての鍵が解かれると、ローランドは前のめりに倒れ、顔面を強く床に打った。長期間身体を縛られて、筋肉をうまく動かせないようだ。

　不安に駆られる。これで敵を倒せるのか。

　彼はしばらく床に横たわっていたが、やがて椅子を摑み、立ち上がり始めた。身体を起こしても、上半身が大きく左右前後に揺れて安定しない。頭部がふらふら動いている。

　ティアが支えようとして近づいた時、ローランドの顔が正面に現れた。

　そして彼は笑う。

「一つ補足しておくと」

　彼は身体を大きく伸ばした。

「俺が特別なのは事実だ。紫蟻に命令されているのは『敗北したら自殺しろ』じゃない。『敗北したら、敵を欺き、必ず戻ってくること』だ」

　ローランドの関節という関節から軋きしむような音が鳴った。骨が砕けるような恐ろしい音と共に、彼の身体を覆う筋肉が馴な染じんでいく。最初は揺れていた上半身が次第にピタリと停止して、堂々と立ち上がる男の姿があった。

　──解放してしまった。

　──世界が恐れる暗殺者を。

　ティアは後ずさりをする。寝室の窓に背中がついた。

　ローランドは瞬時に距離を詰めてきた。もう十全に動けるようだ。逃げる間もなく、首を摑つかまれて強く身体を後方に押される。

　窓の留め具が外れ、開け放たれる。

　八階の窓からティアの上半身がはみ出した。

「キミ、本当にバカだよね？　こんな簡単に騙だまされるなんて」

　ローランドは嘲笑い、ティアの首を絞める手に力を籠めていった。




　　　　◇◇◇




　王が支配するミータリオで絶望が広がっていく。

　打開する方法はなにか──？




　　　　◇◇◇




　ティアが目を覚ますと、そこは冷たい床の上だった。

　どこかのビルの地下のようだ。薄暗い空間には窓がない。間接照明が焚たかれ、ぼんやりと室内を照らしている。小さなバーのようだ。席の数は二つだけ。壁一面に酒瓶が並べられ、カウンターには細身の男がグラスを磨いている。

　ティアは床に触れる手に違和感を抱き、目を凝らした。床全面に赤い血が広がっていた。一人だけの血ではないと直感で分かる。この場で幾人もの人間が殺されてきたのだ。

「ここは、どこ……？」と問いかけるが、バーテンダーは何も答えない。

　身に着けていた拳銃は、無くなっている。

　縛られてはいないようだ。

　身体を起こすと、カウンターの横にある扉から足音が聞こえてきた。

　現れたのは、ハットを被かぶったスーツ姿の男性。とても優しい顔つきだ。その切れ長の糸目は子供に好かれそうな穏やかな印象を与えてくる。

　彼はティアを見初めると、軽く頷うなずいた。

「さすが彼ですね。自力で抜け出し、敵も捕まえてくれるなんて。恐ろしい才能だ」

　ティアはその男性の正体を分かっていた。

　人畜無害に見える男の、下劣な本性を知っている。

「アナタが、紫蟻……？」

「自己紹介の必要は無さそうですね」

　紫蟻は軽くハットを持ち上げ、笑顔を浮かべてみせた。

「初めまして。ですが、すみません。今回は時間がないので、すぐに殺させていただきます。死しに際ぎわにさっさと遺言を残してください。聞いてあげますので」

「優しいのね……」

「えぇ、女性に優しくが流儀なので」

「とてもそうは思えないけれど」

「こう見えてフェミニストなんですよ。女性を殴った時は反省します」

　彼の狂った倫理観には、今更興味ない。

　ただ彼は事を急せいているようだ。理由の想像もついた。

「狙いは、先生かしら……？」

「えぇ、アナタの遺体でも見せれば、動揺するでしょう。相当しぶとい。七十三人の《働き蟻》を差し向けていますが、まだ倒せない。アレ、本当に人間なんです？」

　やはり彼は戦闘中のようだ。膨大な敵に囲まれ、身動きが取れずにいるようだ。

　バーテンダーが紫蟻に拳銃を差し出した。合衆国製の回転式拳銃だ。紫蟻は丁寧に一発一発、弾を込めていく。どの弾で殺そうかを考えるように。

　ティアは唇を嚙かんだ。

　この後の展開は、目に見えている。




　──自分は命を落とす。『灯』は紫蟻に敗北した。予想を超えた彼の支配に蹂じゅう躙りんされた。クラウスは七十人以上の《働き蟻》の対処に追われて、仲間の救助も間に合わない。

　──もし本当にこのままならば。




　ティアはそっとかぶりを振った。

「……アナタは無敵なのね」

「ん？」

「断言するわ。今この瞬間、この地でもっとも強いスパイはアナタなんでしょう。もはや卑ひ怯きょうよ。こんなの挑む時点で間違っている」

「えぇ、オレは王様ですから。今更悟ったんですか？」

　紫蟻は淡々と答える。

　並々ならぬ自信があるようだ。当然かもしれない。全能感を抱くほどの力だ。人を激痛で支配し、自殺を命令できるほど強固に操れる。

　彼の奴隷が密集するこのミータリオの地では、彼は紛れもない王様だ。

　歯向かうのも愚かしく思えてくる。

「──その通りよ。『今この瞬間』は無敵で、『挑む時点』では間違いなのよ」

　作戦の根本を間違えていた。

　彼を攻略する上で『今』挑むのは、無謀すぎるのだ。おそらく、これまでに幾人ものスパイが挑み、敗北してきたのだろう。

　だから、思考の転換が求められる。

　ようやく分かった。彼が作り出す絶望を打ち破る方法を。

「アナタを攻略するためには、捉え方を変えなくてはならない」

　ティアは告げた。

「『今』じゃないの。『歳月』で打ち勝つべきなのよ」

　それが見み出いだした答え。

　仲間が決死の覚悟で集めてきた情報で導き出せる真実。

　弾はじき出した途端、ずっと抱いていた違和感が繫つながった。あまりに早すぎる紫蟻の対応と、このミータリオの地に蔓延はびこる噂うわさ。




　絶望を打ち破る唯一無二の手段は──ここで亡くなった『彼女』の名前を当てること。




　だからこそ紫蟻に問いただす。

「尋ねるわ。アナタは半年前この場で──紅炉さんを殺したのよね？」











間章　紫むらさき蟻あり④









　紫蟻は告げる。

「──『紅こう炉ろ』。それがアナタのコードネームですね」

「……正解よ」

『彼女』──改め紅炉は、諦めたように頷いた。

　正解を得たものの、紫蟻自身は意外に感じていた。

　彼の使命は、トルファ経済会議の周辺に潜むスパイを抹殺すること。他国の力を削そぐためだ。半年間続くトルファ経済会議はまだ始まったばかり。彼は瞬またたく間まに名だたるスパイを葬ほうむってきた。

　そして、ディン共和国のスパイと思われる女を捕えることに成功した。白しろ蜘ぐ蛛もに警戒するよう命令された『燎かがり火び』を呼ぶための人質だったが、まさかあの紅炉とは。

　紫蟻は改めて、目の前に横たわる女を見つめる。

　彼女のコードネームを聞いて、一層彼女の容姿は若く感じられる。どんなに若く計算しても三十後半のはずだが、それを感じさせない。燃えるような紅べに髪がみを長く伸ばし、瞳には苛烈を感じさせるまでの力強さがあった。右目の下に深い傷が刻まれている。

「てっきりすぐにバレると思ってたんだけどね」

　紅炉は銃で撃たれた腹部を押さえたまま、笑みを浮かべた。彼女の足元に血だまりができるほど、既に流血している。その肌はもう青白くなっていた。

　本当はもう眠りについた方が楽なはずだ。

「随分と流りゅう暢ちょうに話すのですね」紫蟻は答える。「さっきまでは黙っていましたが」

「少しでも時間を稼ぐために頑張っていたのよ。でも、もう手遅れ。あぁ残念。私、これから死ぬのね。この怪け我がじゃ、もうどうしようもないわ」

　紅炉の顔には、どこか清すが々すがしささえあった。

「でも本当にすぐバレると思っていたわ。私の情報は流出しているんでしょう？」

「えぇ。それに加え、アナタは元々有名でしたから」

「スパイとして哀かなしいわね。なら、どうしてすぐ見抜けなかったの？」

　紫蟻は答えることに躊ちゅう躇ちょを感じた。

　他者に気を配るなど彼にとっては極めて珍しいことだった。

「──弱すぎたからですよ」

「あら」

「アナタが築き上げた功績に比べ、目の前にいる女性はあまり弱かったからです」

　彼女が築き上げた伝説は数知れない。

　世界大戦中、帝国陸軍の情報を連合国へ流し、戦争を終結へ導いた功績まで持つのだ。帝国にとっては憎き相手だが、一スパイとしては尊敬を禁じ得ない。

「想像よりも早く病は進行していたのですね。判断力を鈍らせ、身体からだを弱らせ、オレの《働はたらき蟻あり》の五十名ごときに敗北した。とても紅炉とは結び付きませんよ」

「そうね……言い訳できないわ。今の私は搾りカスね」

「全盛期の十分の一、といったレベルですか」

「盛り過ぎよ。せいぜい九分の一」

　謙遜しているのか、奢おごっているのか、分からない答えだった。

　自嘲するように紅炉は首を横に振る。

「次は、私が質問していい？　クラウスのこと、随分警戒していたけど、ここに来てくれるのかしら？　私は特に知らないけど」

「さぁ、オレも知りません。仲間が彼を罠わなに嵌はめたようですが、逃げられたようで……帝国にとっては消息不明。こうしてアナタを捕らえれば、姿を現すと思ったのですが」

「なら、この国には来ていないようね」

「残念ですが、そのようですね」

　紫蟻は、紅炉の脇腹に視線を落とす。床に広がる血だまり。もう長くないだろう。

「哀れですね」

　言葉をかける。

「病に侵され、仲間に裏切られ、他の仲間も次々と殺され、孤立無援でミータリオに訪れた。そして、オレの《働き蟻》に蹂躙され、光の届かぬ地下室で生涯を終える」

「…………」

「これが、こんなものが……『世界最高のスパイ』とまで崇あがめられた女の末路ですか」

　紅炉は額から汗を流し、微笑ほほえんだ。

「スパイの末路はどれも似たようなものよ」

「なるほど、胸に刻んでおきます」

　紫蟻自身、楽に死ねるとは期待していない。だが、紅炉の死には虚むなしさを覚えていた。

　呆あっ気けなさすぎる。

　紅炉と言えば、帝国でも尊敬する者も多い。魔法のように情報を掠かすめ取る芸術的な手腕は、負けた敵でさえもため息をつくほどだ。『蛇へび』の中にも紅炉を崇拝する者がいる。

「これがスパイの死──ただの絶望ですか」

「いや、そんなことないわ」

　紫蟻の言葉を紅炉は否定する。

　死が目前に迫るという状況で、紅炉は笑みを浮かべていた。

「希望だらけよ。未来が明るすぎて目が眩くらみそうだわ」

「……アナタの仲間は燎火を除き全滅しました。燎火もいずれ死ぬ」

「いいえ、クラウスは強い」

　声には確信が満ちていた。

「私の可か愛わいい──えぇ、息子よ。血の繫がりはないけど、それでも私の子。彼は私たち『焰ほむら』の全技術を継いだ。私の生涯で彼ほどの才能を持つ人間と出会ったことはないわ」

「…………」

「アナタの乾いた心は彼が満たしてくれる。約束する。この紅炉の命に懸けて」

「別にオレは乾いてなどいませんがね」

　紫蟻にはよく分からない約束だ。だが、心に留とどめておく。

　どうにも彼女の言葉には、人の心に深く刻まれるような力があった。言こと霊だまという奴か。

「そして、もう一人──私の魂を受け継ぐ子がいるの」

「ほぉ……」

　それは知らない情報だった。

　把握している限り、紅炉には血縁者はいない。関係は『焰』のメンバーに限られて、彼女の弟子などいないはずだった。

「目を見て分かったのよ。私の魂を継ぐのは、あの子だって。私の夢はあの子が叶かなえてくれる。搾りカスの私なんかより多くの人を救うわ」

「どんな子かは教えてくれませんかね？」

「さぁ……最後に会ったのは七年前だから。今はどんな風に成長しているのかしら」

　紅炉は首を横に振る。その表情はこれから死ぬとは思えない程穏やかだった。

　紫蟻は目を細めた。

「俄にわかには信じられない内容ですね」

　死ぬ間ま際ぎわに、噓うその情報を流し、こちらを撹かく乱らんさせている可能性が濃厚だ。七年間も会っていない少女に期待など俄かに信じがたい。

　だが、彼女の証言には心当たりがある。

『救う』という言葉は、ミータリオの地で蔓延はびこる噂と重なる。

「もしかしてアナタですか？　オレの《働き蟻》に妙な噂を吹き込んでいるのは」

「さぁ、なんのこと？」

「──絶望の底で、黒髪のヒーローが現れるなどと」

　くだらない戯ざれ言ごとだと思った。

　その噂を流した張本人が、まさか紅炉だったとは。

　追い詰められた状況で噂を流る布ふするくらい、朝飯前だろうが。

　紅炉は「バレてるのね」と息をついた。

「だって可哀かわい想そうだったんだもの。《働き蟻》といったかしら？　アナタの部下には、希望の光が必要よ。脳の深くに植え付けてあげたわ」

「残酷なことをする。偽りの希望をぶら下げるなんて」

　紫蟻は鼻で笑った。

「そもそも情けをかける必要があるんです？　オレが支配しているのは、人の不幸で飯を食らうクズ共です。敗戦し貧困に喘あえぐ帝国の悲劇を糧かてに、この国の人々は莫ばく大だいな富を蓄えた。あの煌きらびやかなメインストリートを見たでしょう？」

　立ち並ぶ高層ビルと光り輝くネオンの広告。

　全ては世界大戦で苦しむ大国相手に商売をしたことで、蓄えた富だ。連合国側に物資を補給し続け、帝国陸軍の敗北を導いた。

「大戦で傷ついた我々にとってみれば、もはや憎むべき敵でしょう？」

　人生全てを捧ささげることを余儀なくされる《働き蟻》に、微み塵じんも同情はなかった。敗戦し莫大な賠償金に喘ぎ苦しむ自国民の不幸に比べれば、なんだというのか。

　自分のような、優しい王に支配されることを感謝すべきなのだ。

　紅炉は冷めた瞳を浮かべた。

「軽蔑するわ。その腐りきった思想を。何を被害者ぶっているのか分からないけど、アナタの国が共和国を侵略した被害を私は忘れない」

　鋭い口調で告げてくる。

「ヒーローは何者も見捨てない」

「……ほぉ？」

「アナタの欠点を教えてあげるわ。アナタは人の心までは操れない。どれだけ暴力で脅そうと、絶望に喘ぐ彼らに宿った光までは消せない」

　紅炉はハッキリと断言した。

「私が蒔まいたのは偽りの希望じゃない──英雄は訪れるのよ」

　凜りんとした声だった。

「あの子はミータリオに訪れる。クラウスが連れて来てくれる。人の心に宿る光を見抜ける──アナタの天敵が、ミータリオの人々を救い出す」

　紅炉は傷口から手を離すと、自身の懐ふところに手を忍ばせた。取り出したのは一発の銃弾だった。予備のものだろう。彼女は指で挟むように持ち、紫蟻に見せつけてくる。

「彼女は私の最さい期ごの《銃弾》──アナタを射い貫ぬく渾こん身しんの一発よ」

　もはや妄言だ。判断力の欠如としか言えない。

「これ以上、オレを失望させないでください」

　紫蟻は口にした。

「アナタの醜態など見たくありません。あまりに堕おちた。病が頭に達したんでしょう」

　もはや視界に入れたくない。早く逝いかせてやるのが情けだろう。

　紫蟻は拳銃を構え、彼女の額に照準を合わせた。

「じゃ、最後に一つだけ」

　紅炉は出入口に視線を向け、その方向に血が滴したたる手を伸ばした。

「──助けて、クラウス」

「……っ」

　反射的に振り向く。まさか燎火が来たのか、と。

　だが、そこには誰の姿もなかった。ただ閉じられた扉があるのみ。

　視線を戻すと、軽く舌を出した紅炉の顔があった。

「騙だまされた？」

　紫蟻は引き金を引いた。

　紅炉の身体は一瞬跳ねた。弾丸は彼女の頭を貫き、頭蓋を貫いた。続けて、紫蟻は五発撃ち続けた。弾丸は全て彼女の内臓まで届いたはずだ。大きな血だまりが広がっていき、紫蟻の靴を赤く汚した。

　彼女の指から銃弾が零こぼれ落ちる。

　紫蟻は遺体から目を離し、啞あ然ぜんとした顔をしている愛犬を殴りつける。

「遺体はディン共和国に届けてください。決して居場所を辿れないように」

　紫蟻は地下室から出た。

　達成感などなかった。あるのは募る虚しさのみ。紅炉という伝説のスパイでさえ、こんなにもあっさりと死を迎えたのだ。

　紫蟻は、そびえるウェストポートビルを見つめる。

　言葉を発さず、ただ沈黙を続けるそれは墓標のように見えた。











５章　支配と交渉









「その通りです、紅こう炉ろはこの部屋で亡なくなりました。なぜ分かったんです？」

　紫むらさき蟻ありの言葉が耳に届いた時、ティアは瞳を閉じた。

　彼の疑問に答える義理もない。今受け止めなくてはならないのは、恩人の想おもいだ。

　胸が痛い。紅炉はこの地下室で孤独に命を落とした。紫蟻に甚いた振ぶられ、殺された。この男が慈悲をかけたとは思えない。時間をかけ痛めつけ、その末に命を奪っただろう。

　悔しくて仕方がない。

　志半ばで果てる彼女は、やり切れなかったに違いない。

　だが散り際、メッセージを残した。追い詰められた窮地で彼女は《働はたらき蟻あり》に囁ささやき、暗示をかけたのだろう。

　──英雄が訪れる。黒髪の少女が、アナタたちを絶望から救い出す。

　彼女は覚えていた。七年前に出会ったティアを。彼女の夢に共感した、幼い自分を。

　そして紫蟻を打倒する希望をティアに託した。

（ありがとう、紅炉さん。私をずっと覚えていてくれて──）

　涙が溢あふれて止まらなかった。

　彼女は何度、自分の心を救ってくれるのか。

（……いや、自分を支えてくれたのは、紅炉さんだけじゃない）

　真相に辿たどり着けたのは、仲間のおかげだ。

　グレーテは別わかれ際ぎわに「報告書を今一度読んでください」と指示を出した。仲間から届いたものだ。切迫した事態が続き、伝え遅れたのだろう。

　その報告書には、ただの情報だけではなく、メッセージが綴つづられていた。

　モニカとサラからの報告書の末尾には、こう書き記されていた。

『追伸　ボクがこれだけ頑張ったんだから、キミたちもよろしく。特にクソビッチ。いい加減にしろ。今のキミはゼロ点だ』

　彼女らしい厳しい言葉だ。

　その後にはサラの筆跡で記されている。

『次の文章は、『氷ひょう刃じん』先輩には気づかれないよう書きます──『氷刃』先輩、ずっと『夢ゆめ語がたり』先輩を気に掛けていたっすよ。もちろん自分もっす』

　読んだ時は、笑ってしまった。

　サラの気遣いにより、モニカの優しさが伝わった。

　ジビアとエルナからの報告書にも、彼女たちのメッセージはあった。

『ＰＳ　情報班のエロい方。そろそろシャキッとしろ。お前は選抜組だろ？　あんま言わねぇけど、あたしはたまに、選ばれなかったこと気にしてんだぜ？』

『[image: エルナは]（訂正。名乗るべきじゃなかったの）ワタシは、お姉ちゃんの頑張りを知ってるの。優しすぎるお姉ちゃんの考えは素敵なの』

　アネットとリリィからは既に電話で伝えられた。

『俺様、姉貴に消えてほしくなんかないですよ』

『この噂に便乗して、ヒーローになってください』

　グレーテは直接、言ってくれた。

『自分にできる最善を考えてください。信じております……』

　気づけば仲間全員から励まされていた。

　胸が温かいもので満たされていく。

（ごめんね、みんな……心配かけたよね……そうよ、気づいてないはずがないわ。ずっと一緒に暮らしてきたんだから……）

　もしかしたら、こっそり打ち合わせをしていたのだろうか。任務の佳境でも、まだティアの心が立ち直れていないなら、報告書にメッセージを綴れ、と。

　企画したのはリリィに違いない。スパイとは思えない、そこらの女学生の発想だ。

　だが、そんな気配りが嬉うれしい。

　そして、心が立ち直った時の方針は、クラウスが示してくれている。

『冷酷さがチームを救う時もあれば、お前の甘さがチームを救う時もある』

　ようやく真意が理解できた。

　自分はこのままでいい。彼は、ティアの理想を認めてくれている。自分は彼を信じるだけでよかったのだ。甘い自分自身を誇ればいい。




　──見ていてほしい。

　──ちょろくて、すぐに挫くじける弱い自分だけれど、この絶望を覆くつがえしてみせるから。




　逆境など恐れるに足るものか。

「ねぇ、紫蟻さん」ティアは目を開いた。「私が──英雄が来たわ」

「自分で言うセリフです？」

「えぇ、そうよ。決着をつけましょう」

　紫蟻の正面で視線を交わす。

　今なら分かる。雌雄を決するべきは自分なのだ。この王を英雄が討ち果たす。

　紫蟻は不愉快そうに一度ハットを外し、髪をかきあげると、再び被かぶり直した。

「黒髪の少女……なるほど、英雄とはアナタのことなんですね」

　不愉快そうに眉をひそめている。

「連絡が来た時、胸が弾んだんですけどねぇ。まさか状況も理解できない小娘なんて」

「あら、状況は把握しているわよ。私は捕まっている」

「そして、これから殺される」

　紫蟻はバーテンダーの方に視線をやり、指をパチンと鳴らした。

「より残酷な方法で行きましょうか。その方が趣がある」

　ずっとグラスを磨いていたバーテンダーの身体からだがびくっと震えた。

　まだ二十代半ばの男性のようだ。紫蟻の声をかけられるまで、身体の軸が一切ぶれなかった。鍛え上げられた体たい軀くがあるのだろう。

　彼はずっと涼し気な顔でいたが、紫蟻に睨にらまれると、途端に震えはじめた。

「紹介しましょう。彼は名のある武道家でしてね、《働き蟻》十人がかりで拘束する必要がありました。オレの拷問を受けた後は、一層格闘技術を磨いてくれました。成人男性の最速解体時間は三十秒です」

　紫蟻は再び指を鳴らした。

「十秒で解体しなければ、お仕置きします。【殺せ】」

　バーテンダーはカウンターの下にもぐると、大きな斧おのを持ちだして立ち上がった。こちらが構える間もなく、カウンターを飛び越え、ティアの脳天に斧を振り下ろそうとする。

　彼の表情は、恐怖に染まっていた。

　顔中から汗を流し、錯乱した表情を浮かべている。




「──【やめなさい】」




　バーテンダーの斧がピタリと止まる。時間が止められたように。

　紫蟻が目を見開いた。

　今の命令は、ティアの口から出たものだ。彼女の命令が、紫蟻の支配を上書きした。

　ティアは自身の喉に触れる。

「この『声』を知っているでしょう？　バーテンダーさん。この地下室でアナタもまた紅炉さんを見てきたんじゃないかしら？」
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「……ぅ」

　男の口から呻うめき声が漏れる。

　ティアの声は、紅炉から受け継いだものだ。彼女の口調、イントネーション、リズム、スピードを模している。幼き頃に声を失い、紅炉を真ま似ねすることで取り戻した。

　ティアは彼の前に立ち、そっと頰に触れた。

　動かなかった相手と、見つめ合うことは容易たやすかった。

　──相手の願望を読み取る。

　そして微ほほ笑えみかける。

「……そうよね、アナタはずっと待っていた。この『声』で、英雄が来ると告げられて以来、ずっと期待していた。恐怖の支配の中、光を求めて藻も搔がき続けてきた」

　彼らにとって、ティアの『声』は特効薬のようなものだ。

　紅炉が心に擦り込んだ暗示が、半年間の熟成を経て、花開こうとしている。

「安心して、もう救われていい。私が助けにきたの、黒髪の英雄が」

　ティアは男の身体に腕を回し、そっと引き寄せた。

　敵を抱きしめる。敵を慈いつくしむ。敵を愛する。

　腕で包み込み、背中を撫なでてやり、胸で受け止める。そして、相手がもっとも欲しかった言葉を囁いた。

「──【アナタは人を殺さなくていい】」

　男の身体が崩れ落ちる。

　縋すがるようにティアの腰を抱きしめ、赤子のように声をあげて泣き出した。ティアはその男の頭を撫で、大丈夫、と何度も声をかけた。

　心を覗のぞき込み、全てが分かっていた。

　彼には愛する恋人がいたこと。彼女との結婚を夢見て、地下格闘技で賞金を稼ぎ続けたこと。プロポーズ前日に突如暴漢に襲われ、紫蟻から拷問を受けたこと。恐怖に逆らえず、彼は恋人を自らの手で絞め殺し、その後も殺さつ戮りくを繰り返す奴隷に堕おちたこと──。

　その罪と、後悔と、地獄に、ティアは許しを与える。

　大きなため息が紫蟻の方から聞こえてきた。

「……率直に驚きました。まさか命令が上書きされるなんて」

　紫蟻は眉をひそめている。

「けど、いいんですか？　その男は連続殺人犯ですよ？　オレの命令と言えど、これまで十人以上の人間を殺してきた。果たして救われていい存在なんでしょうか？」

「えぇ、当然」

「どうかしていますよ、アナタ」

　何を言われても構わない。自分が進む道に胸を張る。

　何度挫けても、何度傷ついても、紅炉から受け継いだ志がある。

「ま、一人くらい支配が解けても関係ありません」

　紫蟻はさきほど弾を込めた回転式拳銃のシリンダーをセットする。

「仕方がありません。自ら殺しましょうか。女性をイジメるのは、フェミニストのオレには辛つらいのですが」

「だからアナタ、フェミニストじゃないわよ……」

「女性を殴ることは嫌いですよ。勃起してしまって恥ずかしい」

　紫蟻が拳銃を向けてきた時、さきほどのバーテンダーがティアの盾になるよう立ちはだかった。守ってくれるらしい。

　その雄姿には感謝するが、彼を犠牲にする気は毛頭ない。

「悪いけど、私は直接闘うタイプじゃないから、こう言わせてもらうわ」

　ティアは出入口に視線を向ける。

「──助けて、先生」

　紫蟻は口元を緩め、なぜか侮蔑の瞳を浮かべてきた。その噓うそは通じない、と言いたげに。

　しかし返事はあった。

「助けるよ」

　力強い声が響く。

　紫蟻が動揺するように目を剝むき、背後を振り向いた。

　出入口の扉には、クラウスが立っていた。本人に傷は見られなかったが、服の端々には返り血が残っている。これまで激闘を繰り広げてきたのだろう。

　彼は小さく頷うなずいた。

「不思議な心地だ。僕はその言葉をずっと伝えたかったように感じるよ。そして、今まで伝えられなかったことが惜しくて仕方がない」

　寂しげに床についた血痕を見つめている。

　紫蟻は現れたクラウスに動揺しているようだ。ティアとクラウスへ交互に視線を配り、二人の中間に移動する。

「アナタがクラウス君ですね……どうしてこの場所が分かったんです？」

「お前に伝える義理はないな」

「差し向けた七十三人の《働き蟻》は？」

「全員倒したが？」

「「………………………………」」

　紫蟻とティアが同時に沈黙する。

　次元が違いすぎる。

《働き蟻》一人に少女たちは苦戦してきたのだ。十人以上同時に襲われて、命の危機に瀕ひんしている。それを七十三人相手に取り、無傷で勝利を収めたらしい。

「驚くのも無理はない」クラウスは満足そうに腕を組んでいる。「だが、世界最強の僕にかかれば、この程度造作も──」

「先生」ティアが言葉を遮る。

「ん？」

「……桁が違い過ぎてイマイチ凄すごさが伝わってこないわ」

「そんな哀かなしい話があるか」

「一線を超えちゃって『もはや敵が弱いのでは？』って思えてきちゃうレベルなのよ」

「理不尽すぎるだろう」

　微妙に傷ついた顔をするクラウス。

　しかし、事実なので仕方がない。もちろん凄いことなのだろうけども。

「彼らも一人一人、強敵だったよ」

　謎のフォローを入れ、クラウスは紫蟻に向き直る。

　地下室にいるのは、四名。紫蟻、ティア、ティアの仲間となったバーテンダー、そしてクラウスだけだ。窓のような逃げ場もない。

　立場は逆転している。

　危機に立たされているのは──紫蟻。クラウスの超人的な格闘術にどう立ち向かう気か。

「……なるほど、噂うわさ以上に厄介な相手です」

　紫蟻は肩を上下させた。

「ただ、雑ぞう兵ひょうを倒しただけで調子に乗らない方がいい。オレはミータリオの王様ですよ」

　何か来る──。

　そう感じた瞬間、クラウスの方が先に動いていた。一秒にも満たない速さで、回転式拳銃を握ると紫蟻に向けて発砲する。

　それよりも紫蟻が早く叫んだ。

「──【守れ】！」

　さっきまでティアを庇かばうように立っていたバーテンダーの身体が動く。理性ではなく、反射で動いているようだ。そう脳に刷り込まれているのだ。

　クラウスの銃弾はバーテンダーの肩口に当たった。

「──【殺せ】。コイツらの戯ざれ言ごとを信じるな。──【殺せ】【殺せ】【殺せ】」

　喉から振り絞るように紫蟻が叫んだ。ティアの言葉を上書きするように。

　そしてバーテンダーに守られるように彼は駆けだし、地下室の奥に向かう。壁だと思った箇所に手を触れ、それを突き抜けた。

「隠し通路……っ！」

　最悪の事態を想定した脱出経路を用意していたようだ。

　さすがに手ごわい。

　クラウスはバーテンダーを押さえつけている。錯乱しながら暴れる彼に、ティアは再び声をかけ、気を鎮しずめた。まだ紫蟻の支配が拭えない。苦しそうに叫び、藻搔いている。

　やはり全ての《働き蟻》を救い出すには、彼を討ち果たす必要がありそうだ。

　クラウスは睡眠薬を飲ませ、相手を無理やり眠らせた。

「追いかけましょう」

　ティアが声をかける。

　一方クラウスは神妙な顔をして、床を見つめていた。何か気づいたように身をかがめ、椅子の下に手を伸ばした。

「……ボスが愛用していた弾だ」

　彼の手には、小さな銃弾が載せられていた。

　やはり彼女はここで殺されたようだ。最後、彼女の遺品がそっと床に転がり、放置されていたのだろう。

「行こう。ティア、仇かたきを討とう」銃弾を握りしめ、クラウスが告げる。

「えぇ、先生。決着をつけましょう」

　紫蟻は既に隠し通路の先へ脱出した。だが、これで逃げ切れるなど思ってないはずだ。時間稼ぎだろう。残った《働き蟻》を招集して、用意を整えるために。

　ミータリオの決闘は最終局面を迎えていた。







　クラウスとティアが隠し通路を抜けると、すぐに地上に出た。

　顔を上げると、大きなビルがそびえ立っている。ここ数週間で見飽きたくらいだ。ウェストポートビル。まさか紫蟻の隠れ場所が、都市のど真ん中にあろうとは。

　クラウスは紫蟻の僅かな足音を辿たどれるらしい。彼は裏手の非常用出口から中に入り、メンテナンス用の階段を駆け上がっているようだ。警備員も彼の手先なのだろう。襲いかかってきたが、ティアの一声で止められた。

「──【やめなさい】」

　彼らがティアの姿を見て、呆ぼう然ぜんとしたように立ち止まる。数瞬後ハッとしたように動き出すが、クラウスの神速の拳で気絶させられる。

　ティアは唇を嚙かみ締める。

（どれだけの人が、英雄を心待ちにしていたのよ……？）

　紅炉が《働き蟻》に施した暗示──絶望する彼らに生まれた唯一の希望。

　激痛を与えられ、人を殺し続ける責務を負う。そんな彼らには『いつか黒髪の少女の英雄が救いに来る』なんて荒唐無稽な話も、輝いて感じられたに違いない。

　──救い出さなければならない。自らを殺しにかかる敵であろうと。

　ティアは、ビルの外階段を駆け上がる。

　外階段でも襲い掛かってくる《働き蟻》に足止めされつつ、クラウスとティアは二人同時に八階へと辿り着いた。

　ウェストポートビルの八階屋上庭園。

　四十七階建てのウェストポートビルの八階には、観光客向けに屋上庭園が開放されている。トルファ経済会議の開催中は閉鎖されており、加えて深夜であるためか、人影はない。

　広さはテニスコート三面分といったところか。東西に二つの噴水があり、その周囲をバラの花壇が取り囲んでいる。中央には、青銅製のモニュメントが鎮座していた。羽ばたこうとする鳩はとを慈いつくしんでいる女神像だ。

　その銅像の下には、紫蟻が待ち受けていた。

「ここが、お前が望んだ場所か？」

「えぇ、わざわざ追いかけてくれるなんて、実に助かります」

　紫蟻は、女神の像を慈しむように撫なでる。

「この女神像は、港にも建てられています。既に訪れましたか？　自由の象徴だそうですよ。大陸からの移住者が勝ち取った独立を祝う像だ」

「お前とは真逆の存在だな」

「えぇ。オレは大嫌いですよ。反吐へどが出るほどね」

　紫蟻は、クラウスたちに手を伸ばした。

「だから、この女神像の前でアナタたちを殺しましょう」

　彼の言葉と同時に、花壇の陰から人が飛び出してきた。目視できたのは三人。全員が拳銃をクラウスとティアに差し向けている。

「っ！」

　ティアが身を引くよりも、クラウスの反応が早かった。咄とっ嗟さに後方へ跳び、ティアの服を引っ張り、相手の照準から逸それる。

　目の前を銃弾が過よぎった。

　タイミングと狙いが絶妙だ。

　紫蟻の下に集うのは、タキシード姿の人間だった。数は九。老ろう若にゃく男なん女にょの区別がない。幼さが残る少女もいれば、初老を迎えたであろう男性もいる。主婦のような女性から、若い盛りの男性まで。共通事項は、みな濁った目をしていることだ。

「《九匹の将しょう軍ぐん蟻あり》」

　紫蟻が誇らしげに笑う。

「オレはそう呼んでいます。これが奥の手です」

　彼は女神像の台座に腰をかけた。そこが玉座であるかのように。

　クラウスが回転式拳銃を放つ。ティアには、彼が銃を取り出す素振りも見えなかった。

　だが、紫蟻目掛けて放たれた銃弾は、彼の手下に妨害される。二人が盾のようなものを構え、紫蟻を守り抜いた。

　クラウスが感心したように呟つぶやいた。

「これまでの雑兵とは違うようだな」

「えぇ、総勢四百人を超える《働き蟻》で選えりすぐりの九人です」

　紫蟻は涼し気な顔で答える。

　ティアが即座に「──【止まりなさい】」と声を発した。

　しかし、彼らに動揺は見られない。通じた様子はないようだ。

（……彼らは、紅炉さんと出会っていないのね。情報も隔絶され、噂も知らない）

　正真正銘の紫蟻の隠し球。

　王を守るための九人の猛も者さ──。

「……下がっていろ」

　クラウスはそっとティアを背後に促した。

　自身の『声』が通じない以上、自分は足あし手で纏まといにしかなれない。悔しいが、屋上庭園の出入口まで退いた。

　紫蟻が指を鳴らす。

　それを合図として、九人の《将軍蟻》が一斉にクラウスへ飛び掛かった。ある者はナイフを構え、ある者は細剣を構え、それぞれの凶器を構え、クラウスを取り囲む。

「──っ」

　クラウスは女性が繰り出す細剣をナイフで弾き、その首筋を拳銃のグリップエンドで叩たたきに向かう。しかし寸前で攻撃を止め、横に跳んだ。彼の足元に銃弾が飛び、コンクリートが弾はじけ跳ぶ。彼とは少し離れた場所では、初老の男性が小銃を構えていた。

　クラウスが射線から逃れた時、二人の少年が同時に長剣を振り、飛び掛かる。

　切られる──。

　そうティアが覚悟するが、彼はまた寸前で後方に下がる。

　庭園に何かが舞った。それは、クラウスの服の切れ端だった。

　その結果に、紫蟻は満足そうに頷うなずいた。

「聞きましたよ。アナタは共和国で、ウチの白しろ蜘ぐ蛛もを取り逃がした」

「………………」

　クラウスは服の袖を見つめ、黙っている。

　紫蟻は台座で悠然と述べる。

「理由は、簡単です。アナタは蜘蛛くんの情報がなく、蜘蛛くんはアナタを知っていたから。生い立ち、強さ、弱点、その攻略法まで」

「そのようだな」

「情報が漏れたスパイに勝ち目はありません」

　紫蟻が言葉を終えたと同時に、《将軍蟻》は襲撃を再開する。

　完璧なコンビネーションだ。一人がナイフを突き出し、その脇の下をくぐるように銃弾が飛ぶ。クラウスのローキックは別の一人が受け止め、その頭上から長剣が振られる。

　まるで一つの生命体だ。

　十八個の目と十八本の手が自在に動き、攻撃と防御を同時に行う。

　どれだけの時間、彼らは鍛錬に時間を費やしたのか。一朝一夕では利かない。一万時間、二万時間、天才が人生全てを犠牲に払い、ようやく辿り着ける境地。そして、それを実現させてしまうのが──紫蟻の支配だ。

　しかし、それでも尚なおティアは信じられなかった。

（先生が押されている……っ？）

　格闘では無類の強さを誇る、クラウスが防戦一方となっている。

　心のどこかに無根拠の期待があったのだ。先生ならば、九対一だろうと、たとえ百対一だろうと屈しないと。

　だから目の前の光景が受け入れられなかった。

　一体なぜ──。

「あぁ、やはり。情報通りですね」

　ティアが戸惑っていると、紫蟻が語り始めた。

　その声には優越感が滲にじんでいる。

「お仲間が気がかりなんでしょう？　今頃、殺されているかもしれないから」

「──っ！」

　ティアは目を見張る。

　ハッタリだと思った。

　しかし、クラウスの動きを見れば、普段の精彩を欠いているように感じられた。完璧なコンビネーションで繰り出される《将軍蟻》の攻撃を凌しのぐだけに終始している。

　その顔には、汗が滲んでいる。

　超一流のスパイが──動揺？

　クラウスの能力と嚙み合わず、ティアは眉をひそめる。

「聞いていますよ。奇遇なことに、アナタも王様と呼ばれていたんですね」

　紫蟻は挑発を続ける。

　その間も《将軍蟻》はクラウスへの猛撃を繰り返していた。

「戦争で荒廃したスラムで生きた、両親も名前もない戦災孤児。ギャングから食い物を奪い、飢えをしのぐ。あまりに強くて周囲から不気味がられました。掃はき溜だめに暮らす一人ぼっちのガキ。ついた渾名あだなが『塵ごみの王』」

「…………」

「それがスパイに拾われ、初めて仲間を得た。素晴らしいことです。しかし明確な弱点を抱いてしまった──彼は仲間を『家族』のように愛してしまう」

　紫蟻は哀れみの瞳を向ける。

「トラウマなんでしょう？　──仲間を失うのが」

　その時だった。

　クラウスの防御を搔かい潜くぐって、一人の《将軍蟻》がクラウスの懐ふところに飛び込んだ。彼の横腹に、拳が突き刺さる。

　クラウスは身体からだを捻ひねり、衝撃を殺したようだが、顔には苦く悶もんが見て取れた。

　ティアが初めて見る──クラウスが攻撃を受けた瞬間。

　すぐに彼は敵を蹴り返して距離を取る。

　一度《将軍蟻》の攻撃が止やんだ。有利を感じ取って、焦あせる素振りもない。まるで機械のように無表情で、フォーメーションを整える。隙を感じられない。

「アナタは二度と仲間など作るべきではなかった」

　紫蟻は告げる。

「王のように生きるべきだった。使い捨ての奴隷を従えていれば──弱くならなかった」

　紫蟻は台座に座った状態で微動だにしない。

　一方的に憔しょう悴すいするクラウスを、ただ嗜し虐ぎゃく的てきな瞳で見つめるだけだ。

「先生……」

　ティアが思い出したのは、彼との初めての邂かい逅こう。初めて陽炎かげろうパレスで彼と対面した時、彼は凍りついたような寂しげな瞳をしていた。空き時間は『家族』とタイトルが付けられた絵の前に佇たたずんでいた。

　──仲間を失い、孤独に闘い続けたスパイ。

　しかし彼は『灯ともしび』を作り上げた。ボスとして、教官として、少女たちを仲間とすることに決めた。先生側も生徒側も苦労を乗り越え、訓練を行い、不可能任務を成し遂げた。

　その日々は、少女たちには確実に恩恵をもたらした。

　だが、クラウス本人には何をもたらしたのか？

「諦めたらどうです？」

　紫蟻は宣告する。

「《将軍蟻》は万全のアナタでも勝てませんよ。心が戸惑った状態では、猶なお更さらね」

　あまりに不利な状況が、クラウスの目の前に立ちはだかっている。

　一方的に情報は流出し、紫蟻は万全の状態を整え、クラウスを出迎えていたのだ。

　不安に駆られるティアの視線の先で、クラウスは服を払っていた。

「……ベラベラとご高説だな」

　彼は余裕ある態度を崩していなかった。

　九人もの強敵に包囲されても、なお堂々と。

「長々語ってくれたところ申し訳ないが、見当違いも甚だしい。さっきから僕は落胆しているよ。あまりに退屈だ」

「退屈？　何を言っているんです？」

　紫蟻は怪け訝げんそうに眉をひそめる。

　クラウスは深いため息をついた。

「正直に言う。飽きた」

「は？」

「《九匹の将軍蟻》などと大層な触れ込みだが、やっていることはワンパターン。強い人間を数で服従させ、味方にする一辺倒。あまりに芸がない」

「………………」

　紫蟻は言葉を失ったように固まっている。

　確かに、クラウスの言葉は的を射ている。

　かなり強力ではあるが、紫蟻の特技は一つだけだ。人を支配し、襲わせるだけ。シンプル故に強力であるが、それ以上でもなければ、それ以下でもない。

（それが突破口……？）

　ティアがクラウスの真意を窺うかがっていると、彼は冷たく吐き捨てた。

「何百人の部下がいても、お前一人の発想の下でしか動けない。つまらない王国だ」

　彼自身が告げた言葉。いや、紅炉が遺のこした教えだったか。

　──メンバーのズレが組織の鍵だ、と。

　そこでクラウスが振り返ってきた。

「お前もそう思わないか？　ティア」

「……っ」

　突然声をかけられる。

　ワンテンポ遅れて、ティアもまた真意を察した。

「……えぇ、そうね。手玉に取りやすいこと、この上ないわ」と微笑を返した。

　苛いら立だったように紫蟻は目元を押さえている。

「どんな戯ざれ言ごとかは知りませんが……」

　パチンと指を鳴らした。

「なら、それを遺言にして敗れるといい──【女を人質に取れ】」

　彼の言葉で、再び《将軍蟻》は動き出す。

　パターンが変わる。七人がクラウスに向かい、残りの二人は出入口で観戦を続けていたティアに狙いを定めた。長剣を構えた双子の少年が、ティアに襲い掛かる。

　もちろんティアに立ち向かう術すべはない。クラウスの救援も間に合わない。

　しかし、ティアの耳にはある人物の足音を促えていた。階段を駆け上がるようにやってくる。

「確かに先生は好まないでしょうね」

　長剣が喉元に迫る直前、ティアは告げる。

「──あの男を仲間にする選択肢なんて」

　ようやく到着する。

　自身の最強のボディガードが。

「指示を出すわ」優ゆう艶えんな微笑みを湛たたえる。「【私を守りなさい】」

　双子の《将軍蟻》は二人同時に動きを止めた。

　ティアの眼前に、一人の男が出現した。彼から伸びた両腕が、二人の《将軍蟻》の首を摑つかんでいる。瘦せぎすな腕で少年を二人吊つり上げていた。

「ご苦労様」とティアは微笑みかける。「やるじゃない、中々」

「どうも」とローランドが答えた。

　彼は敵を豪快に投げ捨て、噴水の彫刻にぶつけた。

「──っ」

　紫蟻は愕がく然ぜんとしている。

　しかし悟ったはずだ。クラウスが紫蟻のアジトを突き止められた理由を。

　紅炉が遺した、もう一つの暗示を。

「知っているわよね？　彼のこと」

　ティアは、ローランドの顎を指でそっと撫なで上げる。




「紅炉の死しに際ぎわに立ち会った──アナタの愛犬よ」




　　　　◇◇◇




　遡ること一時間前──。

「キミさ、本当にバカだよね？　こんな簡単に騙だまされるなんて」

　解き放たれたローランドは、ティアの首を絞めあげる。ギリギリと食い込む指を感じながら、ティアはある推測に行き着いていた。

　仲間が命懸けで集めてくれた情報──ミータリオの英雄。

　発信源は一人しかいない。紫蟻の《働き蟻》と関わりを持つような世界に生き、そして、ティアとの約束を知る存在。紅炉しかいない。

　彼女は『蛇へび』に殺されたという。ミータリオで紫蟻に殺されたと推測するのが妥当だろう。そして彼女は死に際、紫蟻の《働き蟻》に暗示を植え付けた。

　だが彼女が植え付けたのは、英雄の噂うわさだけか──？

（違う……もう一人、奇妙な行動をしていた関係者がいる……）

　彼が紫蟻と接点があったことは、任務の開始前に発覚している。

　思えば、彼の不自然な行動は、ずっとクラウスが疑問を持っていた。




（何者かに『クラウスがライバルに成り得る』と真っ赤な噓を吹き込まれた男……）




　なるほど、と理解する。全ては紅炉の掌てのひらの上だったのだ。

　自身が死に、クラウスが新たにスパイチームを作ることも、ティアを見つけ出すことも、そして、噓を吹き込まれたローランドがいずれクラウスに挑み、敗北することも。ローランドが情報を吐き、クラウスと自分が紫蟻に挑むことも──全て計算した。

　悪くない運命だ。伝説のスパイが残した、最さい期ごの計画。

　だから、ティアは声を振り絞る。




「──アナタ、私の声に聞き覚えはない？」




　ローランドの動きがピタリと止まった。

　偶然であるが、ティアは彼の前でハッキリ声を発したことはなかった。ずっと怯おびえ、まともに会話もできなかった。だから、彼はティアの声を知らないはずだ。

　それを利用する。

　彼の弱点は知っている。油断し、慢心する。勝利を確信した時、彼は大きな隙を見せる。だからこそ、一度拘束を解く必要があった。危ない賭けであったとしても。

「【止まりなさい】」

　紅炉の声を放つ。

　ローランドは明らかに狼ろう狽ばいした。ようやく隙を見せてくれた。

　彼の腕から逃れたティアは、逆に彼の顔を摑んで、肉薄する。キスをするような距離で彼の顔を抱え、視線を重ね合う。

「コードネーム『夢語』──惹ひき壊す時間よ」

　宣言し、ティアは彼と見つめ合う。

　願望を読み取る。最凶の暗殺者が何を抱えて、何を求めてきたのか。全てを自身の脳に刻み込む。紅炉が見み出いだしてくれたスキルで、彼の内部を暴あばく。

「……っ、この女っ」

　身体からだの硬直を振り払い、ローランドが突き飛ばしてきた。

　窓の外へと落ちないよう、ティアは壁に腕を伸ばし、身体を支える。そして横に回るように反転し、彼から距離を取る。

　ティアの艶やかな髪が大きく靡なびいた。

「なるほどね……やっぱりアナタは立ち会っていたのね。紅炉さんの死に際に」

　彼の心を読み、受け取ったイメージは紅炉の遺言だった。

　やはり彼は、紅炉から強い暗示をかけられている。

「……だから、何？」

　ローランドは指を鳴らす。

「ここでキミが死ぬ未来には変わりない。俺はただ、殺すだけだ」

　肌がひりつくような殺気を放ってくる。

　この威圧感は、ティアを何度も震え上がらせた。初めて出会った時も、牢ろう獄ごくで会った時も何もできなかった。仲間に守ってもらうしかできなかった。

　しかし今のティアは違う。胸には熱い炎が燃え上がっている。

「ねぇ、殺してどうするの？」

　一瞬でもローランドが本気を出せば、自分は死ぬ。誰も助けてなどくれない。

　その状況下で、ティアは優艶に笑ってみせた。

「教えてくれるかしら？　私を殺してどうするの？」

「そんなもの──」

「あぁ、紫蟻に褒めてもらうのね？　とても大事よね、お仕置きされなくて済むものね」

「……っ！」

　ローランドの顔が赤くなる。図星を突かれたように。

　ティアはくすりと口元に指を当て、微笑んだ。

「素敵な主従関係だわ。『頑張ったから、ぶたないでください』って足でも舐なめるの？　あぁ、実際に舐めたこともあったの？　素敵な愛犬ね」

「キミ。いや、貴様……」

　彼の指先まで赤く染まった拳が震えだす。

「……良い度胸してるね。楽に死ねる望みは捨ててくれ──」

「ずっと不思議なんだけど、なんでカッコつけられるの？　先生に瞬殺された雑ざ魚このくせに。しかも、紫蟻に媚こびる情けない男でもある訳だけど」

　ティアは冷めた目で見つめる。

「自覚がないようだから、アナタの本質を教えてあげるわ」

　そう口にして人差し指を突きつけた。一言一言に銃弾を込めるように告げる。

「アナタは、ナルシストで高慢で弱い女にイキるのが大好きで、目上にはへつらって、変態のＳＭプレイで犬みたいに調教されていて、本物の強者には到底及ばないくせにプライドだけは高い、雑魚狩りが少し上手なだけの、ダサくてしょぼいマヌケな人殺しよ」

「うるさい……」

「私を殺す？　もう一度聞くわ。それでどうするの？　また紫蟻の愛犬に戻り退屈を繰り返すの？　言われるがままに世界各国で人を殺す、つまらない日々を送るのね。そして返り討ちに遭い、死ぬのよ。あははっ、そうよね？　だってアナタ、大して強くないもの」

「うるさい…………貴様が俺の何を…………」

「キャンキャン吠ほえないで。主人に背く意志も、退屈を受け入れる度量もない犬の分際で、私に臭い息を吐きかけるな」

　有無を言わさず、嘲笑を続ける。

　ローランドは紅潮したまま、震えていた。パニックを起こしたように目が泳いでいる。

　しかし、ティアは容赦しない。

　人格を否定する。人生を否定する。彼の存在を否定する。

　紫蟻の支配を壊さなければならない。ただの愛情だけで打ち破れない。彼と正面から向き合わなければ、成せないことだ。

　やっている作業は、暴力を暴言に置き換えただけで紫蟻と同じ。精神の凌りょう辱じょくだ。

　だが、ティアはただ相手を屈服させる紫蟻とは違う。

「だから心が躍ったんでしょう？」

　ハッキリと問いかけた。

「紅炉さんが──伝説的なスパイが『クラウスなら心を満たしてくれる』ってお墨付きをくれて運命を感じたんでしょう？　ライバルが現れたと嬉うれしくなったんでしょう？」

「…………」

「アナタだって、こんな自分を変えたくて仕方ないくせに」

　彼と初めて出会った時、彼は『退屈』を嘆き続けていた。自身を呪うように。

　紫蟻の支配に飽きているのは、彼の方なのだ。

「オリヴィアさんを助けたのは何故なぜ？」

　重ねて情報をぶつける。

　グレーテが捕まえた、メイドに扮ふんしていたローランドの弟子だ。彼女もまた監獄に囚とらわれ、情報は全て吐き出している。彼女の過去は、水商売の従業員という。

　つまらない日々から解放してくれた──それが弟子から見たローランドとの出会いだ。

「本当に使える駒というだけ？　彼女の境遇に共感したんじゃないの？　自分と重ね合わせて、彼女を解放してあげたかったんじゃないの？」

「……っ」

「もしアナタが共和国に寝返れば、囚われたオリヴィアさんも救えるはずでしょう？」

　全身全霊で向き合う。

　今まで見聞きした情報を全て紡つむぎ合わせ、彼を説得する。

　胸にあるのは、使命感だ。これこそが自身に与えられた役割だと実感する。




　かつて『敵をも救う英雄』を目指し失敗した。甘い心を利用され、敵の逃走を幇ほう助じょする失態を犯した。打ちのめされる心地だった。

　自分は間違っていた。スパイとして敵を救う方法は、敵を見逃すことではない。

　──裏切らせるのだ、敵を、自分の味方にしてしまえばいい！

　相手を否定し、惹きつけ、魅了する。それこそが『夢語』が貫く道。




「だとして……」

　やがてローランドは苦しそうに言った。

「……キミに、何ができる？」

「アナタを解放できる。心を読める私が、紫蟻の支配から逃れさせてあげるわ」

　彼の心にも刻まれているはずだ。

　──黒髪の少女の英雄が、自身を救ってくれるという暗示が。

　その欲求を解放してあげればいい。他でもない自分自身ならばできる。

「別の言葉がいいなら、そうね……寝取ってあげるわよ？」

　ティアはローランドの身体をそっと押した。

　彼は骨が抜けたように、あっさりと床に尻もちをついた。呆ぼう然ぜんとした顔でティアを見上げている。

　ティアはベッドに腰をかけ、履いていた靴を脱ぎ捨てた。

「跪ひざまずきなさい、新しい主に」

　剝き出しになった白い素足で、ティアはローランドの顎を撫なでた。

　彼の口から熱い吐息が漏れる。




「最高に気持ちいいことをしましょう。美しいご主人様と」




　その微笑にローランドが堕おちるまで時間はかからなかった。




　　　　◇◇◇




　ウェストポールビル八階の屋上庭園──。

「一度やってみたかったんだ、《働き蟻》討伐スコアアタック」

　ローランドは首からコキコキと音を立てて、口にする。

「俺もそう捨てたもんじゃないらしい。十二名キッチリふっ飛ばしてきたよ。殺さないって部分は苦戦したけどね。他国の諜ちょう報ほう機関とも十分競える数字だ」

　紫蟻が冷ややかな視線を向けているが、彼が気にする様子はなかった。元々豪胆な男なのだろう。彼はティアの拳銃を手で弄んでいる。

「ガキ共を救ってきたよ、燎かがり火び。安心するといい」

　闖ちん入にゅう者しゃの登場で《将軍蟻》が一度退いた隙に、馴なれ馴なれしくクラウスに話しかける。

　クラウスは釈然としない態度だった。

　本当は気に食わないに違いない。だが、感謝しない訳にはいかないだろう。

　二人を見つめていると、後ろに新たな人影が現れた。

「やぁ、ようやくマシな仕事をするじゃない」

　モニカだ。仲間との再会にティアは胸を撫で下ろした。

「良かった。生きていたのね」

「メンバーは全員無事だよ。クラウスさんがリリィとアネット、屍しかばね男がジビアとエルナを助けた。そして──」

　淡々と語った途中で青筋を立てて、モニカはティアの襟元を摑つかむ。

「あのさぁ？　ボクだけ負担デカすぎない？　駆けつける救援が変装したグレーテとか、舐めてんの？　キレそうになったんだけどぉ？」

「いや、でも生きているじゃない……」

「ボクが超頑張ったからねぇ！」

「そ、それに、この配置はグレーテの発案で……」

「指揮官はキミだろうが」

　とにかく紫蟻が導いた三カ所同時の危機は、死傷者ゼロで乗り越えられたようだ。

　一番の不安は、モニカとサラの二人だったが、グレーテが奮闘してくれたらしい。クラウスに変装したグレーテがうまく相手の動揺を誘い、モニカが敵の裏をかいたのだろう。

　彼女とローランドのおかげで、全員が生き延びた。外階段には、危機を乗り越えた少女たちも集っていた。ターゲットの紫蟻を逃さないよう、逃げ場を封じている。

「ギリギリで逃げただけだよ。倒せてはいない。ボクが天才であることに感謝しろ」

「え、えぇ、そうするわ」

「それに、これ以上は何もできない。任務の成否は──」

　モニカは、クラウスたちに視線を向けた。

「あの二人にかかっている」

　視界の先にいるのは、少女が及ばない領域に至る二人のスパイの背中だ。

『燎火』のクラウス。

『潭たん水すい』のローランド。

　自分が導いた結果とはいえ、圧巻の光景だ。ティアたちが加わる余地もない。

「……ローランド、部下を救ってくれて助かった。礼を言う」

「んん？　もっと素直に『ありがとうございます』と言ったらどうだ？　俺が裏切らなければ、紫蟻の隠れ家にも辿たどり着けなかったんだろう？」

「裏切っただけの男が調子に乗るな」

　軽口を叩たたき、並ぶように立つ二人。

　その先には、九人の手下に囲まれて、目元をひくつかせる紫蟻がいた。不機嫌を隠さずに、近くにいる《将軍蟻》の少年の背中に爪をたてている。

「だが」クラウスが口を開いた。「一つ伝えておくが、お前は──」

「何も言うな」ローランドが遮った。「ケジメみたいなものだ、これは。俺の人生の」

「……？」二人の会話の真意をティアは理解できなかった。

　クラウスもそれ以上何も言わず、紫蟻を見据えた。

「………………………………………………………………」

　互いの手札を測るような静寂。

　ティアは思わず呼吸を止めていた。緊張感に耐えきれず、貧血を起こしそうになるが、ぐっと堪える。

　隣では、モニカが真剣な眼まな差ざしを向けていた。一瞬たりとも見逃さない気迫がある。見て学ぶつもりか。純粋な殺し合いに限れば、今行われるのはスパイの最高峰の闘いだ。

　先に動いたのは、紫蟻だ。

　すっと立ち上がり、手をクラウスたちの方へ向ける。

「【各位】」

　紫蟻の声が響く。

「──【裏切者を真っ先に殺せ】」

　九人の《将軍蟻》が一斉に動き出す。彼らが向かう先は、拳銃を構えるローランド。

　無視されたクラウスは《将軍蟻》に発砲を行った。九名の内、二人の肩口を射い貫ぬく。だが彼らは一切ひるまず連携を乱さない。負傷する二名もローランドへの攻撃に加わった。

　細剣、長剣、小銃が繰り出す連撃が、瘦せぎすの男に襲い掛かる。

　彼もまたティアから借り受けた拳銃を撃ち出した。

「え……」

　ティアが声を漏らす。

　次の瞬間、啞あ然ぜんとさせられる光景を見た。

　結論から言えば──ローランドは微み塵じんも相手にならなかった。

　得意の早撃ちで、先頭で飛び掛かる男を負傷させるが、横から細剣を繰り出す女性に反応できなかった。腕を貫かれ、怯ひるんだところへ、銃弾が腹部を貫いた。

　トドメと言わんばかりに、長剣の双子が彼を襲い、両脚を左右同時に切り付ける。

「ローランド、さん……っ？」

　見れば分かる。重傷だ。

　全身から血を噴き出すローランドを蹴り上げ、《将軍蟻》は再び陣形を整える。

　慌ててティアは駆け寄るが、彼は既に動ける状態ではなかった。特に、銃弾が貫いた腹部の傷が酷い。応急手当を施すが、命を繫つなぎ止められるかどうか。

「王に逆らった者に相応ふさわしい末路です」

　紫蟻の冷酷な声が響く。

「その男ごときが、この《将軍蟻》の相手ができる訳ないでしょう？」

「……っ」

　改めて思い知らされる。

　ローランド程の実力があっても、一瞬で圧倒する実力があるのだ。渡り合えていたクラウスが異常であり、たとえ優れた格闘術を持つ男でも敵かなわない。

　立ち向かえるのは、クラウスのみ──。

「認めますよ。今回は、多少の計算違いが起きました。お見事。ですが想定の範囲内です。オレの勝ちは揺るぎません」

　紫蟻は、負傷した《将軍蟻》にスタンガンを当てた。

　悲鳴が響き、肉が焦げるような臭いが漂ってくる。傷口を焼いたのだ。

　そんな乱暴な応急処置を順番に施し、彼は楽しそうに解説を続ける。

「クラウス君、アナタの師匠から情報は漏れ、それが正しいことは蜘蛛くんが確認してくれました。たとえ万全でも、アナタは《将軍蟻》には勝てません」

「…………」クラウスは黙っている。

「反逆者を王は認めない。隠れているガキ共含めて、皆殺しにしましょう」

　口を閉ざしたクラウスが見つめているのは、倒れ伏すローランド。ティアが懸命に手当をしている最中だが、出血は止まらない。

　やがてクラウスは視線を紫蟻に戻した。

「一つ聞かせてくれないか？」

　まっすぐに紫蟻を見据えている。

「僕はこの屍男が嫌いだ。たとえ命令であろうと無関係な者を殺し過ぎた。本人もまたこの末路を覚悟し、お前に立ち向かった。微塵も同情する気にはなれない」

「えぇ、オレもそう思います」

「だが、それでもお前の仲間だったんじゃないのか？」

「奴隷の一人ですが？」

「そうか。やはり、とことん僕の気に食わない相手だよ」

　クラウスは前に歩き始め、それと同時に九人の《将軍蟻》も動き出す。

　ティアたちを巻き込まないよう、クラウスは場所を移動しているようだ。そのクラウスの動揺を誘うためか、《将軍蟻》の一人がティアを射撃するが、銃弾はモニカが弾く。

　相手もこれ以上の牽けん制せいは無駄だと悟ったようだ。

　クラウスと《将軍蟻》の激闘が始まる。

《将軍蟻》は多少の負傷にも連携を乱さない。細剣と長剣のコンビネーションから、その合間を縫って放たれる銃撃。クラウスがナイフを振れば、それは防御を担当する者の盾に弾はじかれる。

　ローランドは三秒も持たなかった。

　彼が弱かったのではない。《将軍蟻》が強すぎたのだ。

　クラウスは既に一分以上も戦っている。しかし、彼の息が上がってきた。ここまで辿り着くまでに七十三人連続で《働き蟻》を相手してきた疲労なのか。

　少しずつ──少しずつであるが、クラウスが押され始める。

　ティアは応援しかできなかった。

　目でエールを送る。視界の隅では、他の少女たちもこの闘いを見届けている。拳を握りしめ、熱い視線を送る。彼女たちも願っているはずだ。自らを高みへ導いた教官の勝利を。

　しかし祈りとは裏腹に、クラウスが大きく後退する。

　その頰には血が伝っていた。

「何度も言ったでしょう？」紫蟻が告げる。「アナタの情報は知っている」

「……っ」クラウスが血を拭う。

　紫蟻は指を鳴らした。

「たとえアナタが全力を出しても、この《将軍蟻》だけは倒せない──【殺せ】」

　それが最終命令か。

　九人の《将軍蟻》たちが一斉に飛び掛かる。四方八方から。射撃を担当する者も、防御を担当する者も、全ての人間が攻撃へ切り替わる。

　完全に息は合っていた。

　クラウスの右からはゼロ距離で小銃を放とうとする老人。正面からは長剣を握る双子の少年。左からは盾で殴りにかかる男性。背後からは細剣で貫こうとする女性。その隙間を埋めるように、銃剣やナイフなどの凶器がクラウスを包囲する。

「そうか、ところで──」

　声が響く。

　自分たちがずっと聞いてきた言葉。




「──このお遊びには、いつまで付き合えばいい？」




《将軍蟻》の攻撃を全て読んでいたように紙一重でかわし──足を動かした。

　気体が噴き出る音が鳴る。彼の足元で何かの装置が作動した。

　クラウスはハンカチで鼻と口元を押さえる。

《将軍蟻》たちのバランスが崩れる。息が合った連携──その言葉通り、まるで九人全員が同時に呼吸をし、その気体を吸い込んでしまったように。

「毒ガス……」

　紫蟻が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「アナタがそんなものを扱う情報なんて、どこにも──」

　見覚えはあった。

　ずっとリリィが使ってきた毒ガスだ。彼女よりも完璧なタイミングで、隙の無さで用いられた麻ま痺ひ毒は、敵の動きを一様に鈍らせる。




　──直後見た光景をティアは忘れない。




　それは一秒にも満たない。僅かコンマ数秒の出来事。

　世界最強を自負する男が見せた全力。

　彼が踏み込む。そして、次の瞬間には一メートルほど移動した。

　六人の《将軍蟻》が吹き飛んだ。

　まるで見えない爆弾が炸さく裂れつしたように、クラウスを囲む人間が紙切れのように空中に浮き、地面に叩きつけられる。

　あぁ、と誤解を悟った。

　最初から彼は苦戦などしていなかったのだ。仲間の安否が気がかりだったのは事実だろう。パフォーマンスを落としたかもしれない。しかし、それは誤差の範囲。彼らを倒す算段などとっくについていた。

　彼は、ただ毒ガスを噴射するタイミングを測っていただけ。

　弱ったフリも演技。

「勘違いを指摘しておくよ」

　クラウスの声が届く。

「師匠の裏切りにより僕の情報が流出した──それは間違いないが、もう半年前の話だ。それだけ経たてば、僕だって成長くらいするさ」

「い、いや……」

　納得できないように紫蟻が口にする。

「……アナタは先月──」

「あぁ、僕は白蜘蛛を取り逃がした。それも間違いではないし否定しないさ。だが一つ言い訳をするなら、当時僕は絶不調だったんだ。連続五百日以上の労働のせいでな」

　いいや、言い訳ではない。

　彼の不調は、グレーテが敏感に察していた。帝国でのウイルス兵器奪還任務を成功させ、直後の二週間の休暇も彼は任務に当て、疲弊していた。そのまま休まず、彼は『屍しかばね』暗殺任務へ。更に言えば、その後も失踪した少女の捜索に奔走したはずだ。

　きっと彼は、白蜘蛛に会った時が疲労のピークだったのだ。

「そう、白蜘蛛は誤解した。絶不調の僕を見て、半年前の情報が正確である、と」

　クラウスは告げる。




「残念だが、僕は半年前よりも遥はるかに強くなっている」




　再びクラウスが踏み込んだ時、残りの《将軍蟻》の三人が吹き飛んだ。

　移動と攻撃。たったそれだけの技術であるが、クラウスの速度では、敵が見えない爆弾でふっ飛ばされたようにしか見えない。

　別格の戦闘技術。世界最強を自負する力。それがクラウスの本質──だと思っていた。

　漠然とティアは考える。

（彼の本質は『成長』……？）

　感覚だけであらゆる技術を習得した天賦の才。

　戦慄する。

（……私たちは全技術を何度もぶつけた……いかなるシチュエーションも試して、工夫を凝らした計画で挑戦した……その中で、もし先生自身も鍛えられていたら？）

　もちろん少女たちの実力は、優れているとは言えない。だが、少女たちには誰にも負けない特技がある。それを駆使した襲撃は、決して凡庸ではないはずだ。

　いついかなる場所でも襲われる想定をする。

　いかなる手法の罠わなも予測する。

　そして、彼は少女たちの特技を間近で観察する。

　──常人離れした才能を持つ者にとって、その日々がいかなる意味を持ったのか。

「さて」クラウスは手を払った。「覚悟はいいか？　紫蟻」

　冷徹な眼まな差ざしを向ける。

　もう紫蟻を守る者はいなかった。彼が命令を重ねても、起き上がる者はいない。

　そして、紫蟻自身が一対一でクラウスに勝てないのは明白だ。

　勝負は全て終わった。

　逃げ場は既に少女たちが潰している。手下のいない彼など恐れるに足るものか。

　紫蟻も状況を察したようだ。後ずさりを始めるが、すぐに女神像の台座に背をつける。顔には夥おびただしい汗が伝っていた。

「助けて、ください」

　あまりに情けない声だった。

「敵を助けるんでしょう？　この男を説得してくれませんか？」

　ティアに向けられた言葉だと分かる。

　懇願するような情けない表情だった。これが王様を名乗っていた男とは思えない。王様も臣下がいなければ、ただの人か。

「私にも救うべき相手と、そうでない相手がいることは分かる」

　ティアはハッキリと告げた。

　答えは決まっている。この男は救いようがない。性根が腐り切り、もはや何一つの望みも見込めない。

「アナタは災害みたいなもの。敵と呼ぶには、あまりに悍おぞましすぎる」

　クラウスが紫蟻に近づいていく。クラウスが胸ポケットから、銃弾を取り出した。紅炉の遺品。彼はそれを固く握りしめ、青ざめる紫蟻との距離を詰める。

　闘いの決着にティアは告げた。

「──アナタでは、私たちの敵にさえなれないわよ」

　紅炉の銃弾を握りしめた拳を、クラウスが紫蟻の顔面に叩たたき込んだ。

　相手は悲鳴さえあげられずに意識を失う。ミータリオの王が陥落した瞬間だった。











エピローグ　ボスと卒業









　ミータリオでの任務の後処理について。

『灯ともしび』が死力を尽くした結果は満足のいくものだった。しかし犠牲もまた存在した。

　その喪失は、クラウスが気絶した紫むらさき蟻ありを拘束した時、訪れた。

　殺気が生じ、闇夜から銃弾が飛んできた。ただの鉛弾ではない。ライフル弾だ。クラウスと言えど、銃弾を逸そらすのが精一杯。そして、その感覚で思い出す存在がいる。

　──師匠であるギードを殺した狙撃手。

　秘密を守るためならば、同胞を殺すことも厭いとわないスパイの流儀。

　銃弾は二発続けて、飛んできた。

　一発目はクラウスが弾いた。せっかく捕まえた紫蟻を死なす訳にはいかない。

　しかし二発目は思わぬ人物の右脚を吹き飛ばした。

「ローランドさんっ？」

　紫蟻との闘いで負傷した彼は逃げ切れなかった。

　ティアの悲鳴が響く。彼女はモニカに服を摑つかまれ、物陰に隠れるよう指示される。

　肉眼ではスナイパーの姿は見えない。長距離から立て続けに撃ち、正確な射撃を実現させたようだ。その実力には心当たりがある。

　紫蟻の胸元からブザーが鳴った。無線機のようだ。

　クラウスがそれを耳元に当てると、聞き覚えのある声がした。

《引くわ、バケモン》

　白しろ蜘ぐ蛛もだった。『蛇へび』の一員。

《まさか、紫蟻の兄やんを生け捕りにしちまうなんてな。さすがにドン引きだよ》

「お前も来ていたのか。今から、もう一戦か？」

《……その好戦的な態度、マジでどうにかしろよ。そんな気ねぇって。死ぬだろ、俺が》

　白蜘蛛の軽薄な態度が鼻につく。

　しかし、追い詰めているのはクラウスの方だ。

「僕たちは紫蟻を確保した。コイツから情報を引き出せば、お前たちの全容を摑める」

《吐かねぇよ。紫蟻の兄やんは。そんな弱いスパイじゃねぇ》

「どうだろうな？」

《ま、頑張れ。お前が兄やんに手一杯になったおかげで、俺は楽に動けたからよ。一応こっちの目的も達してんだ。兄やんの奮闘のおかげだな》

　白蜘蛛は、トルファ経済会議でスパイ活動を行っていたようだ。それがどんな内容なのかは、クラウスも追えていない。紫蟻が仕向ける《働はたらき蟻あり》の相手に時間を取られた。

《──今回はお前の勝ちでいい》

　白蜘蛛が口にした。

《ただ次は殺す。本気で邪魔だな、お前は。俺たち『蛇』にとって。マジで殺す。力で押し切るやり方はやめだ。確実に、念入りに、周到に、お前を嵌はめる算段を練る》

「殺す殺す、と幼稚だな。その小物臭さはどうにかならないのか？」

《うっせぇ、俺のキャラだよ》

「……お前たちの目的はなんだ？　ただ、帝国に奉仕するスパイでもないんだろう？」

《どうして、そう思う？》

「そんな輩やからに、僕の師匠が寝返る訳がない」

　無線の先で白蜘蛛が笑うのが伝わった。

《紫蟻の兄やんに聞けよ。聞けるもんならな》

「…………」

《強いて言うなら──均衡だ》

　無線が切れた。肌を刺すようだった殺気が消える。白蜘蛛は姿を消したようだ。

　読めない相手だ。小物のような態度で、クラウスに怯おびえを示してくる。強気な発言をしたかと思えば、意味深なセリフと共に退く。強いのか弱いのか、ピンとこない。ただ捉えどころのない印象を植え付けるのみだ。

「ローランドさんっ！」

　スナイパーの気配が消えると、物陰に隠れていたティアが飛び出した。

　彼はまだ生きているようだ。しかし右脚は大きく損壊して、顔は真っ青に染まっている。瞳は虚うつろで、もう光が見えない。

　少女たちがローランドを取り囲んでいる。

「あたし……」ジビアが彼の身体からだの横で、膝をついた。「コイツに助けられたんだ。エルナと一緒に、殺されそうになったところに」

「……………………」クラウスは静かな視線を向けた。

　ティアが必死の救命を試みている。自身の服を裂き、ローランドの止血を試みていた。未いまだ尚なお救おうとしているのだろう。自分を二度も殺そうとした敵を。

「ティア」クラウスは声をかける。「やめろ。もう助からない」

　グレーテがティアの手に触れ、応急処置を止やめるよう促した。ティアは唇を嚙かみ締め、彼の身体から手を引いた。

　クラウスがそばに立った時、ローランドの瞳が微かすかに動いた。

「燎かがり火び……」

　もうその声は聞き取りにくい。

　クラウスは「なんだ？」と聞き返した。

「一つ聞かせてくれよ。俺は、キミのライバルに成り得たかと思うか？」

「……………………」

　ローランドが望む答えは察しがついた。そして、他の少女たちも、自身にその言葉を告げてほしいとは理解していた。

　しかしクラウスは彼らの期待とは異なる答えを述べる。

「微み塵じんも成り得ないな」

「……そうか」

「慰めを期待するな。お前は何の望みも叶かなわない。お前は指示されるがままに殺人を繰り返した。名も残せず、誰とも特別な関係を築かず、名誉など無く死を迎える。お前がこれまで殺した罪のない人を想おもえば、当然の末路だ」

　彼が少女たちの命を救ってくれたのは事実だ。しかし、それだけで過去の全てが帳消しになっていいとも思えない。許せるはずもない。

　ただ、とクラウスは補足する。

「そんなお前でも、今僕らに看み取とられる程度の幸福は、得られるべきだと思う」

「……そうか。それがいいんだろう。たった一瞬、滑稽な一時かもしれないが、キミと共闘できた時間は、悪くなかったよ」

　ローランドは虚こ空くうに向かって、手を伸ばした。

「……ティア……俺を救って、くれてありがとう…………」

　力なく伸ばした手をティアが両手で握った。

　彼女が触れた瞬間に、その力は潰ついえ、ローランドは呼吸を終える。

　クラウスは黙とうを捧ささげる。

　本来ならば、もっと惨むごたらしく死ぬべき男だった。それだけの罪を犯してきた。光の届かぬ牢ろう獄ごくで、拷問の果てに命を落とす。あるいは紫蟻の命令で自殺させられる──それが、スパイとして彼が辿たどる末路のはずだ。

　だとしたら、この終しゅう焉えんはハッピーエンドと成り得たのだろうか。

　グレーテがそっと彼の襟をナイフで千切る。遺品にするのだろう。ディン共和国の牢獄では、いまだローランドを恋人と慕う女性が収監されている。

　アネットが彼の身体にガソリンをかけ、ティアが火をつけた。

「さようなら、ローランドさん」

　勢いよく燃え上がった炎が遺体を焼いていく様を、メンバーは見届けた。




　　　　◇◇◇




　ミータリオの激戦から僅か二時間後、クラウスは埠ふ頭とうに立っていた。ムザイア合衆国と別大陸を結ぶ玄関口。深夜であろうと、客船や貨物船が絶え間なく港を出入りする。

　彼の横には、巨大な楽器ケースが置かれていた。本来はチェロをしまうケース。だが、今収納されているのは、昏こん倒とうする紫蟻だった。

　ある約束があった。

　深夜三時、目的の人物は訪れる。

　丸い眼鏡をかけた黒人の男性だった。なぜか宗教家のような神父服を身に着けている。髪の大半は白髪で、その年齢が察せられた。

　彼は小さく「ここで何を？」と尋ね、クラウスは「砂糖菓子」と短く答えた。嚙み合わない会話は、本人確認のための符号だった。

「……アナタが『燎火』ですね」彼が頷うなずいた。「自分はＪＪＪのお使いです。そうですね、『矯コレ正クト』と呼んでください」

「なるほど、コレクト」

「アナタの噂うわさはかねがね。ディン共和国で最も優秀なスパイだとか」

「スパイが噂に上るなど悪い冗談だがな」

　そう返答すると、コレクトは押し殺したように笑いだした。

　ＪＪＪは、ムザイア合衆国の情報機関。広大な合衆国の諜ちょう報ほうと防ぼう諜ちょうを一手に引き受ける。表向きは、ガルガド帝国の監視のため、ディン共和国の対外情報室と協力関係にある。

「『紫蟻』と言いましたね」

　コレクトが本題を切り出した。

「ＪＪＪでも調査していた一件です。ミータリオで繰り返されたスパイ殺しの黒幕。ワタシ共の同僚もかなり殺されました。お見事です」

「あぁ、『蛇』という帝国の諜報機関のメンバーらしい。聞き覚えは？」

「初耳ですね。何者なのでしょうか？」

　コレクトは眼鏡を押し上げる。

「その『紫蟻』の身柄、ワタシ共で確保しても？」

「……当然、高くつくがな」

「条件は？」

「ＪＪＪが知る『蛇』の全情報だ。初耳などと噓うそをつくのはやめてもらおう」

　コレクトは肩をすくめた。

「えぇ、分かりました。ＪＪＪも対外情報室とは良好な関係を築きたい」

　その言葉に噓がないことは直感的に確かめられた。

　紫蟻の身柄を引き渡す。

　本音を言えば、葛藤はある。『紫蟻』の身柄は貴重な情報源と成り得る。だが、彼が易やす々やすと情報を吐くとは思えないし、身柄の移送や長期間の収監には異国の地ではリスクがかかりすぎる。合衆国の諜報機関に取り入る手土産にするのが最善だろう。

　拷問の立ち合い含め、更にいくつかの条件を認めさせる。

「時に」最後にコレクトが言った。「噂ではアナタの上司もこの地に来ていたとか？」

「さぁ、僕も別行動していたからな」

　ミータリオで紅こう炉ろが活動していたことはクラウスも初耳だった。彼女もまたトルファ経済会議で工作を働いていたのだろうか。上司からはウイルス兵器の奪還に関わっていると聞かされていたのだが。

　コレクトは首を横に振る。

「やれやれ。『蛇』といい、この世界で何が起きているのやら」

　彼は楽器ケースを摑つかみ、ため息と共に去っていった。




　　　　◇◇◇




　激戦を終え、三日後、少女たちはティアたちのマンションに集まっていた。

　テーブルの上に行儀悪く、リリィが立ち、びしっと指を窓の外に向け、大声で宣言する。

「観光ですよおおおおおおおおおおぉっ！」

「「「「「「おおおおおおおおおおおおっ！」」」」」」

　紫蟻との激戦を終え、少女たちは歓声をあげる。

「切り替え早いっすね……」とサラが呆あきれ顔をみせた。

　任務自体は紫蟻を拘束した時点で終了だが、事後処理はいくつもあった。

　特に、紫蟻に苦しめられた《働き蟻》の精神のケアは、ティアが率先して行った。事件のもみ消し等は、クラウスがＪＪＪという合衆国の諜報機関と掛け合い行ってくれたが、少女たちも一部手伝いを余儀なくされた。

　ＪＪＪの協力のかいあって、紫蟻が《働き蟻》を忍ばせた関係者は一気に割り出せた。このどこかに『蛇』の目的もまたあるだろう。情報の精査は帰国後でいいと判断した。

　それを終わらせ、一夜明けた朝である。

「一流のスパイは休む時も全力ですよ」とリリィがコメントする。

　念願の任務明けの観光をしようと、少女たちは沸いていた。

　そんな部屋にノックの音が響き、クラウスが顔を出した。

「いや、観光する暇はない。今すぐに帰るぞ」

「なんでっ？」

　リリィが目を剝むいた。

　クラウスはある封筒を差し出した。

「ＪＪＪと調整し、こんな内容が明日、警察から発表される運びとなった」

　少女たちは「ん？」と首を傾かしげ、その封筒を開けた。

　そして中身の概略を見て、一斉に「うわぁ……」と声をあげる。




【リリリン゠ヘップバーン。身元不明、ウェストポートビル一階のハンバーガー店で働いていたウェイトレス。殺人容疑を問い詰められると、拳銃を取り落とし、逃走。街中に爆弾を仕掛け、警察を翻弄した後、ウェストポートビル屋上庭園にて焼身自殺。

　不審死七十六件との関与の疑いあり。】




「わたし、とんでもない大悪人になってますけどっ？」

　リリィが悲鳴をあげた。

『リリリン゠ヘップバーン』とは、彼女が合衆国で用いた偽名である。

「なんですかっ？　この『不審死七十六件との関与』って！」

「紫蟻が半年間に働いた殺人の数々、お前にかけられた冤えん罪ざい、そして、お前とアネットが起こした騒動、これらを混乱なく処理する方法として、ＪＪＪと話し合った」

「強引すぎっ！」

「今日中に出国するぞ。明日には、お前は死んだことになるからな」

　かくして観光はお預けとなり、彼女たちの即刻帰国が決まった。

　その後、ミータリオ警察から発表された内容は大きく話題となった。リリィとは似ても似つかない顔写真がテレビニュースで報道され、合衆国全土を震しん撼かんさせた。

　大衆が知るのは、リリリンという悪女がミータリオで、警察との大立ち回りの後にウェストポートビルで絶命したという報道のみ。この伝説は「大悪女リリリン」という異名と共に語り継がれることになるが、もはやリリィには無関係なことであった。

　──紫蟻という存在は闇に葬ほうむられる。
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　リリィ主導の下、帰りのフェリーで贅ぜい沢たくするという方針に切り替わり、メンバーは一等客室を予約した。一週間の長い船旅である。

　客室に飛び込んだ瞬間、彼女たちはベッドで飛び跳ね、枕を投げ合い始める。最終的にエルナを布ふ団とんで埋めるという種目に変更し、彼女たちはエルナを囲むように寝具を積み上げる。出来上がった女神像のようなオブジェは「不自由のエルナ」と命名。

　そんなバカ騒ぎを眺めていると、クラウスは少女が一人いないことに気が付いた。

　フェリー内を歩き、彼女の姿を探す。途中に売店を見つけて、ポップコーンを購入した。

　デッキまで上がると、青空の下に立つ少女の姿があった。

　ティアだ。風景を眺めているようだ。

　フェリーが出航し、次第にミータリオのビル群が小さくなる。ストリートのど真ん中にいた時は、建物の高さに圧倒されたものだが、もう模型のように見えた。

　吹いてくる風に彼女の髪が靡なびいていた。

「ティア」

　後ろから声をかける。

「先生……」

「お前、一人だけ外れてどうした？　ケンカではないだろう？」

　クラウスはティアの横に並んだ。

　フェリーと並走するように、カモメが飛んでいる。クラウスは手にしたポップコーンを投げると、カモメたちは器用に空中でキャッチし、離れていった。

「やってもいい？」と尋ねられたので、ティアにも差し出してやる。が、彼女は中々うまくはいかないようだった。不器用なのかもしれない。

　クラウスが穏やかに目を細める。

「今回は大活躍だったな。お前がローランドを裏切らせていなかったら、僕は紫蟻の元に辿たどり着けなかった」

「みんなのおかげよ。命を懸けて、情報を集めてくれた成果よ」

「なら、なぜ一人でいる？　感傷に耽ふけりたかったのなら、僕も邪魔だったか？」

　尋ねてみると、彼女は小さく首を横に振った。

「ちょっとした考え事よ。むしろ、先生がいてくれた方がいい」

「なんだ？」

「紅炉さんってどんなスパイだった？　それが気になって……」

　それでミータリオのビル群を眺めていたようだ。偉大なスパイが亡なくなった街だ。

　クラウスはすぐに答えられなかった。

「燃え盛る炎のような人だったよ。時に温かく、時に敵を焼き尽くし……そうだな、すまないが、僕が説明すると、どうしても抽象的な言葉になってしまう」

　一言で言い表せる言葉が見つけられない。

　自分の説明下手には、嫌気が差してくる。

「長くなるが構わないか？　僕が説明するより、彼女とのエピソードを語った方がいいだろう。どうせ長い船旅だ」

「えぇ、お願いするわ。何時間でも聞いていたいわ。あの人のことなら」

　ティアはふっと頰を緩めた。

　それから、素敵なアイデアを思い付いたように目を輝かせる。

「うん、せっかくだし一晩ずつ聞いていこうかしら？　情感たっぷりに行きたいわね。夜に私とグレーテの部屋に来てくれれば、ベッドで絡からみ合いながら──」

「お前は懲りないな」

　クラウスは額を押さえた。

「言っておくが、性的な話題が苦手な男性だっているからな」

「うっ……まったく同じセリフをモニカにも言われたわ」

「仲間の忠告に従え」

「ここ最近、サラとジビアが『「ティアのアドバイスを聞くな」とグレーテを説得する会』を結成したのは、先生の根回し？」

「アイツらの自主的な慈善活動だ」

　クラウスの知らないところでも、彼女は問題になっていたらしい。彼女の立場を考えれば、もう少し常識人であって欲しいのだが、高望みか。

　ティアはがっくりと肩を落としている。

「まったく……先生こそもっと私に優しくしたら？　私たち一いち蓮れん托たく生しょうなんだから」

「一蓮托生？　なぜ？」

「決まってるじゃない。私たちは『蛇』に因縁がある二人でしょ？」

　得意げに告げるティアに、クラウスは否定しなかった。

　実のところ『蛇』と直接的な因縁を持つ者は『灯』には僅かだ。国を守るスパイという立場上の繫つながりはあるが、恩人を殺されたという動機があるのは二人だけだ。

「もう一人で抱えないで。『蛇』のことは私も手伝うわ」

　ティアは、クラウスに向けて手を差しだした。

「私たち、最高のパートナーになりましょう」

「………………」

　クラウスは意外に思っていた。

　これまでの彼女は理想こそ高かったが、その理想に空回りしている側面が強かった。理想と現実の差に悩み、他の仲間に振り回されるばかり。

　しかし今、彼女はハッキリとした行動を語り、クラウスに訴えている。

「……今回、一番成長したのはお前だな」

「え、えぇ？　そうかしら、個人的には実感が湧かないけど──」

「──極上だ」

　クラウスはティアの手を握り返した。

「お前の意志を尊重するよ。二人で『蛇』を突き止めよう」

「えぇ、よろしくお願いするわ」

　ティアが握る手に力を込めた。

　二人は握った手を軽く振る。

　それからティアは頰を赤くし「グ、グレーテに誤解されると困るから」と手を離す。

「組むといっても、あまりベッタリするのは止めておくわね」

「そうだな。僕もその気は──」

「えぇ、私にはメンバーの恋路をサポートする使命があるもの！　グレーテだけじゃないわ。他に先生に惚ほれた子が現れたら、恋愛マスターとしてアドバイスを──」

「その使命は今すぐ投げ捨てろ」

　本気で嫌そうにクラウスが釘くぎを刺し、ティアが笑った。

　そのまま二人は穏やかな会話を交わした。幸い周囲に人影はなく、盗聴の気配もない。　クラウスから見た『焰ほむら』のメンバーについて存分に語った。

　ボスの『紅炉』。ナンバー２にしてクラウスの師匠、『炬きょ光こう』ギード。苛烈な老女の狙撃手『炮ほう烙らく』ゲルデ。ゲームとギャンブル好きの陽気な兄弟『煤ばい煙えん』ルーカスと『灼しゃく骨こつ』ヴィレ。官能小説家を兼業していた毒舌の姉貴分『煽せん惑わく』ハイジ。

　今は亡きメンバーを語っていると、ふと思い出したようにティアが言った。

「そういえば、結局、あの約束は果たせなかったのよね……」

「約束？」

「えぇ、紅炉さんと約束したのよ。『再会した時に素敵なプレゼントを用意しておくわね』って。私、結構楽しみにしていたのよね」

　結局、ティアと紅炉は再会できず、受け取れないでいた。

「………………」

　クラウスは口元に手を当てて、考える。

「え？　先生どうしたの？」

「いや、用意周到のボスのことだから、生前に用意しているだろう、と。元々いつ死ぬとも分からない職業だからな」

「心当たりがあるの？」

「いや、何もない。死後、陽炎かげろうパレスにある彼女の所持品は確認している。が、それらしきものは……」

　記憶を探り当てるように沈黙するが、一向に答えは出てこなかった。

　ティアは苦笑した。

「もしかしたら、先生でも分からない場所に隠しているのかもね」

「……そうだな。ボスのことだ。大切な物は床に隠すくらい平気でするだろう」

「そうねぇ、じゃあ、今度壁でも剝がしてみようかしら？」

「やめてくれ。せめて、もう一度ボスの部屋を探すくらい──」

　クラウスが言葉を止めた。

　ティアも同時に目を見開いた。

　思い出していた。遡ること一ひと月つき前に起きたトラブルを──。

「「今、あの部屋は──」」

　二人は同時に呻うめいた。







　フェリーが共和国に着いた時、他の仲間より先んじて、クラウスとティアは陽炎パレスに帰着した。向かうのは二階中央にある、他の部屋よりも少し広い寝室。

　一か月ぶりに見るが、惨状に変化はない。

　アネットの爆弾により、見事に吹き飛んだリリィの部屋である。壁はまだ防水シートで覆われているのみで、修繕は行っていない。まだ焦げ跡とヒビが残っていた。

　クラウスは半壊している壁に触れ、脆もろくなった箇所をナイフで砕いていく。ティアもまた割れてしまった床の裂け目を確認していった。

「見つけた」

　先に発見したのは、クラウスだった。

　壁から小さな鉄製の箱が出てきた。アネットが部屋を壊さなかったら、見つけられなかっただろう。まさかの奇跡だった。

「ティア、開けてくれ。おそらくお前への贈り物で間違いないだろう」

「うん……」

　ティアは箱を受け取り、息を吞のんだ。

　──紅炉が遺のこした最後のもの。

　緊張で震える指先で、ティアは慎重に箱を開けた。

　中に入っていたのは、奇妙な棒だった。真しん鍮ちゅう製の長細い作りで、デコボコが生じている。まったく見たこともないが、近いものは知っている。

「……鍵？」

　見たこともない形状だが、鍵で間違いないだろう。

　クラウスに見せてみるが、彼も首を傾かしげた。彼にも用途が分からない鍵らしい。

　箱の底には、メッセージカードが遺されている。




　──私を超える少女へ。




　短い文章だ。しかし、十分すぎる内容だった。

　ティアの目頭がカッと熱くなる。

　彼女たちは再会を果たせなかった。紅炉の志は潰ついえ、ティアもまた彼女と共に生きたいという夢は成し得なかった。二人の関係は、究極的にバッドエンドなのだ。

　しかし、それでも紅炉は多くの物を残してくれた。

「先生……」

　震える声でティアは尋ねる。

「今だけ、今だけでいいから、胸を貸してくれる……？」

　クラウスは何も言わず、ティアの頭をそっと撫なでた。そして、泣きじゃくる彼女のそばに寄り添い続けた。




　　　　◇◇◇




　ティアが泣き止やむ頃、他のメンバーも続々と帰着していた。

　彼女たちは自然と、クラウスたちがいる半壊した部屋に集まっていく。そして、目元を赤く腫らしたティアを不思議そうに見て、何かを察したように背中を叩く。

　全員が揃そろったところで、リリィがパンッと手を打った。

「さぁっ！　大きな任務が終わったので、わたしの部屋を修理しましょう！」

　後回しになっていた業務だった。

　さすがに、これだけの修繕は少女たちだけでは行えないので、業者を手配する必要がある。秘密を厳守するスパイ御用達の者たちだ。

　ついでに改造をしたいですねぇ、と好き勝手に宣のたまうリリィに、ティアが伝える。

「リリィ、後生よ。これを機に私と部屋を交換してくれない？」

「え？　交換ですか？」

「紅炉さんの部屋を継ぎたいのよ。ね？　今なら即日受け渡しよ？」

　首を傾げ、甘えるような笑顔を浮かべるティア。

　それに対し、リリィが眉をひそめる。

「む……お気持ちは分かりますが、この部屋って少し広いし、日当たりも良いので」

「逆ナンのテクニックを教えてあげるから」

「どうして、それが交渉材料になると思ったんですかっ？」

　部屋を巡って、言い合いを始めるリリィとティア。

　それに対し「……いえ」とグレーテが声をかけた。

「やはり紅炉さんの部屋は、ボスが受け継ぐのが筋ではないでしょうか……？」

　少女たちの視線が、一斉にクラウスへ向いた。

　彼は自室を『焰』時代から動かしていなかった。お世辞にも利便がいいとは言えない、隅の部屋を使い続けている。

　クラウスは首を横に振る。

「そして僕をボスと呼ぶな」といつものセリフを吐いた。

　グレーテに「ボス」と声をかけられる度に、クラウスは否定し続けてきた。彼にとって「ボス」と呼ぶべき存在は、紅炉だけ。『灯』として集まって以来、彼は「ボス」という呼び名を避け続けている。紅炉の部屋を継がないのも同じ理由だ。

　しかし、今回ばかりはグレーテも頑かたくなだった。

「……違います。もうボスは、このチームのボスなのですよ」

「ん……」

　すぐにクラウスは言い返せなかった。

　良い答えが返せないでいると、アネットが「兄貴っ、俺様もそう思いますっ」と笑い、エルナも「なの」と同意を示してくる。

　ジビアが楽しそうに、クラウスの腕をこづいた。

「いいじゃん。あたしらが卒業なら、アンタも卒業しろよ。その中ちゅう途と半はん端ぱな立場から」

　──卒業。

　それは任務前に、クラウスが少女たちに言い渡したことだった。この任務を達成したらお前たちは一人前のスパイだ、と。

　彼女たちは過酷な任務を達成し、己の成長を示してくれた。まだ拙い部分は多いが、養成学校を卒業するレベルには達した。想像を超える速さで、彼女たちは成長する。

　そしてまた一歩、次のステージに進む。

『蛇』との闘いはより過酷になる。いや、敵は『蛇』だけでなくなるかもしれない。別の強大な敵とも立ち向かうこともあるだろう。

　それならば──自分も覚悟を決める頃合いか。

　自身のボスはもう亡なくなった。今では、自分こそが彼女たちを導く立場だ。

「そうだな──僕は『灯』のボスだ」

　クラウスは堂々と答えた。

　スパイであり、先生であり、そして少女たちのボスである。

　リリィが「まぁ、わたしは慣れちゃった『先生』って呼び続けますけどね」と笑い、モニカが偉そうに「いい加減、自覚が持ててなによりだよ。クラウスさん」と告げる。ジビアが「おぅ。頼むぜ、ボス」と恥ずかしそうに言い、グレーテが「ようやく、わたくしの願いが通じました……ボス」と頷うなずく。サラが「あ、改めてお願いするっす。ボ、ボス」と頭を下げ、アネットは「俺様、兄貴は兄貴だと思いますっ」と声をあげ、エルナは「なの。せんせいはせんせいなの」と同意する。

　最後にティアが「私のパートナーとして期待するわ。先生」と微笑んだ。

「結局、呼び名がバラバラじゃないか」

　変更があったのは、ジビアとサラのみ。もちろん好きに呼んで構わないのだが。

　しかし、ケジメとしては十分だろう。

　クラウスは「──極上だ」と呟つぶやいた。悪くない心地だった。

　闘いは、次のステージに進む。














あとがき









　四巻のあとがきで語る内容ではないですが、三巻執筆時のことを語らせてください。

　実は『スパイ教室』なのですが、シリーズ開始当初から四巻で一段落を考えていました。一巻でさらっと８人少女を出し、二巻三巻で４人ずつキャラの深掘り、四巻で再び結集して、バシッと任務をこなす──そんなイメージです。

　しかし四巻のメインを張る少女は最後まで悩みました。めちゃくちゃ頭を抱えました。

　元々ティアを想定していたのですが、だんだんと「いや、やっぱりこの子にすべきか？」と考える対抗馬が現れたのです。

　そう、エルナです。

　なにより相応ふさわしいと思いませんか？　一巻から出番があるのに、諸事情によりイラストが少なく、２０２０年12月現在グッズ化さえも取り残されている少女！　記念すべきファーストシーズン完結の四巻にデデンとメインを張るべきでしょう！（というか、可哀かわい想そう）

　しかし三巻の執筆時に気づきました。

「のっ！」「のっ！」「のっ？」「のっ！」「不幸……」「のぉっ!?」

　すぐ悟りました。

（あ、この子じゃない……）

　大好きなキャラなのですが、彼女が映えるストーリーはもっと別にある気がします。メイン回はもう少々お待ちください。そんな訳で四巻はティアのメイン回でした。

　さて、ご報告──スパイ教室四巻が発売する頃、せうかなめ先生によるコミカライズ版一巻も発売されております。少女たちがわちゃわちゃするシーンは漫画だと映えますね。文章では描き切れない魅力が盛りだくさん！（特にアネットとエルナは本当にかわいい）

　脚本も私が新たに書き上げました。コミカライズ版一巻後半からバシバシ、オリジナル展開になっていきます。せうかなめ先生の多大な助力を得つつ、漫画ならではの演出ができたらと思います。大部分は先生に頼りっきりでありますが。五章、ホント好きです。

　最後に予告です。次巻から『スパイ教室』セカンドシーズン。素敵ですね。その内容は、本来巻末に『ＮＥＸＴ　ＭＩＳＳＩＯＮ』として一度書き下ろしましたが、ちょっと刺激的すぎて「余韻が無くなる！」との理由でボツになりました。けっこう攻めました。

　中々過酷な闘いになりますが、ぜひご期待ください。キーワードは「弱者」。ではでは。


竹たけ町まち
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文・竹町











『の！』









　ふと気が付いた。

　──アレがどこにもない。

「の？」とエルナは首を傾かしげる。

　美しい金髪と十四歳という年齢にしては小柄な体たい軀く、そして、透き通るような透明感のある白い肌、どことなく人形めいた雰囲気を持つ少女である。

　そんな彼女は自室で旅行カバンをひっくり返し、洋服ダンスの中身をぶちまけ、部屋中の引き出しという引き出しを開けていった。

　数か月前、『灯ともしび』にスカウトされた彼女は、スパイ養成機関から旅行カバン一つでこの洋館にやってきた。配属されてしばらく経たち、ふと荷物の整理をしようと思い立ったが、ある所持品がないことに気が付いた。

　そういえば、アレは『灯』に来てから使った記憶がない。

　ということは、つまり──。

「養成学校に忘れてきたの……」

　全身から血の気が引いていく。

　違ってくれ、という思いで探し回ったが、やはり部屋のどこにも見つからなかった。思い返してみれば、当時は突然のスカウトに慌てふためいていた。忘れ物の一つや二つ、十分に考えられる。

　養成学校に取りに戻るしかないが──。

「あまり良い思い出がない場所なの……」

　つい躊躇ためらってしまう。

　エルナは養成学校の落ちこぼれだ。何度も落第寸前の成績を取り続け、周囲から蔑まれていた。コミュニケーション下手による孤立ゆえである。

　少し目を閉じれば、当時の嫌な記憶が思い起こされる。

『……聞いた？　あの子と一緒の部屋の子、事故に遭ったんだって』

『やっぱり、あの噂うわさは本当だったんだね』

『今も一人でボードゲームして……けっこう不気味だよね』

　慌てて首を横に振り、過去の囁ささやきを振り払った。

　辛つらい記憶に囚とらわれている場合ではない。グズグズしていれば、捨てられてしまうかもしれない。アレはエルナにとって宝物である。

　すぐに行動を始めなければならなかった。







　食堂に向かうと、他のメンバーは夕食の支度をしていた。美味おいしそうなシチュ─と食器が並べられ、全員が席に着く寸前である。

　そこでメンバーの一人が声をかけてきた。

「あ、エルナちゃん。遅かったですね」

　リリィである。愛らしい外見と豊満なバストが特徴の銀髪の少女。

　彼女は親しみやすい笑みと共に「そういえば『見せたい物がある』って言っていましたね。持ってきました？」と尋ねてくる。

　そう、本来今日は、アレをみんなにお披露目する日だったのである。

「その……」とエルナが言葉を濁す。

「ん？」とリリィが不思議そうな視線を向けてくる。

　咄とっ嗟さに顔を伏せてしまう。『灯』のメンバーと言えど、一対一で会話をするのは恥じらいがあった。大勢で議論する場ならまだ発言できるが、プライベートでは別だ。

　勇気を振り絞り、すぅっと息を吸い込んだ。

「エルナ、忘れ物をしてしまったのっ！」

　食堂にいた少女全員の肩がビクッと震えた。

　つい大声で怒鳴ってしまった。

「音量調整苦手系女子ですねぇ」とリリィが苦笑する。彼女はエルナの手を取ると、優しく頷うなずいてきた。

「気張らなくても大丈夫ですよ。落ち着いて話してください」

「の……」

「エルナちゃんの言葉なら、しっかり聞きますから。みんなだって同じ気持ちですよ」

　リリィの笑顔に続くように、他の仲間も頷いた。みな、優しい表情を浮かべている。

　エルナの心がぽっと温かくなる。

　改めて、良い仲間だと思う。不幸体質の自分も快く受け入れて、口下手な部分も可か愛わいがってくれる。自身の姉になってくれたらいいのに、と考えるほどに。

　今度は穏やかな声で言えた。

「エルナ、養成学校に忘れ物をしたから、誰か一緒に付き合ってほし──」

「その話は聞けませんっ！」

「のっ!?」

　突然にリリィが悲鳴を上げ、うずくまる。耳を塞ぎ、しゃがみこみ、ついでにゴロゴロと床を転がり、エルナから遠ざかっていった。

「無理です無理です！　エルナちゃん、二度と口を開かないでください！」

「意見が真逆すぎるのっ！」

「うううぅうぅ、頭にフラッシュバックしますよぉ」

　突然の豹ひょう変へんに、エルナは「の……？」と首を傾げる。一体何が起こっているのか。

　他の仲間に助けを求めると、彼女たちも同様に顔をしかめていた。

　凜りん然ぜんとした白はく髪はつの少女──ジビアもまた顔を引きつらせている。

「いや、あたしらも養成学校に良いイメージがねぇからな。トラウマだらけだ」

　静淑な赤髪の少女──グレーテもまた同様に頷く。

「……正直言えば、二度と戻りたくない場所ですね」

　そういえば『灯』の少女は、全員養成学校の落ちこぼれだった。

　どうやらエルナ同様、彼女たちも養成学校には悪い思い出ばかりのようだ。眉をひそめ、渋い顔をしている。頷いてくれる様子がない。

　一応、少女たちは全員、バラバラの学校出身である。エルナが戻る養成学校は、彼女たちが過ごした場所とは異なるが、それでも苦手意識があるようだ。

「サ、サラお姉ちゃん……」

　エルナが一番頼りにしている仲間に視線を向ける。

　小動物のような気弱な瞳を覗のぞかせる、茶髪の少女だ。

「じ、じ、じぶ、自分も、こ、恐こわいっす。こわ、恐いっすよ」

　想定以上に怯おびえている。涙目になっていた。

　しかし彼女は震えながらも言ってくれた。

「で、でも、エルナ先輩がどうしてもって言うなら、付いていくっすよ」

「とっても嬉うれしいの、サラお姉ちゃん……！」

　一気に視界が明るくなった。

　サラの勇気に続くように、他のメンバーも協力を申し出始める。「まぁ、付いていくだけなら大丈夫ですよぉ？」「だな。あたしも行くよ」「……はい、わたくしも」とリリィ、ジビア、グレーテが口にした。

　安あん堵どの笑みが溢あふれる。

　やはり素晴らしい仲間だ。これで問題なく、忘れ物を取りに行けると安堵するが──。

「ストップ」

　冷たい声をぶつけられた。

　退屈そうに事態を静観していた蒼あお銀ぎん髪ぱつの少女──モニカである。

「みんな、正気？　たかが養成学校に行くだけでしょ？　お使いじゃん」

「の……」

「エルナ、キミはもうスパイなんだぜ？　こんな低いレベルに付き添いが要るの？　さすがにガキすぎない？」

　厳しい口調で告げられ、エルナは口をつぐむ。

　モニカの指摘は正論で、的を射ている。エルナの提案は、言わば幼稚なのだ。

　さっきまでエルナの味方だった他の少女たちも、う、と言葉を詰まらせる。

「……そうね、こればかりはモニカの言う通りだわ」

　優ゆう艶えんな黒髪の少女──ティアが気の毒そうに言葉を発する。

「エルナ、付き添いたい想おもいは山々だけど、これは一人で行くべきよ。訓練だと思って」

　労いたわるような声だ。優しさがたっぷりと滲にじんでいる。彼女の眉は曲がり、本来告げたくない言葉だと伝わってくる。

　さすがに駄々をこねられず、エルナは「の……」と頷いた。

　モニカが冷笑を浮かべる。

「じゃ、そういうことで。この話は終わり」

　そして、彼女は仲間に鋭い視線を飛ばしていった。

「先に言っておくけど、他のみんなも、エルナが可哀かわい想そうだからって助けちゃダメだよ。エルナのためにならない──絶対に手を出すな」

　その声には、有無を言わせない威圧感があった。







　かくしてエルナは一人で養成学校に向かうことになった。

　忘れ物奪還任務である。道中は心細い。蒸気機関車とバスを乗り継いで、半日の長旅である。行って帰るだけで丸一日はかかるだろう。

　往復の乗車賃と時刻表をしっかりリュックに詰め込み、玄関を飛び出した。

　駅までの見送りには、サラとアネットが来てくれた。

「お弁当を作ったっすよ。途中で食べてくださいね」

　サラが弁当箱に加えて、おやつのフルーツまで渡してくれる。

　エルナは抱き着きながら「ありがとうなの」と感謝を伝える。

「俺様は、特性スタンガンを用意しましたっ」

　そして、左目に眼帯をつけた灰はい桃もも髪がみの少女──アネットが武器を渡してくる。

　エルナは「お前は何かズレているの」とツッコミを入れるが、一応受け取った。

　二人の少女に見送られ、エルナは出発する。

　改札を潜くぐっていけば、もう彼女は一人だ。

　出発の地は、国内でも三番目に人口が多い街。当然、駅も広く、多くの人が行き交っている。ホームの数は五つあり、ちょうど全て汽車が停とまっていた。行き先もバラバラで、それぞれの急行、鈍行があり、見るだけで目が回りそうになる。

　緊張と人混みのせいか、心臓の鼓動が高鳴った。

（でも、出発から失敗する訳にはいかないの）

　わざわざ見送りにまで来てもらったのだ。

　ここで引き返す訳にはいかない。

（それに……さすがに駅ごときで迷うはずがないの）

　エルナは事前に控えていたメモと看板を見比べた。

　駅の看板にはバッチリと大きな矢印がある。乗るべき汽車はすぐに分かった。

「こっちなのっ」

　と声をあげ、緑色の汽車が停まるホームに向かった。

　背後から「あれ……？　この看板、折れ曲がっているぞ？」と駅員の声が聞こえてきたが、気にすることはないだろう。

　車内はガラガラだった。

　指定席を見つけ、リュックと共に座り込む。

　疲れがどっと噴き出してきて、ふわぁと欠伸あくびをしてしまう。

（……昨日は緊張で眠れなかったの）

　幸い、一度正しい汽車に乗ってしまえば、三時間超は目的地に着かない。

　今後のために睡眠をとっておくべきだろう。

（……二時間くらい……寝るの…………）

　エルナは瞼まぶたを閉じて、思考をやめた。視界が闇に包まれると、急激に眠気は訪れ、意識が濁ってくる。

　途中、車掌が通りかかり「この車両は──行き。急行」と行き先を告げた。

　はて？　今から向かうのは、そんな駅だったか？

　疑問に思わなくもないが、睡魔には抗あらがえない。

　エルナは眠りに落ちる。

　ホームで汽車の出発を知らせるベルが鳴り響く。

　やがて車体が動き出そうとしたその時──。

「──おぉっと、お客さんっ！　切符が違うので、車掌のボクがぶん投げますね！」

「のっ？」

　何者かに服の襟元を摑つかまれて、窓の外に投げ出された。

　受身を取るどころではなかったが、ちょうど身体からだの横にあったリュックがクッションとなり、安全にホームに着地する。

　訳も分からず啞あ然ぜんとしていると、汽車が動き出してしまった。

　慌てて声をあげようとすると、エルナの横で女性が悲鳴をあげた。

「まぁ、大変よ！　メラトック行きの急行電車が、後三分で、この隣の四番線で出発するじゃないっ！　急がないといけないわねっ」

　やけに説明的な口調を吐き、女性が走っていく。

　彼女が叫んだのは、ちょうどエルナが乗るべき電車。

　状況から察するに──。

「エルナ、汽車を間違っていたの！」

　目を見開き、慌てて正しいホームに走りだした。

（……親切な車掌さんと変なお姉さんなの）

　そんな偶然に感謝しながら。




　　　　◇◇◇




　──汽車内。眠るエルナから少し離れた席で。




「……ねぇ、モニカ？　アナタ、昨日あれだけ言っていたのに結局来ちゃったの？」

「………たまたま通りがかっただけ」

「なるほどね。さすがに昨晩は言い過ぎたって反省したんでしょう？」

「うるさいな、ティア。キミの方こそ『これも訓練』って息巻いたくせに」

「わ、私だって偶然よ。エルナの試練だもの。これ以上は手助けしないわ」

「ま、さすがにこれ以上手助けする事態にはならないと思うけど」

「いや、分からないわよ。なにせエルナだもの、車両トラブルくらい覚悟しましょう」

「起きてたまるか」

「賭けましょうか？　ランチ一回分ね」

「ボクはディナー一回分で構わないけどね」




　　　　◇◇◇




　急ブレーキがかかる。

「車両トラブルなのっ！」

　エルナは叫びながら、持ち前の反射神経を発揮し、前の座席に頭を打つのを回避した。リュックをクッションに用いて、堪こらえる。パキッと何かが割れる音がした。

　汽車は大きなブレーキ音を立てて、急停止した。

　エルナの背後から「アイツ、マジかっ！」と叫び声が聞こえた。

　そして、しばらく待たされた後、車掌から「しばらく直りません」と説明を受け、降車させられる羽目になる。

　幸い目的の駅までは大分近づけたが、徒歩で向かえば二時間以上かかる。しかし他に交通手段はないようだ。エルナ以外の乗客は暗い顔をして歩き始める。

　さすがに、この事態には「不幸……」と嘆くしかない。

　畑が広がる、だだっ広い農村に降ろされた。タクシーやバスが走っている様子はない。民家は遠い丘の向こうに見えるのみ。

（けど、歩こうにも、リュックが壊れてしまったの……）

　急停止の際、クッション代わりにしたせいだ。

　金具の部分が壊れて、持ち運ぼうとすると中身が溢れ出だしてしまう。残念ながら、修理をする道具は持ってきていない。この場から動けない。

　さすがに途方に暮れる──その時だった。

　一台のタクシーが前方から走ってきた。

　なぜこんな人ひと気けのない場所にいるのか、と思ったら、ピタリとエルナの横に停まる。

「……お嬢さん、乗っていきますか？」

　物腰柔らかそうな老女が運転していた。

　人見知りのエルナでもあまり警戒しない容姿だ。これ以上ない申し出である。

「で、でも」少し不安になる。「お金はあまり持ってないの」

「いえ」老女ドライバーが首を横に振る。「今日は金髪キャンペーンなので無料です……」

「すごいのっ！」

「そして、ただいま無料で、リュックの修繕サービスも行っています……」

「すごすぎるのっ！」

　半信半疑の気持ちで、エルナはリュックを運転手に渡してみた。

　運転手はタクシーの後部座席にリュックを放り投げる。そこには黒い箱が置かれており、腕のようなものが伸びて、リュックを摑みさっと内部に引き込んだ。直後「俺様、修理しますっ」と声が聞こえてくる。

　聞き覚えのある声なので「の？」と傾かしげる。

「……機械音です」

「人間みたいな機械音なの」

　そう言われれば、そうと思うしかない。

　少し待つと、再び「俺様、修理しましたっ」と機械音（？）が鳴り、完璧に修理されたリュックが飛び出してきた。

　すぐに具合を確かめる。一瞬にしてリュックは直されているが──。

「？　おやつのフルーツが齧かじられてるの」

「……気のせいでしょう」

　タクシードライバーは助手席の扉を開き、エルナを導いた。

「ご乗車の際はシートベルトをつけてください……」

「了解したの。当然なの」

「そして耳を塞ぎ、絶対に後部座席を振り返らないよう、お願いします……」

「思ったよりルールが厳しいの！」

「破った場合、走行中であろうと即刻降車させます」

「厳しすぎるのっ？」

　エルナは必死に両耳を塞ぐ。

　後部座席に誰か乗り込んだような気がしたが、ルールがある以上振り返られなかった。




　　　　◇◇◇




　──運転中。助手席で耳を塞ぐエルナの周りで。




「ねぇ、グレーテ。キミの変装でしょ？　結局キミも心配で来ちゃったの？」

「……グレーテ？　いえ、わたくしはただのタクシードライバーです」

「シラを切るなら、この黒い箱から聞こえる──」

「俺様！　ハイテクマシーンですっ」

「──この聞き覚えのある声はどう説明する気？」

「……機械音ですね」

「なんでエルナは信じたのさっ？」

「……緊張でパニックなのでしょう。今も真剣に耳を塞いでおられます」

「アホすぎて、どこまで行けるか試したくなったな。コイツの頰ほっぺた、突つついていい？」

「のっ！　こ、後部座席に何かいるの！」

「えいえい」

「の、のぉ！　で、でもエルナは振り返られないのっ！　のっ？」

「俺様、イタズラグッズを大量に持ってきましたっ」

「ナイス、順番に試していかない？」

「のおぉっ！　とんでもなくヌルヌルしたものが来たの！」

「モニカ、アネット、やめなさい。なんというか……もう面白過ぎて、ヤバイわ」




　　　　◇◇◇




　なぜか後部座席から触手が伸びてくるタクシーに揺られ、一時間超。目的の街に到着した。幸いタクシーが養成学校の近くまで送り届けてくれたので、バスに乗る必要がなくなった。タクシードライバーに行き先を伝えた記憶もないのだが。

（とても素晴らしい運転手さんだったの）

　お礼を告げようとしたが、すぐに消えてしまった。不思議な出来事だった。

　エルナは養成学校に向かって、歩き始める。

　人口数千人の田舎町で、少し山を登ったところにエルナが過ごした学校があった。女性労働者を多く雇用している紡績工場──にカモフラージュしている施設だ。

（もう少しでゴールなのっ）

　トラブルのせいで時間がロスしていた。急がねば帰りの汽車に間に合わない。

　ここからは入り組んだ路地を抜け、特別な山道に入らなくてはならなかった。

　道を思い出しながら、十字路を曲がった時、ぬっと人影が現れた。

「うおっ」と男の野太い声が響いた。

「のっ？」とエルナもまた呻うめく。

　次に、ガシャンとガラスが砕ける音が響いた。

　角を曲がったところで、人とぶつかってしまった。

「お、おい、おめぇ。オレの酒が割れちまったじゃねぇか……」

　顔を真っ赤にさせた酔っ払いの男だ。目が据わっていない。

　足元には割れたビール瓶が転がっている。

「の……」

　お互いにぶつかったのだから、非は双方にあるではないか──そう主張したいが、議論できる状況ではなかった。

　男はアルコールで理性を飛ばしているのか、激高していた。

「黙ってんじゃねぇぞ！　ガキっ！　殺されてぇのか！」

　男は突然罵声を浴びせ、凄すごんできた。元々ストレスを抱えていたのか、一瞬にしてキレている。かなり危ない状態だ。

　エルナも身構える。もはや喧けん嘩かは避けられそうにない。

　彼は尻のポケットから武器を取り出す素振りを見せ──。

「──あれ？　俺のナイフ、どこいった？」

　と停止する。

　泥でい酔すい男の横を、白はく髪はつと銀髪の二人組がさっと通り抜けた──ような気がした。

　啞あ然ぜんとするエルナの前で、男は次第にモジモジとしだす。

「な、なんか、急にトイレに行きたくなってきた。おい、ガキ、そこを動くんじゃねぇぞ。まずは小便を済ませてからだ」

　そして男はエルナに背を向け、走り去っていく。

　当然男の帰りを待つ理由もないので、エルナはさっさと場所を移動することにした。何がなんだか分からないが、また一つ難所を乗り越えたらしい。

（今日はなんだかスムーズに移動できるの）

　そうエルナは納得した。




　　　　◇◇◇




　──街角。エルナの少し後方で。




「結局、キミたちも来たのかよ！」

「落ち着けって。あたしじゃなくて、リリィが行きたいって言うから仕方なくな」

「いやいや、違いますって。ジビアちゃんがどうしてもって言うからですよ」

「キミたち、エルナを甘やかしすぎ！」

「でも、そういうモニカちゃんも来てますよね」

「だよなぁ。水臭いぜ、モニカ。次からはしっかり誘ってくれよ？」

「ボク一人で十分なんだよ！　キミたちは訓練でもやってろ！」

「俺様、たまにはドライブもいいと思いますっ」

「……そうですね。サラさんもお誘いすればよかったでしょうか」

「気にしなくていいわ。きっと近くにいるわよ。それより、ここから最大の難所よ。エルナは乗り越えられるかしら？」




　　　　◇◇◇




　路地を抜ける。

　次第にエルナの鼓動が高鳴ってきた。全身からは嫌な汗が噴き出し、一歩一歩の足取りが重たくなってくる。

　険しい山道をエルナは歩いていた。迂う闊かつに部外者が入り込まないように、歩きにくくなっている道を進む。一ミリでも道を外れれば、警報装置が鳴る仕組みだ。養成学校から街に行く時は、この無数の罠わなを突破しなければならなかった。

（エルナが過ごした場所……）

　じっとりと湿った空気を吸い込むたびに、当時の苦しい日々を思い出される。

　一日で千ページ以上の専門書を読み、暗記しなければならなかった。七カ国以上の言語を習得させられた。百キロ以上の道を何日もかけて走破させられた。飯はマズく、最低限の栄養食が配られるのみ。寮は常に黴かび臭くさく、辛つらい環境だった。

　しかし、エルナは決して無才の生徒ではなかった。

　十四歳という年齢を考えれば、逸材といってもいい存在だった。

（ただ、どうしても試験だけはできなかったの……）

　筆記試験などは問題ない。

　彼女が不得手としたのは、連携やコミュニケーションを要する実地試験だ。




『チームで協力して、指定されたターゲットの弱味を握ること』

　　　　──エルナの不運に仲間が巻き込まれ、失敗に終わった。

『指定した相手と親しくなり、家族構成を聞き出すこと』

　　　　──エルナの体質を不気味がられ、ターゲットから逃げられてしまった。

『四人一組でチームを編成し、敵チームから文書を盗むこと』

　　　　──誰もがエルナを忌避し、チームさえ組めずに失敗した。




　試験内容と失敗が、いくつもエルナの頭で再生される。

（いつ退学になっても、おかしくなかったレベルなの……）

　筆記試験の成績がなかったら、追い出されていただろう。エルナ自身、幾度となく逃げ出したくなった。もう無理だと何度も嘆いた。

　それでも彼女が養成学校にしがみついたのは──。

（亡なくなったパパやママ、お兄ちゃんやお姉ちゃんに報いたかったの）

　幼少期に火災で亡くなった家族たち。

　残された自分が、彼らの分まで生き抜いてやるという強い願望だ。

（だから、すぐに忘れ物を取り戻して、みんなの元に戻るの！）

　改めて覚悟を決めて、エルナは大きな一歩を踏み出した。

　そして、見慣れた門に到着する。

　大きな門の横には、ベルが取り付けられていた。

（あとは、受付の人に事情を説明して──）

　エルナがベルに腕を伸ばした時だった。

　がさりと音がした。

　門のすぐ横から、数人の訓練着姿の少女が現れた。

　エルナと目が合う。「あ」と双方が発した。

　相手はエルナも知っていた。養成学校の成績優秀者だ。落ちこぼれたエルナとは比べ物にならない秀才たち。彼女たちは常に楽しそうに群れていた。

　彼女たちはエルナを見ると、目を細める。

　──あれ？　この子、何しに戻ってきたんだろう？

　──居場所なんてなかった劣等生のくせに。

　そう目で訴えている気がした。

　喉が締め上げられる心地になり、肺が苦しくなる。過去に何度も蔑まれた経験が頭の中でぐるぐる駆け巡った。

　衝動的だった。

　エルナは彼女たちに背を向け、養成学校の門から引き返した。




　　　　◇◇◇




　──路地で。




「おいっ、エルナが戻ってきたぞ。ん？　なんか様子がおかしくねぇか？」

「俺様、辛そうに見えますっ」

「……そうですね。もしかしてトラブルがあったのでしょうか？」

「誰か慰めてあげなよ。ボクには向いてないから」

「そうね。サラの姿が見えないから、私が行くわ」

「ん？　ス、ストップです。また、表情が変わったような？」




　　　　◇◇◇




　街まで下りてくると、エルナは路地裏の手ごろな階段を見つけ、座り込んだ。

　そろそろ日が暮れてくる時間帯だ。行動しなければ陽炎かげろうパレスに帰れなくなる。頭では理解している。しかし、一度止めてしまった足は動きそうにない。

（逃げてしまったの……最低なの……）

　気持ちが沈んでいた。

　煉れん瓦が造りの住居が作る陰に潜み、エルナは肩を落とす。

　実際のところ、門で出会った少女たちがエルナを蔑んだかどうかは判断がつかない。エルナの被害妄想かもしれない。むしろ、その可能性の方が多いだろう。

　しかし、それだけでエルナの心は折れてしまったのだ。

　二度と会いたくない相手たちと対面して──。

（……諦めるの。どうせエルナの忘れ物だって、とっくに捨てられているの）

　十分にあり得そうだ。

　そうだ、意味がない。そう自分に言い聞かせ、無理やり納得させる。他の仲間にもそう説明しておけばいい。忘れ物は処分されていた、と、

　ぐー、と腹の音が鳴った。

（開き直ったら、お腹なかが空すいてきたの）

　帰路につく前に食事をしよう、とリュックを開けた。

　そこにはサラお手製の弁当が入っている。蓋を開けると、具沢山のサンドイッチが詰まっていた。エルナの好物のタマゴもたっぷり入っており、苦手なトマトは影もない。

　一口食べると、優しいタマゴの味とバジルの風味が広がった。

　サラの愛情がたっぷりと感じられる美味おいしさ。

「……ごめんなさい」

　呟つぶやいていた。

　涙がボロボロと零こぼれてくる。

「エルナ、サラお姉ちゃんの期待に応えられなかったの……」

　情けない。あまりに幼稚だ。

　──お使いさえまともに達成できず、終しまいには噓うその報告をしようとしている。

　自分は何も成長できていない、と思い知らされる。

　落ちこぼれと烙らく印いんを押された養成学校から出て、『灯ともしび』に向かった。仲間と訓練をこなし、任務を達成することで、少しの自信は持てたのだ。

　しかし、結果はこのザマだ。

　自分はもう落ちこぼれじゃない──そんなプライドが砕かれる。

「のっ！」

　エルナはサンドイッチを口いっぱいに詰め込んだ。やけ食いだった。全ての味をごちゃまぜにして、感情を吹き飛ばしたかった。

　途中のどに詰まり、慌てて水筒を取り出す。水を流し込み、どんどんと胸を叩たたく。

「ふ、不幸…………の？」

　ケホケホと呼吸を整えると、足元に一枚の紙が落ちてきた。

　手紙だ。弁当箱と一緒に入れられていたようだ。

　そこには見覚えのある悪筆で、短いメッセージが綴つづられている。

『胸を張れ。今のお前には仲間がいる』

　間違いない。書いたのは、クラウスだろう。

　きっとサラが気を遣って、彼に頼んでくれたのだろう。

　たった二文。しかし、それはエルナを奮い立たせるには十分だった。

（そうなの……今のエルナには、優しいお姉ちゃんたちがいるの）

『灯』に訪れ、初めて得られた仲間たち。

（誰に否定されても、世界中の人間がエルナを見下そうとも、この事実は変わらないの）

　目を閉じれば、あの言葉が浮かんでくる。一体、彼は何度囁ささやいてくれたことか。

　──極上だ。

　養成学校の秀才がなんだというのか。自分は世界最強のスパイに褒められた逸材だ。

　エルナは立ち上がった。

「のっ！」と叫んで、気合いを入れ直す。弁当をしまい、代わりにアネットから渡されたスタンガンを取り出した。試しにスイッチを入れると、青白い火花が散った。

　間違いなく人も殺せる威力である。

　無敵になった心地だ。誰がかかってこようと、撃退できる。

「やってやるのっ！」と意気込み、エルナは再び養成学校に駆け出した。

　恐れるものなど何もない。

「よしっ」と喜ぶ仲間の声が聞こえた気がした。もちろん、それは幻聴だろうが。




　　　　◇◇◇




　──数時間後、陽炎パレス玄関にて。




「いやぁ、よかったですね。エルナちゃんが無事に向かったみたいで」

「あぁ、素晴らしかったな。スタンガン装備する意味は不明だけど」

「……気合いを入れたのでしょう。勇敢な姿でしたね」

「俺様、感動しましたっ」

「とにかく一件落着だね。エルナの良い訓練になったでしょ」

「えぇ、素敵な結末だわ……あら？　何か良い匂いがするわね」




「あれ？　先輩方、どこに出かけていたんすか？」




「「「「「「サラ？」」」」」」

「ビ、ビックリしたっすよ。突然、先輩たちがいなくなるなんて」

「ボクたちは……まぁともかく、キミは何してるの？」

「あ、はい。自分はエルナ先輩の帰りに合わせて、ご馳ち走そうを作っているっす。エルナ先輩の大好物のフルコースっすね」

「ふ、ふぅん。つかぬこと訊きくけど、キミはエルナに付き添わなかったの？」

「え？　モニカ先輩が『行くな』って言ったはずでは？」

「うっ……まぁ、そうなんだけどね」

「はい、自分も言われて気づいたっす。絶対に行くべきじゃないなって」

「「「「「「…………」」」」」」

「エルナ先輩ならどんな困難も乗り越えられるっすよね。たとえ電車を間違えても、車両トラブルに遭っても、酔っ払いに絡からまれても、自力で解決できるっす。あぁ見えて、エルナ先輩はやる時はやる、凄すごい子っすから。どんな不幸にも立ち向かえるっすよ」

「「「「「「………………」」」」」」

「過度のサポートはエルナ先輩に失礼でした。信じて見送るべきっすよね」

「「「「「「……………………」」」」」」

「ん、どうしたっすか？　先輩方？」

「いや、なんというか超カッコ悪いよね。ボクら」

「？」




　　　　◇◇◇




「今、戻ったのっ！」

　その夜、エルナは無事に陽炎パレスに帰還することができた。帰路もトラブルはあったにはあったが、乗り越えることができた。

　今日はとってもハッピーだった気がするの、とエルナは笑う。

　忘れ物は無事に取り戻せた。エルナが使っていたベッドの下に放置されていた。エルナが退出した寮室は、たまたま未使用のままだったので残っていたようだ。

　仲間は食堂でエルナを待ってくれた。エルナの好物ばかりの料理と共に、「お疲れ」と温かく声をかけてくれる。

「それで」リリィが笑いかけてきた。「エルナちゃんの忘れ物はなんだったんですか？」

「これなのっ！」

　そう言いながら、エルナはリュックから取り出した。

　取り出した瞬間、仲間は「ん」と不思議そうな顔をした。無理もない。エルナが持ち出したのは、市販品だ。似たような代物なら、別に街の玩具店でも売っている。

　しかし、それはエルナにとっては思い出が詰まった物だ。

　──亡なくなった父親の遺品なのだ。

「もしかして、これ」リリィが受け取った。「ボードゲームですか？」

「そ、その……」

　口にするのは、少し気恥ずかしかった。

「お、お姉ちゃんたちと一緒に遊びたかったの……」

　仲間が意外そうに目を丸くする。

　一瞬、心臓がキュッと縮み上がった。たかがボードゲームごときのために一日留守にしたのか、と叱られるかもしれない。

　リリィが「へいっ！」とボードゲームを高々と掲げた。

「じゃあ、夕飯の後はボードゲーム大会にしましょうっ！」

　他の仲間も口々に同意を示した。

「よっしゃ！　案外あたしだって頭が良いことを見せてやるぜ！」

「俺様、一度も見たことありませんっ」

「おい。酷ひどくね？」

「賭けていいなら、ボクも参加するよ。ディナー分を取り返さないと」

「賭け？　それ、いいアイデアよ！　みんなでこのゲームをマスターしましょう！」

「え？　どういう意味っすか？」

「……イカサマでボスを嵌はめる、ということでしょうか？」

「そうよ。先生をギャンブルで嵌めるの。ふふ、目に浮かぶわね。銀行口座も空になって、身み包ぐるみを剝がされ『降参だ』と泣きつく先生が」

「じ、自分はもう、返り討ちに遭うオチが見えたっす……」

「まぁ、まずは普通に遊びませんか？　盤上の革命児、リリィちゃんの出番です」

　明るく言葉を交わす仲間を見て、エルナは目頭が熱くなった。

　彼女の頭には、養成学校で何度も言われてきた声がある。

『今も一人でボードゲームして……けっこう不気味だよね』

　どれだけ蔑まれてきたことか

　エルナが遊んでいたのは、多人数でのプレイを前提としたボードゲーム。勇気を出してルームメイトを誘っても、誰も相手してくれなかった。一人で遊ぶエルナの姿はさぞ気味悪く見えただろう。

　でも、とエルナは満面の笑みを見せる。

　──今はもう、一人じゃない。
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